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１章 学習指導要領の内容 

１節 学習指導要領改訂の概要 

１ 学習指導要領改訂の背景 

（１）社会情勢の変化と背景 

ア ベトナム戦争と東大紛争 

    ベトナムが南北に分断された後、アメリカはベトナム全土の共産化を恐れ、昭和 40 年

（1965年）に北爆を開始し、激しい戦闘が展開された。ベトナム民衆の抵抗、国際的な反

戦運動の高まりにより、昭和 48 年（1973 年）、アメリカは撤退し、昭和 50 年（1975 年）、

サイゴンが陥落し、ベトナムは北ベトナムによって統一された。 

    この戦争の中で、昭和 43年（1968年）、ベトコン掃討作戦中のアメリカ軍がソンミ村で

女性や子どもを含む 500 人以上を殺害した事件が明るみに出た。このことにより、戦争の

正当性に対する疑問がアメリカ内外で起こってきた。 

    ベトナム戦争は第二次世界大戦後のもっとも規模の大きい、また、アメリカにとって歴

史上初めての敗北であった。それだけでなく、アメリカの繁栄に影がさしはじめ、国内反

戦運動の高揚、外交への影響など、大きな打撃となった戦争であった。 

    この戦争は、我が国にも多くの影響を与えた。 

    昭和 43年（1968 年）、パリ大学の学生たちにより「五月革命」が起きた。同時期、ニュ

ーヨークのコロンビア大学では、学生たちがベトナム戦争に反対し、大学を占拠した。こ

の頃、こうした行動が世界各地で起きた。 

    日本では、昭和 43年（1968年）１月、東大医学部の学生自治会が、医学部学生のインタ

ーン制度（無給の研修制度）の改革を要求し、医学部の教授を長い間拘束する事件が起き

た。大学は、この事件にかかわった学生 17名を処分したが、後に当時現場にいなかった学

生などが処分されていることがわかった。大学側は、非を認めず、東大紛争へ発展してい

った。 

    ６月 15日、学生は安田講堂を占拠するが、大学の警察官出動要請により、学生は逃げ出

した。７月、学生は再び安田講堂を占拠するとともに「東大全学共闘会議」（全共闘）を結

成し、全学部の学生自治会が無期限ストに入った。 

    昭和 44年（1969 年）１月 18日、約 8,500人の警察機動隊が法学部などの建物を占拠し

ていた学生を排除した。翌日、警察は学生運動のシンボルである安田講堂に突入した。そ

して、ヘリコプターから催涙液を投下し、机やロッカーのバリケードを壊すため放水車が

高圧で水を噴射した。一方、学生は、火炎瓶や投石で抵抗したが、夕方にはすべて拘束さ

れた。この年の入試は中止となった。 

    一方、日大でも、学生の怒りが爆発した。昭和 43年（1968年）４月、東京国税局が日大

の使途不明金を指摘したという新聞報道が出た。また、教授が裏口入学で得た金を脱税し

ていたことが明らかになり、日大闘争へと発展していった。 

    昭和 44年（1969 年）は、全国で、多くの大学がストに入った。 

 

イ 学生運動の沈静化 

学生運動は、昭和 30年代においては、日米安全保障条約反対闘争をめぐって過激になっ 
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た。昭和 40年代になると、政治闘争に加え、大学の管理運営、学費値上げ等を取り上げ、 

一般学生を巻き込んで、大学内における紛争が頻発した。 

昭和 41年（1966年）８月、長期間の紛争校に対する教育の停止、休止措置等を内容とし

た「大学の運営に関する措置法」が公布された。このことにより、各大学における改革が

進むとともに、紛争校の自主解決が行われ、大学紛争は、同年 11月には急速に鎮静化の方

向に向かった。そして、一般学生の運動離れが進み、闘争の場は学外となった。 

   しかし、学生運動を通じて過激な党派の勢力が拡大し、他派との対抗上、より強硬な戦術

をとるようになり、抗争が多発し、死傷者が数多く出るようになった。また、昭和 47年に

起きた連合赤軍事件や浅間山荘事件は社会を驚かせたが、大学の問題として論議されるこ

とは次第に少なくなっていった。 

   抗争はなくなった訳ではない。ここに、悲しい一つの事件がある。昭和 50 年（1975 年）

９月４日、午前２時 36 分、横須賀市内のアパートで突然大爆発が起き、102 号室の男女３

人と真上の部屋の母娘２人が死亡し、８人が負傷する事件が起きた。男女３人は過激派の

活動家だったのである。そして、翌日の朝日新聞には「完成直前だった？／消火器爆弾／作

業中初歩的ミス」という見出しで詳しいことが報道された。何も知らない母娘は過激派の

抗争の犠牲となり、残された人々をはじめ、多くの人々に大きな悲しみと恐怖を与えたの

である。 

 

ウ 日本万国博覧会開催 

日本が初めて国際的な博覧会に参加したのは幕末のパリ万博（慶応３年（1867年））であ

った。その後、万博を開催したいという計画があったが、時局の変化に伴い、開催できな

かった。 

    戦後、サンフランシスコ平和条約締結、国連加盟、国内経済の発展、オリンピックの成

功が万博開催の気運を盛り上げた。そして、昭和 40年（1965年）日本での開催が正式に決

定した。 

「日本万国博覧会」は、昭和 45年（1970年）３月 14日から９月 13日まで、「人類の進歩

と調和」をテーマとし、大阪の千里丘陵で開催された。海外から、76 か国、４国際機関、

１政府（香港）、アメリカ３州、カナダ３州、アメリカ２都市が参加。一方、国内からは、

32団体、展示館 32館（日本政府、日本万国博覧会地方公共団体出展準備委員会、２公共企

業体、28民間企業）、また、入場料は、大人（23歳以上）800円、青年（15～22歳）600円、

小人（４～14歳）400円。 

    この万博は、「人類の進歩と調和」を実現するための原点だった。そして、シンボルゾー

ンの「太陽の塔」は、原点の起点として一人ひとりの脳裏に焼き付いたにちがいない。 

    万博を契機に新幹線が 12 両編成から 16 両編成になり、名阪国道をはじめ道路整備が行

われ、交通インフラが充実した。 

    世界の人々と交わり、世界の文化や科学技術を見、互いの独自性・生き方を認め合う場

が万博であった。 

 

（２）学習指導要領改訂の背景 

高度経済成長期に求められた系統的な教育内容は、技術革新や科学技術の向上を目指す先 
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進国にとって大きな課題であった。スプートニク・ショック[昭和 32年（1957年）]以来、西

側先進国を中心に現代科学の成果を反映するようなカリキュラム政策の動きが始まっていた。 

   我が国では、昭和 35年（1960年）代には、「人的能力の向上」を求める産業界の要望に合

わせた教育政策を展開させようとする動きが顕著になってきていた。 

   また、昭和 41年（1966年）の中央教育審議会「後期中等教育の拡充整備について」の最終

答申でも、職種の専門的分化と新しい分野に対応できる人材需要とに即応するよう改善し、

高等学校の教育内容の多様化を図る必要があると指摘していた。 

   さらに、この答申の別記として、「期待される人間像」が示され、愛国心や遵法精神の育成

が求められた。 

   戦後の好景気の中、高度経済成長を遂げていた我が国は、国民生活の向上、文化の発展、

社会情勢の進展がめざましく、国際的な地位の向上とともに、その果たすべき役割もますま

す大きくなりつつあった。そこで、教育内容の一層の向上を図り、時代の要請に応えるべく、

児童生徒の発達の段階や個性、能力に即し、学校の実情に合った改善を行う必要があった。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「後期中等教育の拡充整備について」中央教育審議会 1996 

 

２ 学習指導要領改訂の経過と実施 

昭和 43年（1968年）改訂の学習指導要領は、昭和 33年（1958年）の改訂で文部大臣が公示

する法的拘束力を伴う形になって以来、初めて改訂されたものである。 

  昭和 40年（1965年）、教育課程審議会への「小学校、中学校の教育課程の改善について」の

諮問、昭和 42年（1967年）の答申を経て、昭和 43年（1968年）に学校教育法施行規則の一部

を改正するとともに、小学校は昭和 43年（1968年）に、中学校は昭和 44年（1969年）に学習

指導要領が全面的に改訂され、昭和 46年（1971年）４月から実施となった。 

  教育課程については、小・中学校とも、時代の進展、科学技術の発展に応じ、教育内容の一

層の向上（特に、算数・数学、理科の教育内容の現代化）が図られるとともに、義務教育９年間

を見通した指導内容の精選・集約が行われた。 

  高等学校についても、高等学校への進学者の著しい増加に伴う生徒の能力・適性・進路等の

多様化、及び科学技術の革新、経済・社会の急激な進展等に対応するため、昭和 45年（1970年）

に全面改訂が行われた。 

  学校教育法施行規則の主な改正点は、次のとおりである。 

ア 小学校の教育課程は、国語、社会、算数、理科、音楽、図画工作、家庭及び体育の各教

科、道徳並びに特別活動によって編成するものとしたこと。 

  イ 小学校の各学年における各教科及び道徳の授業時数を、最低時数から標準時数に改めた

こと。 

  ウ 小学校の教育課程に関し、その改善に資する研究を行うために特に必要があり、かつ、

児童の教育上適切な配慮がなされていると文部大臣が認める場合においては、文部大臣

が別に定めるところにより、小学校学習指導要領等によらないことができることとした

こと。 
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  また、学習指導要領の改訂の方針は次のとおりである。 

 

  ア 小学校の教育は、教育基本法及び学校教育法の示すところに基づいて人間形成における

基礎的な能力の伸長を図り、国民育成の基礎を養うものであるとしたこと。 

  イ 人間形成のうえから調和と統一のある教育課程の実現を図ったこと。すなわち、基本的

な知識や技能を習得させるとともに、健康や体力の増進を図り、正しい判断力や創造性、

豊かな情操や強い意志の素地を養い、さらには、国家及び社会について正しい理解と愛

情を育てるものとしたこと。 

  ウ 指導内容は、義務教育９年間を見通し、小学校段階として有効・適切な基本的な事項に

精選したこと。この場合、特に時代の進展に応じるようにしたこと。 

 

≪参考資料≫ 

 ・昭和 43年改訂「小学校学習指導要領」文部省 1968 

 

３ 改訂の特徴と授業時数の変化 

  小・中・高等学校の学習指導要領を時代の変化、社会状況の変化に対応させるため、「内容の

精選」、「教育の現代化」を図ったことが、大きな特徴である。また、算数・数学、理科を中心

に、新しい内容が導入され、時間数が増加したことも、特徴である。 

  中学校学習指導要領では、国語、数学、美術、保健体育、特別活動の年間授業時数が、増加さ

れた。社会科・理科について、「東京書籍百年史」は、次のように述べている。 

 

   他方、社会科は、時間数の変更はないものの、従来の政治・経済・社会的分野が公民的分

野へと改称され、歴史的分野では、項目数が大幅に減らされた。理科においても、「内容の精

選」は行われ、第一分野の小項目は、第三次学習指導要領には 210 あったものが、第四次学

習指導要領では 121に、第二分野の小項目は、第三次には 208あったものが第四次では 92へ

と大幅に削減された。 

（「東京書籍百年史」 2010 p.191） 

 

  この内容の精選では、上記のように項目数の削減が行われた一方で、新たに導入された項目

がある。それらは、時代の変化に対応した「教育の現代化」を示すものといわれた。特に、算

数・数学では、新しい項目が数多く取り入れられ、前掲書では、次のように述べている。 

   小学校４学年では数量関係において「集合」への着目の指示が登場し、中学校数学では毎

学年で新たに「確率・統計」と「集合・論理」に関する項目が設けられ、高等学校数学では、

数学Ⅲ（A・Bともに）に「行列」が導入された。 

（「東京書籍百年史」 2010 p.191） 

  この改訂において、教育課程の性格や構造を明確にするため、教科・道徳・特別活動という

３領域構成にしたこと、昭和 33年（1958年）の学習指導要領では「最低時数」としたが、「標

準時数」とし、「特別教育活動」と「学校行事」を統合して「特別活動」としたことも、今次学

習指導要領の特徴である。 
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  高等学校については、改訂の姿勢が「文部時報」に次のように示されている。 

   「進学率の上昇により、高等学校が後期中等教育段階の青少年の大部分を教育する機関と

なっており、生徒の能力・適性・進路などが著しく多様化していることを踏まえ」 

（「文部時報」1116号 1970） 

  具体的な内容については、前掲書では次のように述べている。 

   「職業教育に関する教科、科目として、看護に関する教科、科目が新設されている。また、

高等学校社会科の地理では、地理 A を系統地理中心、地理 B を世界地誌中心の地理とすると

いう新区分が導入され、理科では、物理、化学、生物、地学それぞれにⅠとⅡが新設された。

芸術でも、第三次ではⅠ（二単位）とⅡ（四単位）だったが、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲそれぞれを二単位と

し、教科としての「理数」も新たに定められた。」 

（「東京書籍百年史」2010 p．191） 

  このように、進学者の増加と多様性に対応するため、弾力的な教育課程の編成を可能にした

のも、大きな特徴である。 

  時間数については、次のとおりである。 

  ○小学校 

小学校授業時数 
      

区分 1年 2年 3年 4年 5年 6年 

教科 国語 238 315 280 280 245 245 

社会 68 70 105 140 140 140 

算数 102 140 175 210 210 210 

理科 68 70 105 105 140 140 

音楽 102 70 70 70 70 70 

図画工作 102 70 70 70 70 70 

家庭 ― ― ― ― 70 70 

体育 102 105 105 105 105 105 

道徳 34 35 35 35 35 35 

総授業時数 816 875 945 1015 1085 1085 

 

  ○中学校総授業時数 

   第１・２学年：1190   第３学年：1155 

 

≪参考資料≫ 

 ・「東京書籍百年史」東京書籍 2010 

 ・「文部時報 1116号」文部省 1970 

 ・昭和 44年改訂「中学校学習指導要領」文部省 1969 

 ・昭和 45年改訂「高等学校学習指導要領」文部省 1970 
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２節 教育課程と指導要録・評価 

１ 道徳教育の変遷 

昭和 43年（1968年）、44年（1969年）の小・中学校の学習指導要領の改訂にあたっては、次

の点を基本方針として改善を図った。 

 

（１）教育課程における道徳の位置づけは維持する 

（２）学校における道徳教育の役割及び道徳の時間の性格を一層明確にする 

（３）各教科、特別活動との関連及び小・中学校間の関連を考慮する 

 

横須賀市における道徳教育も各学校での取組が展開された。 

昭和 42年（1967年）43年（1968年）には、文部省教育課程研究校として坂本小が、同じく

昭和 48年（1973年）、49年（1974年）には長井中が文部省教育課程研究校として道徳教育研究

に当たっている。記録に残る限りにおいて、昭和 60年（1985年）まで毎年道徳研究に取り組む

学校があり、授業公開や全体計画、年間指導計画、研究紀要等が刊行されている。中学校にお

いては、学習指導要領の改訂の重点である特別活動や学校経営との関連で道徳教育に取り組ん

だテーマもうかがえる。 

  横須賀市教育委員会としても神奈川県と共催し、毎年道徳教育研究会や研修会・講演会を年

間３日設け、道徳教育の振興に力を尽くしている。 

  また、昭和 47年（1972年）ごろになると、各教室にテレビが設置されるようになり、視聴覚

教育と連携し、テレビ放送を利用しての効果的な学習も進められるようになってきた。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「学制百二十年史」文部省 1992 

 ・「教育課程部会考える道徳への転換に向けたワーキンググループ資料」文部科学省 2016.5.27 

 ・「横須賀教育史資料№15 小学校沿革誌（昭和 39年度以降）」横須賀市教育研究所 1987 

・「横須賀教育史資料№16 中学校沿革誌（昭和 39年度以降）」横須賀市教育研究所 1989 

・「横須賀教育史資料№17 高等学校・幼稚園・ろう学校・養護学校沿革誌（昭和 39年度以降）」

横須賀市教育研究所 1990 

 

２ 特別活動の新設 ～「特別教育活動」から「特別活動」へ～ 

  「特別活動」が、小学校は昭和 43 年（1968 年）、中学校は昭和 44 年（1969 年）に改訂され

た学習指導要領に新しく設けられた。高等学校は、昭和 45年（1970年）に、「特別活動」とい

う言葉は使われておらず、「各教科以外の教育活動」としてまとめられている。 

  特別活動の内容は、それぞれ次のように示されている。 

 

（１）小学校 第４章 特別活動 

  目標：望ましい集団活動を通して、心身の調和的な発達を図るとともに、個性を伸長し、協

力してよりよい生活を築こうとする実践的態度を育てる 

  内容：「児童活動、学校行事および学級指導から成るものとする。」  
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（２）中学校 第４章 特別活動 

  目標：教師と生徒および生徒相互の人間的な接触を基盤とし、望ましい集団活動を通して豊

かな充実した学校生活を経験させ、もって人格の調和的な発達を図り、健全な社会生

活を営む上に必要な資質の基礎を養う。 

  内容：Ａ 生徒活動、Ｂ 学級指導、Ｃ 学校行事 

 

（３）高等学校 第３章 各教科以外の教育活動 

  目標：望ましい集団活動を通して豊かな充実した学校生活を経験させ、自律的、自主的な生

活態度を養うとともに、民主的な社会および国家の形成者として必要な資質の基礎を

育てる。 

  内容：第１ ホームルーム、 第２ 生徒会活動、 第３ クラブ活動、 第４ 学校行事 

 

因みに「昭和 33 年度版学習指導要領」では、「特別教育活動」として次のように内容が記さ

れている。 

 

  小学校：「児童会活動、学級会活動、クラブ活動などを行うものとする。」 

  中学校：Ａ 生徒会活動 Ｂ クラブ活動 Ｃ 学級活動 

  高等学校：特別教育活動 第１ ホームルーム、第２ 生徒会活動、第３ クラブ活動 

 

≪参考資料≫ 

 ・昭和 33年改訂「学習指導要領」文部省 1958 

 

３ クラブ活動 

（１）小学校 

クラブ活動は、学習指導要領の中で、児童活動の(１)児童会活動、(２)学級会活動、(３)

クラブ活動の三つのうちの一つとして位置付けられている。 

児童活動の目標は、「児童の自発的、自治的な実践活動を通して、健全な自主性と豊かな社

会性を育成し、個性の伸長を図る。」と示されている。 

クラブ活動の内容と取扱いについては、次のとおりである。 

 

 ア クラブ活動の内容 

「クラブは、主として第４学年以上の同好の児童をもって組織し、共通の興味・関心を

追求する活動を行なうものとする。」 

   内容の取扱い 

（ア）クラブの種別や数は、児童の希望、学校の実態などを考慮して決めること。 

（イ）クラブ活動は各教科の学習と深い関連を持つ場合が多いのであるが、単に各教科の

補習にならないようにすること。 

（ウ）クラブ活動には、毎週１単位時間を充てることが望ましいこと。 

 

では、実際に学校ではどのようなクラブ活動を実施していたのだろうか。 
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   逸見小学校の例を見てみよう。 

昭和 45年（1970年）の逸見小学校の教育計画には、次のように記されている。担当者の実

名を省いて引用する。 

クラブ     

クラブ 主任  担当 学年 内容 

音楽  五六年担任 
５，６

年 
鼓笛隊指導 

理科  理科研究部 
５，６

年 
鳥・兎小屋・温室、園芸 

B.F.C. 

(注) 
 五年担任 ５年 防火教育 

愛樹  理科研究部 
５，６

年 
花、樹木 

   （注）B.F.C. は、少年消防団（Boys and girls Fire Club）の略と推定される 

 

また、昭和 53年の「逸見教育」には、クラブ活動担当の表に、14種類のクラブ活動が記さ

れている。活動時間は、日課表の中で土曜日の３校時（10:40～11:25）に委員会活動ととも

にクラブ活動が設定されている。 

①マンガ､②UFO､③絵本､④料理､⑤リボンフラワー､⑥写真､⑦釣り､⑧合奏､⑨囲碁将棋､ 

⑩理科実験､⑪ポートボール､⑫ソフトボール､⑬バトミントン､⑭卓球 

 

（２）中学校 

 クラブ活動は、学習指導要領の中で、生徒活動の(１)生徒会活動、(２)クラブ活動、(３)

学級会活動の三つのうちの一つとして位置付けられている。 

 クラブ活動の取扱いに当たっての配慮事項は次のように示されている。 

 

ア クラブは、学年や学級の所属を離れて共通の興味や関心をもつ生徒をもって組織するこ

とをたてまえとし、全生徒が文化的、体育的または生産的な活動を行うこと。 

イ クラブの種別や数は、生徒の希望、男女の構成、学校の伝統、施設設備の実態、指導に

当たる教師の有無などを考慮して、適切に定めること。 

ウ クラブ活動は、各教科の単なる補習、一部の生徒を対象とする選手養成などのための活

動となってはならないこと。 

エ クラブ活動においては、各生徒がそれぞれ個性を発揮し、協力し合う活動となるように

すること。 

   

昭和 48年度（1973年度）の追浜中学校では、クラブ活動は、校務分掌組織の中で、学級、

道徳、生徒会、クラブ、行事、生徒指導等として、生活指導委員会の中に位置づけられてい

る。 
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「クラブ活動においては、生徒が、それぞれ個性を発揮し、協力し合う中で、教師とのふ

れあいを高めていく」という目的が示されている。 

具体的なクラブ活動は、次のとおり、30 種類の記載がある。 

①バレー、②バスケット、③柔道、④卓球、⑤テニス、⑥バトミン、⑦フィールド、⑧日本

一周、⑨ゲーム、⑩プロ野球研、⑪音楽、⑫折紙、⑬木工、⑭歴史、⑮天文気象、⑯囲碁、

⑰書道、⑱模型、⑲手芸、⑳華道、㉑タイプ、㉒ギター、㉓郷土史、㉔演劇、㉕やきもの、

㉖美術、㉗写真、㉘読書、㉙ラジオ、㉚旅行研 

 

（３）高等学校 

   クラブ活動は、学習指導要領で、各教科以外の教育活動として次の四つの中の一つとして

位置付けられている。 

 

第１ ホームルーム、 第２ 生徒会活動、 第３ クラブ活動、 第４ 学校行事 

 １ 内容 

 「クラブは、学年やホームルームの所属を離れて共通の興味や関心をもつ生徒をもって組

織することをたてまえとし、次のいずれかに属する活動を行う。」 

 （１） 文化的な活動  

  （２）  体育的な活動 

（３）  生産的な活動 

 

２ 内容の取扱い 

（１）教師は、平素から生徒との接触を密にし、好ましい人間関係を育てるように配慮す

るとともに、適切な指導のもとに生徒が自発的、自治的な活動を展開しうるように

努める必要がある。 

（２）内容の取扱いについては、次のとおりとする。 

ア 全生徒がいずれかのクラブに所属するものとすること。 

イ クラブの種別や数は、生徒の希望、男女の構成、学校の伝統、施設設備の実態、指

導に当たる教師の有無などを考慮し、適切に定めること。 

（３）内容の指導に当たっては、次の事項に配慮するものとする。 

ア 各教科・科目の単なる補習、一部の生徒を対象とする選手養成などのための活動

とならないようにすること。 

イ クラブ活動においては、個々の生徒の趣味や特技を育てるように努めるとともに、

相互に協力して友情を深める活動となるようにすること。 

昭和 47 年度（1972 年度）、開校初年度の横須賀市立横須賀高等学校の学校要覧によると、

特別教育活動の項目で、次のように記されている。 

 

「本校の教育目標を達成するために、特活を特に重視している。生徒会・クラブ活動・

教育課程に組み込まれた特活２単位（HR・全校集会）等を通じて、教師と生徒の人間的ふ

れあい、生徒同士のつながりから調和と統一のとれた人間形成をめざしている。」 
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クラブ活動状況         

  クラブ名 男 女 計  クラブ名 男 女 計 

体 

育 

部 

バレーボール 18 49 67  写真 9 23 32 

バスケットボール 20 32 52  珠算  31 31 

テニス 13 39 52  英語 2 13 15 

卓球 18 23 41  家政  15 15 

体操 1 16 17  文芸  22 22 

バドミントン   36 36  書道  15 15 

ソフトボール   17 17  手芸  11 11 

フェンシング 5 10 15  演劇 1 15 16 

柔道 24 4 28  美術  26 26 

陸上競技 8 10 18  筝曲  31 31 

山岳 14 8 22  放送 8 25 33 

  小計 121 244 365  J.R.C.  17 17 

文 

化 

部 

茶道   42 42  園芸  8 8 

華道   40 40  小計 40 407 447 

器楽 12 21 33  剣道 19 30 49 

合唱   23 23  サッカー 28   28 

合奏   14 14  洋弓 9 15 24 

新聞   12 12  小計 56 45 101 

理科研究 8 3 11  総計 217 696 913 

         （横須賀市立横須賀高等学校 学校要覧 1972） 

 

（４）教育課程内クラブ（必修クラブ）の課題 

   昭和 33年（1958）年の学習指導要領の改訂では、教育課程が、各教科、道徳、特別教育活

動、学校行事等で編成された。特別教育活動の指導上の留意点として「児童生徒の自主的活

動を通して個性の伸長を図る」とされており、昭和 43年（1968年）の改訂で、「特別教育活

動」と「学校行事等」を統合し「特別活動」とした。小学校は４年生以上に、中学校は全生徒

にクラブが必修とされた。クラブ活動が必修とされたのは、その教育的意義や効果が大きく、

知育重視とのバランスを図ったのではないかと思われる。その後、昭和 46年（1971年）に実

質実施となり、平成元年（1989年）に中学校では「部活動のクラブ活動への代替え可」とな

りクラブ活動は廃止された。 

中学校では、まず、活動を開始する準備として、各校とも同様だったと思うが、クラブの

種類、指導教員、活動場所、活動内容、所属生徒数を決定し、それにより、各クラブの所属生

徒を決めなければならなかった。 

   クラブ活動設定の主旨から、クラブの種類はできるだけ生徒の要望を取入れようとアンケ

ート調査をし、指導教員、活動場所等の条件を考慮しながら決定した。生徒の希望の傾向は、

球技系の体育クラブが多かったが、特徴的な体育クラブとしては、学校周辺の野山を走る「マ

ラソンクラブ」があった。文科系クラブでは、「レコード鑑賞クラブ」が特徴的だった。 



第Ⅰ期 １章 学習指導要領の内容 

２節 教育課程と指導要録・評価 

  11  

 

   所属生徒の決定も出来るだけ生徒の希望を考慮し、希望調査を行い教師が調整して決定し

たが、活動場所の人数制限で、第一希望で決まらない生徒も多々いた。 

   教師にとっても調整により、若いからできるだろうということで経験したことがないクラ

ブの担当になることもあり、クラブの時間を嫌った教師もいた。 

   活動が始まって感じたのは、生徒の意識が教科の授業と違うということである。“クラブは

友達と楽しむ時間”であり、そのような意識の生徒や第２第３希望の生徒が多いクラブの担

当教師は、生徒の意欲を高め、しっかりした活動内容にしようと、試行錯誤した。 

   学校が荒れた時は、グループ化した集団の校内徘徊や、指導に従わない生徒への対応に苦

慮した。このようなことから、必修クラブの時間は“生徒の問題行動を生む時間”と捉えて

いる教師もいた。 

   必修クラブの意義は教育の重要な一面だが、実施上の条件が伴わず、廃止になりほっとし

た教師も少なからずいたのではないかと思われる。 

 

≪参考資料≫ 

・「初等教育資料 900 号記念増刊『教育の未来を拓く学習指導要領の変遷』」文部科学省 2013 

・昭和 33年改訂「小学校学習指導要領」文部省 1958 

・昭和 33年改訂「中学校学習指導要領」文部省 1958 

・昭和 33年改訂「高等学校指導要領一般編改訂版」文部省 1958 

・昭和 35年改訂「高等学校学習指導要領」文部省 1960 

・昭和 43年改訂「小学校学習指導要領」文部省 1968 

・昭和 44年改訂「中学校学習指導要領」文部省 1969 

・昭和 45年改訂「高等学校学習指導要領」文部省 1970 

・「昭和 45年度 教育計画」横須賀市立逸見小学校 1970 

・「昭和 53年度 逸見教育」横須賀市立逸見小学校 1978 

・「昭和 48年度 本校の教育」横須賀市立追浜中学校 1973 

・「学校要覧」横須賀市立横須賀高等学校 1972   

 

４ 指導要録の改訂 

昭和 46年（1971年）の指導要録改訂では、「絶対評価を加味した相対評価」を実施し、５段

階評価の配分比率を正規分布でなくてもよいとする方針が打ちだされた。また、補足として、

「あらかじめ段階ごとに一定の比率を定め児童を機械的に割り振ることのないように留意する

こと。」（補足）と述べている。 

 

（１）改訂の趣旨等 

昭和 46年（1971 年）２月 27日、文部省は、初等中等教育局長名で「小学校児童指導要録

および中学校生徒指導要録の改訂について（通知）」を各都道府県教育委員会に通知した。併

せて、小学校は昭和 46年度（1971年度）の４月から、中学校は昭和 47年度（1972年度）の

４月から、それぞれ全学年で実施されることを願う旨を記している。 

そして、改訂の趣旨として、次の５つが述べられている。 
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・「学籍の記録」について、法規の改正で学齢簿に児童生徒の本籍が記載されなくなったの

で、指導要録の様式（表）から「本籍」を削除した。 

・「健康の記録」について、「各教科の学習の記録」欄の「Ⅲ 備考」または「行動および性

格の記録」欄の「Ⅱ 所見」に児童生徒の健康状況を記入するようにしたので、指導要

録の様式（表）から削除した。 

・「各教科の学習の記録」について、各教科の観点は小・中の学習指導要領の改訂に基づき、

改善を加えるとともに、観点項目の精選をし、明確化を図った。 

・「特別活動の記録」について、新たに「特別活動の記録」欄を設け、活動状況について特

記事項および所見を記入するようにした。 

・「行動および性格の記録」について、「特別活動の記録」の欄の新設に伴い従来の「行動

および性格の記録」の欄内を整理するとともに、「Ⅰ 評定」の各項目についていっそう

精選を図った。 

 

指導要録の性格は、従来と同様である。 

 

（２）記入項目 

「学校名および所在地」、「校長氏名印・学級担任者氏名印」、「学籍の記録」、「出欠の記録」、

「各教科の学習の記録」、「特別活動の記録」、「行動および性格の記録」、「標準検査の記録」 

 

（３）「各教科の学習の記録」の記入のし方 

各教科の「Ⅰ 評定」は、５段階評定であるが、昭和 36年（1961年）の改訂と同様、絶対

評価を加味した相対評価であった。記入にあたっては、「あらかじめ各段階ごとに一定の比率

を定めて、児童（生徒）を割り振ることのないように留意すること」と明記された。 

また、「Ⅱ 所見」では、昭和 36年（1961年）の改訂同様、児童（生徒）自身について記

録する、個人内評価としている。 

   さらに、「Ⅲ 備考」では、次のようなことが考えられるとされていた。 

 

・学習に対する努力、学習態度等の児童（生徒）の日常の学習状況に関すること。 

・該当学年の当初と学年末とを比較し、総合的にみて学習の進歩が著しい教科がある場合、

その状況に関すること。 

・学習に影響をおよぼすような児童（生徒）の健康状況に関すること。 

・学校教育法施行規則第 26条により、児童（生徒）の履修困難な教科について特別の処置

をとった場合、その状況に関すること。 

つまり、個人内評価が採用されていたのである。 

 

≪参考資料≫ 

 ・昭和 46年改訂「小学校児童指導要録」文部省 1971 

 ・昭和 46年改訂「中学校生徒指導要録」文部省 1971 
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２章 行政としての視点から 

１節 国の制度や教育全般に係る出来事 

１ 学校五日制の経緯、提起と検討 

（１）占領下の週五日制 

・昭和 22年（1947 年）― 関東地区軍政部のローリン・G・フォックス教育課長はパンフレッ

ト「日本の公立学校の週五日制」を作成し、各県の軍政部に配布した。 

・昭和 23年―秋田県、滋賀県、長野県で採用された。 

・昭和 24年―山形県、福島県、千葉県、熊本県で採用された。 

 

（２）熊本県における週五日制  

熊本県の場合、昭和 24年（1949年）４月から昭和 26年（1951年）５月まで（一部は昭和

27年３月まで）施行された。アメリカ軍の指示も強制的な考えではなく、全ての県では行わ

れなかった。その目的は子どもの、ひいては日本人の自主性を育てること、社会が教育に参

加することであったが、一つは教員の研修時間を確保することであった。（米国ではキリスト

教のため日曜はそれに使うという考えもあった。）熊本市立必由館高等学校の百年史によると、

土曜はまるまる職員研修にあてようとの趣旨であった。 

キリスト教系の九州女学院（現ルーテル学院中学校・高等学校）では昭和 24年（1949年）

４月から昭和 27年（1952年）３月まで行われた。カリキュラムの総授業時間数は変えなかっ

たので、他の週日の時間数が増えたとある。 

生徒に土曜生活の日誌をつけさせた。その後、学力が劣るという反対意見もあった。昭和

26 年（1951 年）４月、熊本県中学校長会で反対意見があり、教育委員会も昭和 26 年（1951

年）５月に廃止を可とした。戦後、米国教育のいろいろな教育プランがあったが、評論家の

一人は結局詰め込み教育に戻ってしまったと評した。当時教育委員であった福田令寿氏は、

｢五日制の評判は決してよくなかった。家庭からは家におっては子どもなんかが勉強せず、た

だ、遊ぶことに熱中しやすくて母の家事のじゃまになってしかたがないというような意見が

だいぶでて、昭和 27年に廃止になってしまった」と述べている。 

 

（３）戦後の学校週五日制への流れ 

・ ILO（国際労働機関）は戦前昭和５年（1930年）代から週 40時間労働を達成するべき目標

と設定していた。 

・ 昭和 47年（1972 年）、日本教職員組合（以下日教組）の定期大会（秋田大会）で学校週五

日制が提起され、書記局内に「学校五日制、週休二日制研究会」が設けられた。 

・ 昭和 48 年（1973 年）、日教組の定期大会（前橋大会）において、「学校五日制・週休二日

制」実現のための方針が提案された。同年、文部大臣奥野誠亮氏が学校週五日制に踏み切る

という発言を行った。 

日教組の提案とは、 

 

「『わからない子』『自主性・創造性に劣る子』『体力のひ弱い子』等を大量につくりだして

いる今日の教育現実を全面的に改革し改善するための重要課題の一つとして、『学校五日制』
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の昭和 49年度実施をめざして要求していくこと。とくに『学校五日制』要求が広範な父母、

国民の一致した教育要求となるように努力すること。子どもと青年の学習保障を基本とす

る『学校五日制』の構想を実践的に創りあげていくこと。さらに部活動については『学校

五日制』の問題ともあわせ、抜本的な検討をすすめ、弊害を除去する」 

 

というものである。 

この運動方針案を日教組が検討中に、「学校五日制」をめぐって文部大臣と自民党文教部会

とのあいだで意見の相違のあることが報道されていた。それは、自民党文教部会が「奥野構

想」反対の態度を決めたことにある。 

その反対の理由は、 

 

ア この問題は、学校教育の現場に、どのようなかたちであれ週休二日制を導入することが

教育上良いか悪いか、というとこらから検討すべきだ。教員の週休二日制実施を前提に

して「その場合、学校はどうするか」というのは、考え方の順序が違っている。 

イ かりに教員の週休二日制にふみきるとしても、そのことと学校五日制とは別問題である。

教員を増員して“教員五日、児童・生徒六日”制をとることも可能であり、それらの検

討を十分におこなうべきだ。 

ウ 学校五日制の条件として、社会教育、体育施設の充実が必要である。そのための施策が

先行すべきであるのに、学校五日制だけが先走りするのは誤りだ。 

 

というものであった。日教組前橋大会に参加した組合員の中にも、昭和 49年度（1974年度）

学校五日制の実施は難しいとの声が多くあった。 

・ 昭和 50年（1975年）２月、日教組が「学校五日制の展望にたった『隔週学校五日制』具体

化のための試案」（草案）を発表した。 

・ 昭和 51年（1976 年）の日教組定期大会で、委嘱した「中央教育課程検討委員会」（会長梅

根悟、事務局山住正巳、堀尾輝久など）からの「教育課程改革試案」を受けとめ、方針を決定

した。 

   その概要は、 

 

   「子ども、青年の全面的な発達を基本に教育課程の抜本的改善と『学校五日制』実現をめ

ざす運動を一体のものとして組織的に取り組みを強化する。 

①教育行政の抜本的な改善と『学校五日制』実現にいたる組織的取り組みの手だてをあき

らかにし、国民的な共通理解と合意が促進されるよう努力する。 

②職場・支部を中心に『学校五日制』実現を可能にする教育課程の全体的構造の抜本的改

善をめざす共同研究をいっそう推進する。（中略）本部はこれらの試案づくりや実践、要

求と成果をたえず集約して全国的に交流し、『学校五日制』の大綱的思案の検討をすすめ、

文部省交渉を推進する。」 

 

  というものであった。 
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   その後、OECD（経済協力開発機構）や ILO（国際労働機関）などの国際機関及び欧米諸国か

ら、日本は「労働時間を１週 40時間に短縮することに関する条約を批准せよ」との圧力がか

かりはじめ、「学校五日制」を具体化せざるを得なくなっていく。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「学校週５日制」フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』  

 

２ 在外日本人子女等への教科書の無償給与 

（１）在外日本人子女への教科書無償給与 

海外子女教育の推進を図るため、国は、昭和 42年度（1967年度）から小・中学校用教科書

を購入し、世界各地に所在する大使館等の在外公館に送付して日本人学校の児童・生徒を始

め広く海外に在留する児童・生徒に無償で給与するとともに、年度途中で出国する児童・生

徒に対し、出国前に教科書を給与し、海外における学習活動に支障が生じないよう措置して

いる。 

なお、教科書給与は次のような方法で行われる。 

  ア 各在外公館から教科書の給与対象人数について、文部科学省に報告する。 

  イ 文部科学省は報告を受けて、各教科書発行者から教科書を購入し、各在外公館に送付す

る。教科書は、在外公館から在外日本人子女に給与される。 

  ウ なお、年度途中において海外に出国する子女の教科書については、上記の対象外となっ

ているため、昭和 47年度（1972年度）から文部省はこれらの子女にかかわる教科書を購入

し、「財団法人海外子女教育振興財団」に配布業務を委託している。従って年度途中に出国

する子女は、渡航の際当該財団に申請し教科書の給与を受けることとなる。 

 

（２）不就学学齢児童・生徒への教科書の無償給与 

病弱等の理由で就学義務を猶予・免除された学齢児童・生徒の自宅等における学習に資す

るため、国は、昭和 44年度（1969年度）から、これらの児童・生徒に対して必要な小・中学

校用教科書を無償で給与している。 

 

≪参考資料≫ 

・「教科書制度の概要」文部科学省 ホームページ 

・「義務教育教科書無償制度確立の経緯」長田三男 流通経済大学学術研究会 1972 

 

３ 人材確保法の成立 

「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法」が法の名称である。（以

下「人材確保法」） 

 

（１）意義 

   人材確保法は、教員の給与を一般の公務員より優遇することを定め、教員に優れた人材を

確保し、もって義務教育水準の維持向上を図ることを目的とする。 
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（２）人材確保法の成立の背景 

 1970 年代は、第３次産業が拡大していく時代にあって、産業の国際競争の激しさが増し、

産業の構造的改革、つまり合理化が求められるようになってきた。ME（マイクロエレクトロ

ニクス）革命にみる高度技術革新が進むに並行して、質の高い労働力もまた求められるよう

になった。 

   このような社会状況の中で、政府は、教育にもいっそう政策の重点をおく必要がでてきた。

昭和 46年（1971年）６月、中央教育審議会（以下、中教審）は、「今後における学校教育の

総合的な拡充整備のための基本的施策について」を答申した。その背景として以下のように

述べられている。 

一つには、社会の急速な進展と変化が学校教育に多くの新しい課題を投げ掛けていたこ

とであり、もう一つは、高等学校及び大学への進学率の上昇やベビーブーム世代の到来に

よる急速な量的拡充が教育の多様化を要請し、学校教育の在り方の見直しが求められるよ

うになったことである。このような動きは既に三十年代から始まり、中央教育審議会は、

三十八年には、「大学教育の改善について」の答申を行い、産業・経済及び科学技術の発展

や、高等教育の対象が選ばれた少数者から能力、適性等において幅のある階層へと変わっ

たことに対応し、高等教育も多様化を進めるとともに、高等教育の計画的整備を図る必要

があることなどを提言している。また、四十一年には、「後期中等教育の拡充整備について」

の答申を行い、高等学校進学率の上昇に伴い、生徒の能力や将来の進路に応じた教育が行

われるよう教育内容を多様化する必要があることなどを提言した。 

（中央教育審議会「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための 

基本的施策について」1971.6） 

 

   また、経済界も政府以上に危機を感じ取っていたのかもしれない。昭和 44 年（1969 年）、

日本経営者団体連盟（日経連）は「教育の基本問題に対する提言」の中で、 

現代社会のもとでの学校教育および家庭教育・社会教育のあるべき姿が、今日きびしく

問われている。 

われわれは、「教育の基本問題に対する産業界の見解」において述べた問題をふまえた上

で、目下、早急に解決しなければならない課題について、次のとおり提言する。 

政府および関係方面におかれては、われわれ産業界の意のあるところを十分に理解され、

問題の根本的な解決にあたられるよう、強く要請する。 

（日本経営者団体連盟「教育の基本問題に対する提言」1969.9.18） 

 

  として、７項目を提言しているが、学校教育（大学を除く）に関しては「二」として 

二 高度な社会的使命観を持った初等・中等学校の教員養成のための制度が、確立さる

べきである。 

（日本経営者団体連盟「教育の基本問題に対する提言」1969.9.18） 
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  との１項目を起こしている。教員の指導力を高めるための教員養成制度の必要性を訴えてい

るわけであるが、その背景には、教員の優遇措置も想定内にあったことは推察できる。 

   また、一般的に戦前から教員の低賃金は問題とされていたが、経済成長下、この低賃金は

人材を他の職種にとられるという事態を招いた社会的状況も法案の成立を後押ししたといえ

るのではないだろうか。 

  

（３）人材確保法の経緯 

前項で引用した「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について」

答申の中で、背景の後に次のように述べられている。 

これらの答申の考え方を引き継ぎつつ、中央教育審議会では、四十二年以来四年の歳月を

かけて、就学前から高等教育までの学校教育全般について検討し、四十六年答申として多岐

にわたる事項について答申した。およそこの種の包括的な課題について検討するとき、その

答申次項は性格的に多岐にわたるが、今、答申事項を概念的に分類すると、三つの類型が考

えられる。一つは四・五歳児から小学校低学年までを一貫する学校や中学校と高等学校を一

貫する学校の設置等初等中等教育の学校体系の改革に関する先導的試行や高等教育機関の種

別化・類型化による高等教育の多様化のように従来の基本的な制度や仕組みを組み替える改

革である。二つ目は幼稚園教育の普及や特殊教育の充実等のように教育の機会均等の実現を

図るなど一層の量的拡充方策とも言うべきものである。五十一年に初めて策定された高等教

育計画も大学の規模、適正配置等の観点から計画的に整備する拡充方策の一つと言えよう。

三つ目は、教育の質にかかわるもので、教育課程や教育方法の改善、教育条件の水準維持、

教員の養成・研修・待遇改善等がこれに当たる。学校の管理運営体制の改善等も教育の質の

向上の類型に入ると言えよう。 

（中央教育審議会「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための 

基本的施策について」1971.6） 

   三つ目の「教育の質」の向上をめざし、あわせて「教員の待遇改善」をうたっている部分

が政策として具体化されていくことになる。 

 

○昭和 46年（1971年）６月…中教審答申では、「教職への人材誘致の見地から優遇措置

が必要」と指摘される。 

○昭和 47年（1972年）７月…自民党文教制度調査会、文教部会は、「教員の養成・再教

育ならびに身分・待遇について抜本的改革を断行し、今後行われるあらゆる教育改革

の出発点としたい」と提言された。 

○昭和 48年（1973年）２月…人材確保法の国会提出 

○昭和 49年（1974年）２月…人材確保法の公布施行  

 

日本教職員組合は、法案のねらいが教師集団の分断にあるとみて警戒し、賃上げといえど

も手放しでは歓迎せず、反対運動のため法案の成立がおくれたのである。特に学校事務職員

の抵抗は激しいものがあった。学校事務職員は、直接には児童・生徒にはかかわらないが、

子どものために教育環境を整える大切な仕事を担っている。労働差別である、と抗議は続く。  
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この後、教頭法制化につづき、小・中・高校への主任制導入の方針が明らかにされ、組合側

は緊張の度を強めていった。 

 

（４）教職員給与の在り方に関するワーキング・グループ委員の意見 

ア 人材確保法について 

・教員の水準の確保のために、人確法は必要である。 

・人確法が制定された数年間は、優秀な先生が集まってきたが、最近はそうではない。

優秀な教員を確保するために何が必要か考えてほしい。 

・給与の額を減らすだけが民意ではない。人確法を存続し、総額を減らしつつも、まじ

めに努力する人がむくわれるような制度に改めるべきである。 

    ・優秀な人材を確保し、より高い専門性のある教師の育成を担保するために人確法は不

可欠である。 

    ・10年後には、先生の半分くらいが入れ替わるので、今後、教員の質は大きく変わって

しまう危惧がある。優秀な人材を確保するため、人確法の趣旨の堅持は必要である。 

    ・教員としての自覚をしっかり持つようにというのであれば、それに見合った給与体系

が必要である。 

    ・教員の採用試験の中でも質の問題が問われてきている。優秀な人材を確保するために

どうするか、国の政策としてもっと打ち出すべきである。 

    ・人確法の中に、「優遇措置を講じなければならない」とあるが、優遇という言葉が合わ

ないと思う。教師の職業が尊敬されるべき職だというのであれば、「職務に照らし合わ

せた措置が必要」という表現に変える必要がある。 

    ・人確法の「優秀」という言葉は、情熱に重きが置かれていると思う。養成段階で教師

としてのスキルが養成されているかは疑問。したがって、人確法によってスキル・マ

インド面ともに優秀な教員は採用できないと思う。ただ、人確法があることにより、

養成段階で教員を志す人は増えることはあると思う。 

    ・現在の優秀な教員の意欲を高めるためには、人確法は必要だと思うが、あくまでも養

成・育成段階で大事なことであって、採用段階で人確法を堅持してもあまり効果がな

いと思う。 

    ・「教員採用試験の競争倍率の状況」において、一見、人確法ができて、競争倍率が上が

っているが、人確法だけではなく、経済の状況も要因なのではないか。もう少し詳細

な分析が必要である。 

    ・給与が高いから教員になりたい若者が増えるのか疑問がある。 

  

   イ 教職調整額について  

    ・教職調整額等の見直しについては、管理職が先生の勤務をしっかりと評価して処遇に

反映していくことが求められると思う。 

    ・教職調整額は、不適格教員をのぞいて一律にするのが現実的である。 

    ・主な論点について、教員の勤務実態調査の結果を見ながら議論を進めていきたい。 
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ウ 給与体系について  

    ・実績・能力に応じてメリハリのある給与体系については、やっている人を認める点で

重要なポイントである。やっている人を評価していい先生像をつくっていくことが大

切である。 

・給与は仕事に準じて与えられるものなので、給与だけを考えるのは難しい。学校組織

をどう運営していくのかについても、検討が必要である。 

    ・勤務評価の給与への反映については、プラス評価だけではなくマイナス評価も徹底す

べき。国民の多くが不満を感じている。やる気はあるがやれない教員には、きちんと

した対応をして欲しい。  

 

エ その他  

    ・部活動に対する手当は、改善が必要な手当の一つだと思う。そうなると、部活動を学

習指導要領の中に盛り込むかどうかという議論も出てくるので、学習指導要領の見直

しに関する議論について情報提供してほしい。 

    ・教員の俸給表の見直しについては、管理職よりも指導者として力を伸ばしていく道も

検討してほしい。 

    ・学校事務職の機能強化や俸給表の級の増設や地域のサポートを取り入れることにも、

前向きに取り組むべきである。 

 

（５）人材確保法の一部抜粋 

  昭和四十六年法律第七十七号 

   公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措置法  

 

（趣旨） 

第一条 この法律は、公立の義務教育諸学校等の教育職員の職務と勤務態様の特殊性に基づ

き、その給与その他の勤務条件について特例を定めるものとする。 

 

（定義） 

 第二条 この法律において、「義務教育諸学校等」とは、学校教育法（昭和二十二年法律第

二十六号）に規定する公立の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特

別支援学校又は幼稚園をいう。 

 ２ この法律において、「教育職員」とは、義務教育諸学校等の校長（園長を含む。次条第

一項において同じ。）、副校長（副園長を含む。同項において同じ。）、教頭、主幹教諭、指

導教諭、教諭、養護教諭、栄養教諭、助教諭、養護助教諭、講師（常時勤務の者及び地方公

務員法（昭和二十五年法律第二百六十一号）第二十八条の五第一項に規定する短時間勤務の

職を占める者に限る。）、実習助手及び寄宿舎指導員をいう。 
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（教育職員の教職調整額の支給等） 

 第三条 教育職員（校長、副校長及び教頭を除く。以下この条において同じ。）には、その

者の給料月額の百分の四に相当する額を基準として、条例で定めるところにより、教職調整

額を支給しなければならない。 

 ２ 教育職員については、時間外勤務手当及び休日勤務手当は、支給しない。 

  ※以下省略… 

 

（６）特殊勤務手当 

「教育職員の教職調整額の支給等」の第三条２は、教職調整額を支給する代わりに、「時間

外勤務手当及び休日勤務手当は、支給しない。」と規定している。 

   その後、残業に当たる勤務については、各都道府県が独自で条例化し、「特殊勤務手当」と

して支給することになった。神奈川県の場合、以下の勤務区分によって支給される。 

ア 非常災害時の児童等の保護等 

  イ 児童等の負傷等に伴う救急 

  ウ 児童等に対する緊急の補導 

  エ 修学旅行等引率指導 

  オ 対外運動競技等引率 

  カ 部活動・保健・安全的行事における児童等に対する指導 

  キ 入学者選抜 

 以上の区分について、「週休日・休日」は従事した時間、「その他の日」は勤務時間外の従

事した時間によって支給額が定められている。「特殊勤務手当実績整理簿」（様式１）に教員

各自が月ごとに該当する区分欄に日数を記入し、合計金額をだして申請する。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について（答申）」 

中央教育審議会 1971.6   

  ・「教育の基本問題に対する提言」日本経営者団体連盟 1969.9.18 

 ・「資料 日本現代教育史３」宮原誠一ほか 三省堂 1974 

 

４ 教頭法制化 

（１）教頭法制化の経緯  

「教頭」は、明治以来学校に置かれている職である。 

「学制百年史」（文部省 1981）によると、「帝国大学の構成」の項のなかに、 

「当時の帝国大学における分科大学は、法科大学・医科大学・工科大学・文科大学・理

科大学の五つであった。各分科大学には分科大学長・教頭・教授・助教授・舎監・書記を任

命してその職務を行なわせ、帝国大学総長は文部大臣の命を受けて帝国大学全体を総轄し、

大学業を行なうためにその下に評議官・書記官・書記を置くことと定めた。」 

（文部省 「学制百年史」 1981） 
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とある。 

夏目漱石『坊っちゃん』（明治 39年４月１日）では、赴任した松山の中学校の“赤シャツ”

が「教頭」として登場している。 

第２次世界大戦前には「小学校主席教員」という名称は使われたが、教頭職が制度上確立

したのは、昭和 16 年（1941年）３月１日の国民学校令においてである。それによると、教頭

は「訓導ノ中ヨリ之ヲ補ス」ものとされ、その職務は「学校長ヲ輔佐シ校務ヲ掌ル」と規定

されていた。戦前はこのように、皇国民錬成の教育をすすめるための上意下達機関の一つと

して教頭は位置付けられていた。戦後、法律上の職としての教頭職は廃止された。 

   しかしながら、学校においては、引き続き教頭は置かれており、学校の経営管理の複雑化

等に伴い校長の職務が繁忙を極めるようになり、校長を助ける教頭の役割の重要性が認識さ

れ、その法的地位の確立が課題となってきた。このため、昭和 32 年（1957 年）12 月の学校

教育法施行規則の一部改正により、学校には特別の事情のあるときを除き教頭を置くものと

し、教頭は教諭をもって充て、その職務としては校長を助け、校務を整理する旨の規定が新

設された。 

   しかしこの規定では、「教頭は、教諭を以って、これにあてる。」とされており、この「あて

る」の意義が必ずしも明確でなく、公立学校の場合、教頭は独立の職ではなく、教諭に教頭

という特別の職務を付加する一種の職務命令として取り扱われたため、教頭選任の際に職員

団体に抗議されるとともに、その取扱いが服務監督権者である市町村教育委員会によって異

なり（例えば、職員団体が推薦する教頭に限るなど）、身分の安定が期待できないという弱み

があった。 

   このようなことから、教頭をその地位と職務内容に応じて教諭とは別の独立した職として

法律上明確に位置付けようとする教頭法制化が検討され、そのための法案が昭和 43年（1968

年）の国会に提出された。 

 

（２）教頭職設置のための法律案（昭和 43年（1968年）第 58国会提出） 

ア 「学校教育法の一部を改正する法律案要綱」 

     第一 小学校、中学校、高等学校等の教職員関係 

     一 小学校、中学校、高等学校及び幼稚園には、置かなければならないこととする。

ただし、小学校、中学校及び幼稚園には、特別の事情のあるときは、これを置かない

ことができることとすること。 

     二 小学校、中学校及び高等学校の教頭は、校長を助け、校務を整理し、及び児童生

徒の教育をつかさどるとともに、校長に事故あるときはその職務を代理し、校長が欠

けたときはその職務を行うこととすること。幼稚園の教頭も、これに準ずること。 

イ 学校教育法の一部を改正する法律案 

    学校教育法（昭和 22年法律第 26号）の一部を次のように改正する。 

 第 28条第１項中「校長」の下に、「教頭」を加え、「事務職員を置かない」を「教頭若し

くは事務職員を置かず、又は教諭に代えて助教諭若しくは講師を、養護教諭に代えて養護

助教諭を置く」に改め、同条第二項中「助教諭その他」を削り、同条第四項及び第五項中

「掌る」を「つかさどる」に改め、同条第三項中「掌り」を「つかさどり」に改め、同条の

次に次の二項を加える。 
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教頭は、校長を助け、校務を整理し、及び児童の教育をつかさどる。 

    教頭は、校長に事故あるときはその職務を代理し、校長が欠けたときはその職務を行う。

この場合において教頭が二人以上あるときは、あらかじめ校長が定めた順序で、その職

務を代理し、又は行う。 

 

この法案は、この時以来数度にわたり提出されてきたが、与野党の対決法案となったため

容易には成立しなかった。そして、昭和 49年（1974年）の第 72回国会においてようやく「学

校教育法の一部を改正する法律」として成立し、同年９月に施行された。 

 

（３）学校教育法（抄）― 昭和 49年（1974年）６月１日成立 

  第 28 条  小学校には、校長、教頭、教諭、養護教諭及び事務職員を置かなければなら

ない。ただし、特別の事情のあるときは、教頭又は事務職員を置かないことができる。  

４ 教頭は、校長を助け、校務を整理し、及び必要に応じ児童の教育をつかさどる。  

  ５ 教頭は、校長に事故があるときはその職務を代理し、校長が欠けたときは その職

務を行なう。この場合において教頭が二人以上あるときは、あらかじめ校長が定めた順

序で、その職務を代理し、又は行なう。 

  （中学校、高等学校、中等教育学校、盲学校、聾（ろう）学校、養護学校について、28

条４項、５項を準用） 

 

  第 50 条の２  高等学校に、全日制の課程、定時制の課程又は通信制の課程のうち二以

上の課程を置くときは、それぞれの課程に関する校務を分担して整理する教頭を置かな

ければならない。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「学制百年史」文部省 1981 

・「学制百二十年史」文部省 1992 

・「横須賀市教育史」横須賀市教育研究所 1993 

・「改訂新版 世界大百科事典」平凡社 2014 

 

５ 主任の制度化と反対闘争 

「人材確保法の成立」の項で触れたが、人材確保法の成立につづいて教頭法制化、さらに主

任の制度化と次々に国の教育施策が実現されていく。まさに明治の教育改革、戦後の教育改革

につづく“第三の教育改革”といわれるほどに、かなり抜本的な改革となっていく。昭和 47年

（1972年）７月、自民党文教制度調査会、文教部会では、「教員の養成・再教育ならびに身分・

待遇について抜本的改革を断行し、今後行われるあらゆる教育改革の出発点としたい」と提言

している。その基本的な構想としてまとめられたのが、中教審答申『今後における学校教育の

総合的な拡充整備のための基本的施策について』である。ここで改めて昭和 46年（1971年）６

月答申を見てみたい。 
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（１）中教審答申（抜粋） 

 

今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について（抜粋） 

（昭和 46年６月 11日、中教審答申） 

第一編 学校教育の改革に関する基本構想 

    第二章 初等・中等教育の改革に関する基本構想 

    第一 初等・中等教育の根本問題 

２ 公教育の内容・程度について水準の維持向上をはかり、教育の機会均等を徹底し、

国民的要請に即応して学校教育の普及充実に努めることは政府の任務である。…（略） 

［説明］ 戦前、国が学校教育の内容に深く関与したことが国民の考え方を偏狭な国家

主義に導いた原因があるとして、教育行政の役割を外的教育条件の整備や単なる指導助

言だけにとどめるべきだという考え方が、戦後の学制改革のころから主張され、その考

え方を今日でも強調する人々がある。しかし、日本国憲法のめざす国家理想の実現のた

めに国民の教育として不可欠なものを共通に確保するとともに、つねに新たな工夫によ

って改善された標準的な内容・程度の教育をすべての国民に保障することは、政府の国

民に対する重大な責務である。 

第二 １ 

（２）中等教育が中学校と高等学校を……一貫した学校として教育を行ない、幅広い資

質と関心をもつ生徒の多様なコース別、能力別の教育を、教育指導によって、円滑

かつ効果的に行うこと。 

    第二 ４ 

 （３）生徒の指導を学年別に行なうことを固定せず、弾力的な指導のしかたを認めるこ

と。 

 （４）上級の段階では、能力に応じて進級・進学に例外的な措置を認めること。 

    第二 ８ 

    （１）各学校が、校長の指導と責任のもとにいきいきとした教育活動を組織的に展開で

きるよう、校務を分担する必要な職制を定めて、校内管理組織を確立すること。 

    第二 ９ 

    （４）一般社会人で学識経験において学校教育へ誘致するにふさわしい人材を受け入れ

るため、検定制度を拡大すること。 

第二編 今後における基本的施策のあり方 

    第一章 総合的な拡充整備のための基本施策 

    ３ 教員の資質の向上と処遇の改善 

教育の実質を決定する最大の要素である教員の資質の向上をはかるため、教員養

成大学の整備拡充、教員資格を得る基準の再検討、新任教員に対する一年程度の実

地修練の制度化、教員の再教育を目的とする第４種の高等教育機関「大学院」の創

設、国・任命権者による研修の体系的整備などを実現する必要がある。 

       同時に、教員の職制・給与・処遇は、それにふさわしく改善されなければならず

本審議会としては初等中等教員の初任給を一般公務員の 30～40％程度引き上げるな

どの措置を講ずるべきであると考える。 
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（２）中教審答申（四六答申）の焦点 

ア 人材確保法、教頭法制化、主任の制度化その他の改革につながっていく施策の根拠 

（ア）能力別の教育 

（イ）学年別に行うことを固定せず、弾力的な指導 

（ウ）能力に応じて進級・進学に例外的な措置を認める 

（エ）職制を定めて、校内管理組織を確立する 

（オ）一般社会人の学識経験者を学校教育へ人材として誘致 

（カ）新任教員に対する実地訓練の制度化 

主任の制度化は、（エ）の「職制を定めて、校内管理組織を確立する」を根拠にしたもの

であるといえる。すなわち、教頭、教務主任、学年主任、教科主任、生徒指導主任などの管

理上、指導上の職制を確立しなければならないと謳われたわけである。 

    この指摘を受けて、文部省では、主任の制度化が学校運営上の重要な課題であることを

考慮し、その省令化等について検討が続けられた。 

    この主任の省令化に当たっては、主任制が学校における管理運営体制の強化を図るもの

であり、学校運営の中に上命下服の命令体制を持ち込むものであるとして当初から反対の

立場を採る日教組等の一部の教職員団体は、ストライキを含む反対闘争を展開した。 

    この反対闘争に対する世論の同調の声は大きく、永井道雄文相はそれに応えるべく、学

校教育法施行規則の一部を改正する趣旨を「調和のとれた学校運営について」「主任の制度

化にあたって」をとおして再三にわたり明示した。（昭和 50年（1975年）12月６日） 

 

イ 「調和のとれた学校運営について」「主任の制度化にあたって」の主旨 

（ア）学校は行政官庁や企業体と違って、管理面だけでなく教育指導という面をもっており、

両者の調和が大事であって、後者を重視するため主任制を置く。 

（イ）主任を固定させず、できるだけ多くの教員が各種の主任を体験し、専門職としての能

力を十分に発揮できるようにする。 

（ウ）主任は中間管理職ではなく、上司として職務命令を発するものではない。 

（エ）主任の制度化は、五段階給与を実現しようとするものではない。 

（オ）女性が主任の職にできる限り多くつくのが望ましい。 

 

（３）主任制度化に対する反対闘争 

ア 教職員団体の動き 

 

主任制度化に反対する日教組の「非常事態宣言」（抜粋）  

                            第 48回臨時大会 1975年 11月 11日  

 

先の人確法制定時に「いわゆる五段階賃金はとらない。学校事務職員賃金の改善をはか

る。人確法に基づく給与改善にあたっては職員団体と協議する」という確約と国会決議が

行われているにもかかわらず、政府・自民党はこれを一方的にふみにじり、教頭の法制化
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を、その多数をたのんで強行成立させ、差別賃金を導入しました。そればかりではなくい

ままた、主任の制度化、手当支給をうちだし、この実現のために年内に省令化するという

暴挙にでてこようとしています。  

主任制度化・手当支給の企図は、校務分担のすべてを任命制とし、教育の原理に基づく

学校組織とは全く反して、文部省の号令による教育委員会の指導監督、校長－教頭－主任

その他の教員という上命下服の教育体制をつくりあげ、中教審路線の総仕上げをはかると

ころにあります。また。校長・教頭に管理職手当を支給し、やがて非組合員化をすすめる

ことによってその自主性を奪い、組織の弱体化をはかったように、主任制度化と手当支給

もその本質を同じくする日教組破壊の反動的攻撃といわなければなりません。 

    私たちはこのさし迫った重大な情勢のもとで、ここに臨時大会をひらき、全組合員の強

い怒りと民主教育への危機感、地域の父母・労働者の連帯を背景に、日本の教育と、その

民主的発展に責任を負う民主的な教職員集団・日教組にむけられた攻撃をはねかえすため、

統一と団結をいよいよ強固にし、強力なストライキを中軸にすえてたたかいぬくことを決

定しました。 …… 

    ……私たちは、かつて広範な国民的支持・連帯のもとでたたかい抜いた勤務評定反対の

歴史的闘争を想起しつつ、いまただちに全労働者と父母・国民各層との結合を一層強める

なかで、この無謀な挑戦をはねかえすためあらゆる行動を展開します。また、このたたか

いとともに、スト権奪還をめざし、処分政策の転換、実損回復の実現、既得権擁護と地方

財政確立など当面の重要なたたかいを、全労働者階級と固く連帯しつつ、統一ストライキ

の成功でかちとる決意であることを表明します。 

日教組第 48回臨時大会で非常事態宣言が表明された。四六答申以来、教職員団体は、都

道府県、各地区で、早朝２時間、早朝 29分、午後半日、午後１時間など何波ものストライ

キを決行し、抗議行動を展開していった。 

    このような中で、文部大臣は、主任制は調和のとれた学校運営を目指し、学校における

教育指導の充実を図るためのものであるとの見解（昭和 50（1975 年）年 12 月「調和のと

れた学校運営について」）を発表するとともに、更にその補足として、主任等の制度化の目

的は教育指導面の強化にあること、主任は管理職ではない等といった見解（昭和 50 年 12

月「主任の制度化にあたって」）を示した。 

 

イ 神奈川県の動き 

「昭和 51年（1976年）１月 20日、県教委に対し神教協（神教組・神高教）として実施

反対の申し入れを行った。２月 25日の県教委交渉では、 

（ア）法令が改正された以上、行政機関として無視することはできない。 

（イ）強行する考えはない。安定している神奈川のよき慣行を乱すことはできない。現場と

のコンセンサスを得るように努力し、慎重に対処したい。 

（ウ）対決と混乱を避け、よく話し合っていきたい。３月１日にはこだわらない。 

との考えを明らかにさせた。さらに３月３日の各教組を含めた交渉の中で、『組合の合意な

しに解決しえない』ということについても確認をした。」 

（『三教組 35年のあゆみ』より） 
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    しかしながら神奈川県議会は、昭和 51 年（1976 年）10 月５日の会議で「学校主任制の

早期実現に関する意見書」を議決し、県議会議長名で県教育委員会委員長に提出した。そ

の意見書の内容は、 

 

学校主任制は学校運営の調和と教育活動の充実を図るため、文部省令の改正に基づき、

本年３月１日から施行され、既に５都府県除く全国 42道県で実施をみている。 

     しかしながら、本県においては、実施へ向かっての努力がなされているとはいえ、未

だ解決をみるに至っていない。 

     よって県当局は、学校教育の充実のため、主任制の実施を早期に実現されるよう強く

要望する。 

     以上、地方自治法第 99条第２項の設定により、意見書を提出する。 

 

というものであった。それに対し、神奈川県教職員組合協議会は、議長 露木喜一郎名で

「学校主任制の早期実現に関する意見書」採択についての声明を出した。 

 

       「学校主任制の早期実現に関する意見書」採択についての声明 

       1976年 10月５日 

                         神奈川県教職員組合協議会 

議長 露木喜一郎 

 

本日、県議会本会議において「学校主任制の早期実現に関する意見書」が採択された。

「主任制度」の動機は、昭和 46年（1971年）の中央教育審議会の答申、「今後における

学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について」に求めることができるが、

昨年秋にわかに具体的になり、12月末文部省令が強行され、以後全国各地での展開をみ

るとき、露骨な政治勢力の介入が著しい特徴としてとらえることができる。「三部長制」

構想を発表した文部省の今村初中局長が、12月省令化断念を表明するや、自民党は強圧

により文部大臣をして今村氏を更迭させ、更に早期省令化にむけて圧力と牽制を加え続

けた。省令化強行後は、自民党は、文教部会所属議員等を各地に派遣するなど、文部省

と共に各県・各地教委に対して主任制度を実施させるべく、あからさまな圧力をかけ続

けた。本県もその例外ではない。 

     そもそも「教育は、不当な支配に服することなく、国民全体に対し直接責任を負って

行われるべきもの」であり、特定政治勢力の党利党略によって左右されることは絶対に

許されない。 

     この問題が生じて以来、われわれ神奈川県教職員組合協議会は、県下全域の教育現場

に責任をもつ当事者として、県教委との間に広く教育問題としてとらえ、教育の条理に

従って話し合っていくことを確認し、今日迄真摯に交渉を続けてきた。したがってこの

交渉に政治勢力の介入を一切排除することを両者で確認し合ってきたことは当然である。 

     然るに、今回の「意見書」は、教育への政治勢力の介入と断ぜざるを得ない。われわ

れと県教委との交渉を無視し、本県の教育界に新たな混乱をもちこもうとするものであ

る。われわれ全県の教職員は、今回の事態に対し、われわれはこのことによって生じる
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一切の混乱は、あげて「意見書」にくみしたものにその責任があることを明らかにする

と共に、強く抗議するものである。 

     あわせて、神奈川の教育に責任をもつわれわれは、いかなる不当な力にも屈すること

なく、教育と教育労働者の論理に従い、県民の期待にこたえる民主教育の確立をめざし、

堂々の歩みを続けることをここに明らかにする。 

 

  これに答えて神奈川県教育委員会は、「学校主任制に対する県教育委員会の基本的な考え」

を示し、神奈川県教育委員会は、昭和 52 年（1977 年）12 月、主任制を実施にうつすこと

を表明した。その基本的な考え（要点）は以下のとおりである。 

（ア）主任制は、教育指導の充実をはかろうとするものであること。 

  （イ）主任制は、管理体制を強化するものではないこと。 

  （ウ）主任制は、法令に定められており、実施する必要があること。 

    そして、「神奈川県教育委員会は、以上のべてきましたように、児童・生徒の教育を第一

義とし、教育関係者の意見にも十分耳を傾けつつ、教育的見地から主任の制度化を近く実

施する考えであります。教育関係者をはじめ、県民のみなさんのご理解とご協力をお願い

いたします。（昭和 53年２月 15日）」としめくくっている。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「今後における学校教育の総合的な拡充整備のための基本的施策について（答申）」 

中央教育審議会 1971 

 ・「調和のとれた学校運営について」「主任の制度化にあたって」永井道雄文部大臣見解 1975 

 ・「主任制度化に反対する日教組の『非常事態宣言』」日本教職員組合第 48回臨時大会 1975 

 ・「三教組 35年のあゆみ」三浦半島地区教職員組合 2003 

 ・「学校主任制の早期実現に関する意見書」神奈川県議会 1976 

 ・「『学校主任制の早期実現に関する意見書』採択についての声明」神奈川県教職員組合協議会 

1976 
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２節 横須賀市教育全般に係る出来事 

１ 「主任制度化」を受けて 

（１）三浦半島地区の状況 

三浦半島地区教職員組合（以下、三教組）は、昭和 50年（1975年）12月 10日、日教組ス

トに連動して、横須賀、三浦、逗葉の３地区で午後１時行動を実施している。集会後、執行

部と分会代表は各地区教育委員会（以下、地教委）に対して「主任制度化反対」の申し入れ

を行った。また、12月 16日の主任制度化阻止日教組全国統一行動について、三教組は各地区

で、学区内の各戸ビラ配布と集会を開催。文部大臣に対する抗議文を採択して送付。さらに

市民に訴えるためデモ行進を行っている。 

昭和 51年（1976年）２月末からは、各地教委に対し、主任制度化実施反対の申し入れ書を

提出し、交渉を強めた。その際、各地教委は、 

 

（ア）教育現場に混乱を起こしてまでやる必要はない。 

（イ）今後とも組合と十分に話し合っていきたい。 

（ウ）現状では、教頭・主任が授業を持たないのはおかしい。 

 

との見解を示した。 

その後、神奈川県教育委員会（以下、県教委）と神教協（神教組・神高教）との激しい交渉

がつづいていくが、県教委は、昭和 53年（1978年）４月 18日の臨時教育委員会で主任制導

入を含む管理規則と準則を公布することを決定した。 

その後の三教組傘下の各分会では、主任制廃止に向けて取り組みがつづいた。校務分掌の

分担は「みんなで行う」という運動である。それは、主任という実態を失くし、輪番で分担

業務を回していくという発想であった。「主任」という呼称は廃止し、「代表」という言葉に

置き換えた。つまり教務主任は教務代表、学年主任は学年代表という呼称にしたわけである。

「主任の実態のないところには設置をさせない」という運動論をとっていた。 

また主任が必要と考えられる場合でも、校長からの一方的な任命というかたちを避けて“互

選”とすることなど、分会全体で意思統一を図っていった。いわゆる“校務分掌の公選制”

である。 

「主任手当」に対しては、主任（代表）でない者を主任として教育委員会に報告する、い

わゆる「報告主任」の運動論をとっていった。しかし校長としては「実質主任」を主張し、分

会は「報告主任」を主張し、連日の校長交渉で、再三にわたり深夜までつづく日もあった。

各現場の校長は疲弊ぎみで、代表が当該分掌を日々まとめており、学校は動いているので報

告主任を認めざるを得ない、というのが多くの学校の実態であったのではないだろうか。 

「主任手当」は、当然、教育委員会に報告した当該教員の給与に付いてくるわけであるが、

教職員組合の意志統一で組合に“拠出”することになった。主任手当（教育業務連絡調整手

当）の額は、県は 5,000円を提示、神教組は 3,000円を要求する。3,000 円の内、拠出額は、

全県一斉に 2,000 円とされた。拠出金は労働金庫に集約して、「教育振興基金」として神教組

特別会計に位置づけられ、「教育振興基金管理運営委員会」が管理・運用を担った。したがっ

て、三教組が全てを独自に運用するという方式ではない。 
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（２）横須賀市学校管理運営規則（昭和 53 年改訂） 

 

○横須賀市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則 

 昭 和 35. ４. 30 

  教育委員会規則第３号 

    （分掌組織） 

第１２条 校長は、調和のとれた学校運営が行われるよう、校務を分掌する組織を定め

るものとする。 

２ 前項の組織には、次に掲げる事項を分掌する組織を置く（第２号に係る組織にあ

っては２以上の学級からなる学年に、第４号及び第５号に係る組織にあっては中

学校に限る。）ものとする。ただし、特別の事情があるときは、一部の組織を置か

ないことができる。 

（１） 教育計画その他の教務に関する事項 

    （２） 学年の教育活動に関する事項 

    （３） 児童生徒の保健管理に関する事項 

    （４） 生徒の生活指導その他の生徒指導に関する事項 

    （５） 生徒の職業選択の指導その他の進路指導に関する事項 

        （昭 53教規則５・全改） 

    （校務の分掌等） 

第１３条 校長は、次の各号に掲げる組織の区分に応じ、当該各号に掲げる主任を置く

ものとし、これらの主任は、教諭をもって充てるものとする。ただし、保

健主任にあっては、養護教諭をもって充てることができる。 

      （１） 前条第２項第１号に係る組織  教務主任 

      （２） 前条第２項第２号に係る組織  学年主任 

      （３） 前条第２項第３号に係る組織  保健主任 

      （４） 前条第２項第４号に係る組織  生徒指導主任 

      （５） 前条第２項第５号に係る組織  進路指導主任 

          （昭 53教規則５・全改） 

第１４条 校長は、前条に規定する主任及び教科又は学級を担任する職員その他の校務

を担任する職員を決定するものとする。 

      ２ 校長は、前項の規定により、主任等を決定したときは、速やかに教育委員会に

報告しなければならない。 

          （昭 53教規則５・全改） 

 

≪参考資料≫ 

 ・「横須賀市立小学校及び中学校の管理運営に関する規則」横須賀市教育委員会 1978.4改訂 
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２ 横須賀市立横須賀高等学校の開校 

横須賀市立横須賀高校は、横須賀市立第一高等学校と横須賀市立第

二高等学校が統合され、昭和 47年（1972年）１月開校した。 

当時、第一高校、第二高校共に「教育条件という点から高校の体を

なしてない」（「市横高の 10年」）との認識から両校共に校舎の新築の

必要性が求められていた。昭和 43年（1968年）２月当時の長野市長

が市議会において統合高校構想を発表し、それを受け、10月に市立高等学校統合準備委員会が

発足し、昭和 45年（1970年）に小矢部３丁目（現森崎５丁目）に校地を買収し、翌 46年（1971

年）10月新校舎が竣工した。 

昭和 47 年（1972 年）１月に第一高校の校長のまま市立横須賀高等学校長になった根岸光男

氏は、市立横須賀高等学校の碧会（同窓会）の 20周年記念誌に次のように述べている。 

 

共に長い歴史と伝統を持つ第一・第二両高校が消えることは淋しいことだったが、当時県

内有数の設備を誇る統合高校の建設は大きな夢と希望を抱かせるものであった。教委の指導

の下、教職員・生徒・父兄・同窓会が、多くの会合を重ね、行事を持って夫々の分野で、生み

の苦しみを味わった。新しい学校の将来を描きながら、毎日のように施設の進捗状況を見る

ために、足を運んだ。そして寒い２月、新一年生の入学試験が新校舎の中で行われ、合格発

表があった時は、心からホッとした。古きものとの別れと、新しきものへの希望との混在だ

った。 

 

また、創立 20周年記念誌に次の記述があり、開校当初の様子がわかる。 

 

統合前『母校がなくなってしまうなんてとても淋しく辛い』と涙ぐんでいた生徒たちも、

新校舎を見て『新しい希望がわいてきた』と喜んでいた。 

47年の２月７日は雪が降った。学校見学を兼ねて新校舎の大掃除が行われ、当日は第一高

校生が水拭きを、翌日は第二高校生がワックス塗りを行った。寒さに震えながらも統合の機

運は盛り上がっていった。」「新校舎には当時流行のＬＬ教室の設置が決まり、英語科職員は

実績のある平塚商業高校やソニー英語学校で研修をした。折しもニュースは浅間山荘事件を

報じていた。 

 

教育方針は、「調和と統一のとれた

人間形成をめざす知・情・意・体、

全人的な心身の発達をねがい、人間

関係を大切にし、生徒の能力・適性・

進路に応じた教育を行う。」であり、

教育の重点として、「１．本校に設備

された近代的教育機器を充分に活用し、意欲的な学習態度を養成し、教育の効果的成果を期す

る。２．学校生活における諸活動、特に学習活動、ホームルーム活動、クラブ活動を通じて教

師と生徒の心のふれあい、生徒同士のつながりを通して人間成長を期する。」であった。 
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 平成 14 年度（2002 年度）、創立 30 周年を迎え、「横須賀市立横須

賀高等学校」としての最後の年度になった。市横としての 30年の歴

史が左記の 30周年記念誌に表されている。開校以来の卒業生およそ

11,550人、平成 15 年（2003年）３月最後の卒業生を送り出し、新し

い総合高校に生まれ変わった。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「20周年記念誌」横須賀市立横須賀高等学校同窓会碧会 1991 

 ・「創立 20周年記念誌」横須賀市立横須賀高等学校 1992 

 ・「創立 30周年記念誌」横須賀市立横須賀高等学校 2002 

 

３ 特殊教育 

（１）特殊教育（特別支援教育）の流れ 

※用語は当時のものを利用 

 

（２）本市の特殊教育 

   昭和 43年（1968 年）に本市特殊教育推進のため「心身障害児教育対策委員会条例」が市議

会で可決され、心身障害児教育対策委員会が発足した。心身障害児の教育と進路指導につい

て、教育委員会の諮問に応じ対策委員会が根本的対策の樹立に当たり、心身障害児の判別に

ついては、三つ（当時）の専門委員会（精神薄弱児、肢体不自由児、言語障害児）が行うこと

になった。これらの委員は事務局の教育委員会はもとより障害児学級・学校の担任・学校長、

関連する教育研究会の代表、専門医師の代表、関係機関の代表などによって構成された。さ

らに５年後の昭和 48年（1973年）には、視覚障害児判別委員会が増設されている。この委員

会の結成によって、横須賀市の障害児教育は篤志家や教育委員会の担当者、障害児教育にか

かわる学校現場の担当者や管理職、保護者など、個別の努力から全市的な取組として強化さ

れたのである。 

昭和 44年（1969年）には、学齢に達しながら心身に障害があって就学猶予・免除している

者に対し、在宅のまま訪問指導を開始し、翌年には、市内施設（長沢学園、海風学園）に在園

する者にも訪問指導が開始された。 

 

   昭和 45 年度（1970 年度）の心身障害児教育対策委員会の報告に特殊教育への考え方につ

いて書かれた文章を紹介する。当時の特殊教育に対する思いが伝わってくる。 
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    特殊教育とは、領域でなく教育の機能なのである。 

特殊教育を前進させる最も基本になることがらは、誰もが、特殊教育をそして特殊学校・

学級を“特殊視”しない考えに立つことである。（略） 

    従来、特殊教育は特定な障害を持つ特に障害のはっきりした子どもたちだけを、しかも

特定の学校・学級に収容して行う教育だけに焦点が合わされてきただけに、普通教育とは

無縁のもの、異質のものと考えられてきた。 

    ・ことば・分別の零に近いものにことば・分別を授ける。 

    ・声のないものに、音声とことばを与える。 

    ・形・色の見えないものに、その内容を理解させる。 

    ・心のバランスを失ったものに、安定した心をよみがえらせる。 

    ・手足の自由に働かないものに、力と勇気と知恵を与える。 

これらはやはり、人に生きる価値を与えていこうと願う教育そのものである。この教育を、

“普通教育”とは異質の“特殊”と考えることの誤りを訂正していかなくてはならない。

教師の深い愛情、強い忍耐力、優れた創意を支えとし、特別な配慮が加えられた、人間を

育てることの基本にふれた教育なのである。 

  言いかえれば、特殊教育とは、普通教育の基本的目標をしっかりふまえたうえで、障害

を持つ子どもに対して、その障害に応じ特別な配慮をはらいながら行う教育なのである。 

 

   この年は、文部省が特殊学級の設置基準を大幅に改定したこともあり、横須賀市にあって

も各校１学級以上の設置実現を期待していて、特殊教育ベテランの教師だけに任せておけば

よいという時代ではなくなってきているということを伝えている。 

  

    学級の普通教育の中で、普通児とのふれあいを密にしながら、配慮はあるが、差別のな

い教育を弾力的に行う時を迎えようとしている。 

 

との言葉が、この時代以降の横須賀の特殊教育を貫く思いとなっている。昭和 47年（1972年）

には、この理念が“統合教育”という言葉で表現されていくようになっていく。 

 

（３）肢体不自由児の教育 ～「やまゆり学級」から市立養護学校へ～ 

   市の福祉部が、旧福祉会館内に肢体不自由幼児の訓練の場として「マザーズホーム」を運

用していたが、この幼児たちが学齢に達した時に就学の場がほしいという保護者の強い要望

がかなえられ、同じ福祉会館の建物を仕切り、昭和 41年（1966年）に開級したのが「やまゆ

り学級」である。正規の呼称は、「汐入小学校・坂本中学校特殊学級」といい、愛称が「やま

ゆり学級」であった。名前の由来は、「この学級に在籍する児童生徒が神奈川県の花『やまゆ

り』のように、かぐわしく・うつくしく・たくましく、育つことを願い」、当時の三好教育長

が名付けたことに始まる。 

   「やまゆり学級は、県下で初めての肢体不自由児特殊学級で、開級時には東京の学級に視

察に行ったりしたが、十分な準備は出来ず、保護者の願いを叶えることを優先し、指導者の

熱意に頼って発足した」と「横須賀市における肢体不自由児教育十五年のあゆみ」（昭和 55年

横須賀市立養護学校）に記載されている。 
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   「肢体不自由のため、普通学級では十分な教育を受けがたい学齢児童・生徒に対し、心身

の障害を克服して、明るい社会と豊かな情操を身につけ、社会の一員として自主自立できる

人間の育成を図る」ことを目的としたもので、脳性麻痺、進行性筋萎縮症、骨格形成不全な

どの子どもたちが就学した。 

   昭和 46年（1971年）４月、市立養護学校分校となり坂本の地に移転する。上記「十五年の

あゆみ」に「子どもたちがとにかく太陽の光の下で生活できることの悦び、養護学校になっ

たことで人手も今までより多くなり、指導もより行き届くであろうことへの期待、先生方も

待望の芝生を育てることに始まった学校の環境づくりに精を出し、意欲をもって分校におけ

る教育にぶつかっていった」と当時の喜びが記載されている。 

  市立養護学校では昭和 45 年（1970 年）２月からスクールバスの運行を開始し、昭和 48 年

（1973年）にはスクールバス２台の運行となった。 

  昭和 53年（1978年）市立養護学校本校（鴨居所在）が廃校となり、分校（坂本所在）が横須

賀市立養護学校（肢体不自由小・中学部併設）として教育活動を引き継いでいった。 

 

（４）ろう学校 

   昭和 48 年（1973 年）、重複障害児学級が小学部に１クラス認可された。これは昭和 46 年

（1971年）ろう学校学習指導要領が告示され、養護・訓練が設定されたことや、幼稚部３年

保育が完成し、長期の観察、診断が可能になり、別の教育課程によることがより適当と考え

られる児童が漸増する傾向にあることなどに対応するものである。学級として固定化するこ

とは極力避け、親学級とのかかわりの中で個別指導を重視する方向でスタートした。 

   昭和 50年（1975年）、森崎に新しい校舎が完成し、３月に生徒・保護者・教職員・卒業生・

市教育委員会・100 余名、市提供のトラック等を総動員しての引っ越しが行われ、４月１日よ

り新しい環境での教育活動が始まった。翌 51年（1976年）には、全教師の考えを反映し、学

校の全教育活動の中に構造化され、継続実践されることを願って、学校教育目標及び学年部

目標が新しく設定された。 

 

（５）特殊学級の設置 

  難聴・言語障害児対象の特殊学級「ことばの教室」は昭和 47 年（1972 年）に諏訪小学校

に、昭和 53年（1978年）に常葉中学校に設置された。この頃には、言語障害を伴う重複障害

児への課題があり、言語以外にも障害がある者について、その障害の種別・程度によっては

「ことばの教室」の受け入れ限度と指導効果の両面から困難が多いと指摘されている。 

   昭和 48年（1973 年）には、豊島小学校分教室として初めて情緒障害特殊学級が開設、昭和

50年（1975年）汐入小学校に視覚障害児対象特殊学級「ひまわり教室」を開設した。この年

には、各障害別に医学との連携を図るため、スーパーバイザーを委嘱している。さらに、各

専門委員会の判別基準を再検討し、本市における「心身障害児に対する適正就学指導の基準」

を集大成している。この本市の就学指導は文部省や県教育委員会に紹介され、説明、資料提

供を行った。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「心身障害児教育対策委員会報告」横須賀市教育委員会 1971 
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 ・「横須賀市における肢体不自由児教育十五年のあゆみ」横須賀市立養護学校 1980 

 ・「道・横須賀市立ろう学校五十周年記念誌」横須賀市立ろう学校 1979 

 

４ 学校給食 

（１）第Ⅰ期の主な動き 

・昭和 45 年（1970 年）２月 保健体育審議会が「学校給食の改善充実方策について」を 

答申 学校給食米利用実験開始 

・昭和 47 年（1972 年）４月８日 沖縄県学校給食会の設立 アメリカから無償供与され

ていた小麦粉・脱脂粉乳・油脂などについて日本政府による特別措置 

   ・昭和 47年（1972 年）５月 15日 沖縄が「本土復帰」 

・昭和 48年（1973年）４月 横須賀市の学校給食で、紙パック牛乳開始 

 

（２）財団法人学校給食会時代 

昭和 44 年（1969 年）10 月、財団法人横須賀市学校給食会を設立。学校給食センター構想

が困難になったため、財団法人横須賀市学校給食会の設立を早め、調理は各学校に委せたが、

センター方式の長所を学校給食業務軽減につき委員会を設けて検討した。また、学校給食費

の全額給食会への納入、消耗品購入のための還付金の使途に対する消耗品リスト表作成委員

会による活動などめまぐるしいものがあった。 

同年（1969 年）10 月、財団法人横須賀市学校給食会寄付行為が定められ、翌年 12 月、財

団法人横須賀市学校給食会委員会設置規程が決議され、基準献立作成委員会、物資購入選定

委員会を設置することになった。 

基準献立作成委員会は、基準献立の作成に関すること、献立並びに栄養等の調査研究に関

することを担当することになっている。一方、物資購入選定委員会は、学校給食用物資の選

定及び物資購入対象業者の資格審査に関すること、学校給食用物資の価格及び品質等の調査、

研究に関することに当たることとなっている。 

 

（３）学校給食は特別活動の「学級指導」に 

昭和 33年（1958年）の小学校学習指導要領に基づいた給食指導は、給食時間にもさまざま

な指導があり、楽しい食事という本来の姿が損なわれ、多くの批判や反省が出ていた。 

昭和 43年（1968 年）７月の小学校学習指導要領の改訂で、学校給食の指導は、「特別活動」

の「学級指導」の内容として位置付けられ、その目標は、「学校における好ましい人間関係を

育てると共に、児童の心身の健康、安全の保持増進や健全な生活態度の育成をはかる」とさ

れている。また、学級指導における給食のねらいは、「学校給食においては食事の正しいあり

方を体得させると共に、食事を通して好ましい人間関係を育成し児童の心身の健全な発達に

資する」こととしている。そして、具体的目標を「①食事の正しいあり方を体得させる」、「②

食事を通して好ましい人間関係を育成する」ことをあげている。 

本市では、昭和 46年（1971年）に神奈川県教育委員会が作成した給食指導の手引きを参考

に、市教育委員会の指導のもと、昭和 47年（1972年）３月に給食研究会が手引きを作成し、

昭和 47年度（1972年度）より各学校で指導をすすめた。 
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この手引きには、給食指導のねらい、給食指導内容と指導計画、学年別月別の指導計画が

示されている。 

ねらいについては、小学校学習指導要領の学級指導と学校給食の目標を踏まえ、各学校や

地域の実態に即し、児童の発達段階に応じた具体的なねらいを設けて指導することが大切で

あると述べている。 

指導内容については、文部省や神奈川県教育委員会が考えた基本的なものとして次の８点

をあげている。 

 

   １ 食事の場所としてふさわしい環境づくり 

   ２ 身のまわりの清潔 

   ３ 安全で清潔な準備のしかた 

   ４ よい食べ方 

   ５ 食後の休憩 

   ６ 食事のあとしまつ 

   ７ 健康によい食事のとり方 

   ８ 楽しく食事ができる喜びと感謝の気持 

 

また、月別に次のような目標をあげ、これを低・中・高に発展させるように努めた。 

 

   月別目標 

    ４月 たのしい給食のくふうをしよう 

    ５月 じょうずな食べ方を身につけよう 

    ６月 衛生的な給食をしよう 

    ７月 あと始末を正しくしよう 

    ９月 食物の栄養についてしらべよう 

    10月 すききらいをしないで楽しくたべよう 

    11月 自分の仕事は責任をもってすすんでしよう 

    12月 なごやかな給食にしよう 

    １月 給食と家の食事をくらべてみよう 

    ２月 おせわになっている人に感謝しよう 

    ３月 給食の反省をしよう 

 

   以上の観点にたって、本市における標準的指導内容を学年別月別にしたものが、次の指導

計画である。 
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月別指導内容一覧表 

昭和 47 年（1972年）３月   

  月別目標 １   年 ２   年 ３   年 ４   年 ５   年 ６   年 

一

学

期 

４

月 

食事の準備・

あとかたづけ

をしよう。 

・給食当番や係の

仕事をおぼえる。 

・配ぜんされた食

器の正しい位置

をおぼえる。 

・配ぜんがすむま 

で静かに待つ。 

・食事のあとかた

づけのし方をお

ぼえる。 

・自分の持ち物を

整理することが

できる。 

・給食が楽しく時

間 内 に で き る 

よ う に 係 り を 

きめる。 

・配ぜんが順序よ

くじょうずにで

きる。 

・係りに協力して

早くできるよう

にする。 

  

・運搬・配ぜんが 

静 か に 安 全 に 

できる。 

・進んで当番や係

の仕事ができる。 

・配ぜんがすむま

での待ち方を考

える。 

・運搬・配ぜんが 

静 か に 安 全 に 

できる。 

・食事を清潔に扱

うわけを知る。 

・当番や係りの仕

事を話し合いで

きめる。 

・食事のあとかた

づけが協力して

手ぎわよくでき

る。 

・自主的に当番や

係りの分担をき

める。 

・自分の仕事の分

担を責任をもっ

て果たす。 

・運搬・配ぜんが手

ぎわよくできる。 

・食事のあとかた

づけが能率的に

できる。 

・自主的に当番や

係りの役割りを

きめる。 

・能率的に運搬・配

ぜんをする態度を

身につける。 

（横須賀学校給食編さん委員会「横須賀学校給食史」 

 財団法人 横須賀市学校給食会 1973 ｐ.41～43） 

 

（４）給食センターの動き 

昭和 36年（1961 年）８月、学校制度調査会が「学校給食制度の改善について」という答申

を出し、「給食の完全実施を進めるためにはセンター方式が最も合理的」と指摘した。これに

対し、文部省は、昭和 39 年（1964 年）から給食センターへの国庫補助を求め、昭和 41 年

（1966年）には通達「学校給食用の物資の共同購入促進について」を出し、学校給食による

食材一括購入が進められるようになった。 

   本市においても、給食センターの動きについて次のように述べられている。 

     

 なお最近数年間は全国的に共同調理場による共同経営としての学校給食センターの問

題が大きくとりあげられ、本市としても各地の状況視察を重ねて逐次その構想をまとめ

て前進する努力を続けている状況にある。 

（学校給食 20周年記念誌「横須賀の給食」 横須賀市教育委員会  

横須賀市学校給食会 1967 ｐ.６） 

 

昭和 43年（1968年）４月、市内の開発の進展による児童数の増加、生活水準の向上に伴う

学校給食の多様化に対応していくため、学校給食共同調理場の建設が課題となり、市役所内

に学校給食共同調理場建設調査室を設置した。そして、15,000食２コース制コンテナ方式（配

送市直営）の給食センターを構想し、２か年にわたって調査・検討を加え、完成後には給食

施設の老朽化が著しい小学校を対象に年次計画によって給食センター方式により完全給食を

実施することとした。 
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このような構想に対し、給食センター建設反対の声があがった。川島イワさんは、当時の

ようすを次のように述べている。 

 

     給食センター反対の声を上げた時は大変でした。市役所の中をマイクを持って震えな

がら説明して歩いたものでした。 

（結成 35周年記念誌編集委員会「結成 35周年記念誌『いただきまーす』」 

横須賀市職員労働組合 1992 ｐ.37） 

 

しかし、給食を配送するには本市の地形が深刻化する交通事情の国道を幹線として利用し

なければならないこと、集団食中毒が発生した場合の抜本的対策が見出せないことを理由に

中止となった。その解決策として、現在の単独校の給食施設設備の充実をはかることになり、

準備室は、昭和 45年（1970年）４月に閉鎖した。 

 

（５）米飯給食への動き 

昭和 38年（1963年）１月、文部省は、パンの入手が困難な農村に限って学校給食に米の使

用を認めた。 

また、昭和 42年（1967年）、国内産米の作況指数が 112になり豊作時代を迎え、当時の様

子を文部省学校給食課長だった柳川覺治は、次のように振り返っている。 

「生産調整の問題から毎年数百万トン単位の余剰米が出たため、学校給食でもコメを使

えという声が広がった。そこで、食糧庁からのコメ無償交付を条件に、農村以外でも昭

和 45年から実験校を選び、試験的に米飯給食を始めた」（『戦後史開封３』） 

（藤原辰史 「給食の歴史」 岩波書店 2018 ｐ.205） 

また、昭和 49年（1974年）から学校給食課長だった加戸守行も、当時の米飯給食支持の世

論を証言している。 

「コメ離れの問題もあり、既に世論も「米飯給食は当然という風潮。政府としても米飯

給食の全面実施を先延ばしにできなくなり、後は週何回実施するかの調整だけだった」 

（藤原辰史 「給食の歴史」 岩波書店 2018 ｐ.205～206） 

一方、長年、給食を支えてきたパン業界は、苦肉の策として、パン屋がコメを炊いて納め

ることが考えられた。 

 

（６）この時代の歩みの一端を辿る（第Ⅰ期） 

ア 学校給食試食会 

森崎小学校で昭和 47年（1972年）６月４日に両親学級が行われた際、PTA行事として初

めて「給食試食会」が実施された。「給食試食会」に参加した３年生の父親の感想である。 

 

終戦を、小学４年生で迎え、翌年より、学校給食が始まりましたが、その思い出があ

まりにも悪く、給食を食べさせるのが可哀想だから、私立の小学校に入れようか、など

と考えていた私共にとって、子供達が“今日の給食はおいしかったナ”などと話し合っ
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ているのを聞くと、もちろん時代も違いますが、今の給食はどんなものかと、一度機会

があったら、試食してみたいものと思っておりました。 

計らずも、今回の両親学級に続いて、“給食の試食”があるとのお知らせを頂き、さっ

そく申し込み、楽しみにしておりました。 

献立は、パン、牛乳、やきそば、デザートに夏みかんというものでした。パンとやきそ

ば、やきそばと牛乳、牛乳と夏みかんと、その組合せは、まことに不思議なものでした

が、給食と言えば、臭いアルミの食器に、野菜、魚、ミルクのごった煮が一杯という概

念しかない私共にとって、非常にスマートなものに感じられ、又味は、時に、やきそば

は、いただくときにはもうだいぶ冷えてしまっていましたが、とてもおいしいものでし

た。子供達のネコ舌は、なかなか直りませんが、冷えたものを食べるのは、そのものの

味わいがよく判って、かえってよいものかもしれません。 

（森崎小学校 PTA広報委員会 「PTA広報もりさき」（第８号） 

横須賀市立森崎小学校 1972） 

 

  イ ランチルーム 

本市の学校給食に関わってきた人はもちろん、保護者や教職員にとって、ランチルーム

の設置は大きな願いであった。 

    昭和 42年(1967年)２月 10日に発行された「学校給食 20周年記念誌」では、当面して

いる今後の問題の１つとして、次のように述べている。 

（学校給食 20周年記念誌 「横須賀の給食」 横須賀市教育委員会・ 

横須賀市学校給食会 1967 ｐ.24） 

    ＊ランチルームについて 

      給食が教室でおこなわれるということは世界の国々でも余り例がない。現在は空き教

室等を利用してランチルームにあてている学校はあるが、何とか解決したい問題の１つ

である。 

    また、昭和 48年(1973年)に発行の「横須賀学校給食史」においても、施設設備の今後の

課題としてランチルームの設置を揚げている。 

    ＊ランチルームの設置 

     学校給食をともなう学校建築には、学年単位、あるいは全校が会食するランチルーム

の必要性は論をまたない。静岡の袖師小が昭和 30年すでに写真のようなランチルームを

つくり、数年前には横浜国立大学附属横浜小学校が、特別くふうをこらしたランチルー

ムを作っている。 

     食事を教育の場、社交の場と考えるとき、学校経営に位置づけられた学校給食が、広

域の単位へと考えることは矛盾している問題ではない。 

（横須賀学校給食史編さん委員会 「横須賀学校給食史」  

財団法人 横須賀市学校給食会 1973 ｐ.121） 

 

 



第Ⅰ期 ２章 行政としての視点から 

２節 横須賀市教育全般に係る出来事 

  39  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    その後、横須賀市でランチルームが拡大していくのは、平成に入ってからのことである。 

 

ウ 子どもたちが好きだったメニューの一つ「ソフトめん」 

子どもたちに親しまれた代表的なメニューの一つ。  

「ソフトスパゲッティ式めん」（ソフトスパゲッティしきめん）は、我が国で学校給食向

けに開発された麺である。通称は「スパうどん」、「ソフトめん」と呼ばれている。 

1960年代の学校給食の主食はパンであったが、子どもたちに不評で、これがもとで給食

離れが進行していた。しかし、アメリカ産小麦の輸入と消費を維持しなければならず、パ

ンの材料を利用して主食の開発を行い、生まれたのが「ソフトスパゲッティ式めん」であ

る。 

うどんの原料は、中力粉や薄力粉であるが、ソフトめんには強力粉が用いられている。

そしてソフトめん自体が学校給食向けに開発されたもので、学校給食用強力粉が用いられ、

ビタミン B1やビタミン B2を栄養素として添加、強化されているのである。 

昭和 40年（1965 年）１月、東京都が最初にした。東日本が主で、西日本では唯一県単位

で使用したのが滋賀県だけであった。西日本が少なかったのは、うどんやラーメンという

麺文化が根強かったのが一因であるという考えもある。 

ビニール袋に個別包装されたものを各自が袋から出して、ソースに絡めて食べるのであ

る。ミートソースや中華あんなどの粘りのあるソースと合わせることが多いが、カレーシ

チューやけんちん汁などの汁物でも食べることがあるそうである。 

本市では、平成４年（1992年）３月に、次のような献立を実施している。 

     ・ソフトスパゲッティ、カレーソース、牛乳、和風サラダ 

 

≪参考資料≫ 

 ・「学校給食 20年記念誌『横須賀の給食」」横須賀市教育委員会 横須賀市学校給食会 1967 

 ・「結成 35周年記念誌『いただきまーす』」横須賀市職員労働組合 1992 

 ・「給食の歴史」藤原辰史 岩波書店 2018 

 ・「PTA広報もりさき 第８号」横須賀市立森崎小学校 PTA広報委員会 1972 

 ・「横須賀 学校給食史」財団法人横須賀市学校給食会 1973 
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５ 横須賀市の体育・スポーツ振興 

（１）国の体育・スポーツの振興 

   昭和 39年（1964年）東京オリンピックが開催され、スポーツへの関心は一層高まった。            

   昭和 40年（1965年）には学校体育施設の開放事業が始まり、今日まで国民のスポーツに親

しむ機会を増加させ、健康で豊かな生活を送るために寄与している。 

   昭和 41年（1966年）、全国中学校体育大会（全中）の第１回大会が開催され、以降中学生

のスポーツレベルの向上に貢献し今日に至っている。 

   昭和 44 年（1969 年）には文部省が児童生徒の体力の増進のため学校生活全般で体力づく

りを行うよう奨励した。 

   昭和 47年（1972年）、冬季オリンピック札幌大会が開催され、スキー、スケート等への関

心が高まった。 

 

（２）横須賀の体育・スポーツの振興 

昭和 36年（1961 年）のスポーツ振興法の制定及び昭和 37年（1962 年）に示された横須賀

市総合開発計画は、本市のスポーツ振興にとって大きな力となった。 

  横須賀市でも昭和 38年（1963年）には保健体育科指導主事制度ができ、学校体育研究が一

層充実していった。また、昭和 39年（1964年）４月、スポーツ振興法第 18条第２項の規定

により、横須賀市スポーツ振興審議会を設置し、10名の委員を委嘱した。 

昭和 40年（1965 年）の機構改革により、保健体育課となり保健体育係（学校体育・社会体

育担当）保健給食係によって行政が進められた。体育・スポーツの振興について提言がなさ

れ、さらに振興が図られた。 

年々社会体育施設が充実されてきたが、地域の体育・スポーツの振興を図るため、昭和 43

年（1968年）より学校体育施設開放奨励事業を実施した。豊島小・諏訪小の２校をモデル校

に指定し、地域住民の体育活動の場を提供した。この事業は、社会体育施設の不足を補うだ

けでなく、地域のスポーツクラブの育成もねらいとして行われている。  

昭和 44年（1969 年）、学校体育施設開放事業を開始し、夏島小・豊島小・諏訪小・明浜小

が対象となった。昭和 51年（1976年）文部省が学校体育施設の開放について、大学、高専に

も協力を要請した。 

   昭和 35年（1960年）から昭和 51年（1976年）のあいだに、スポーツ少年団、身体障害者

スポーツ協会、市民スポーツ教室が発足し、学校体育施設の開放によって、市民のスポーツ

に親しむ機会が増し、健康で豊かな生活づくりに貢献し現在に至っている。 

  スポーツ大会では、小学校児童ボール運動大会、小学校水泳大会、小学校児童陸上記録大

会、小学校相撲大会、市民マラソン大会が発足し、児童から一般まで幅広く親しまれた。 

   ハード面では、昭和 37年（1962年）から昭和 51年（1976年）のあいだに、追浜運動公園、

不入斗野球場・バレーコート、大津テニスコート・サッカー・ラグビー場・相撲場が設けら

れ、９市営プールが順次設置された。学校体育施設では、体育館が、小学校 22館、中学校 21

館、高等学校１館が設置され、学校プールは小学校５校、中学校５校にそれぞれ設置され、

散水機は小学校中学校にそれぞれ５機合計 10機設置された。 

  このように、オリンピック開催を契機に、本市においても、ハード・ソフト両面の体育・

スポーツ振興の環境整備が強力に進められた。 
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（３）学校体育施設設置の進捗 

昭和 36年（1961 年）のスポーツ振興法の制定及び昭和 37年（1962 年）の横須賀市総合開

発計画の制定を契機に本市の体育・スポーツ施設は充実していった。 

昭和 37年（1962年）～昭和 51年（1976年）までの 15年間に、体育館 42館、学校プール

10プール、散水機 10機が設置されている。昭和 52年（1977年）以降もこの動きは継続しさ

らに充実していく。社会体育・スポーツでも同様であった。なお、アスレチックは昭和 59年

（1984年）から、格技室は平成元年（1989年）から設置されていく。 

 

 ＜昭和 37年～昭和 51年の横須賀市学校の体育館・プール等の設置状況＞ 

昭和 37年 38年 39年 40 年 41年 42年 43年 44年 

体育館 

根岸小 

常葉台中 

池上中 

追浜中 

馬堀中 

田浦中 青葉小 

武山小久

里浜中 

北下浦中 

夏島小 

桜台中 

大楠中 

山崎小 

不入斗中 

鴨居中 

武山中 

明浜小 

公郷小 

城北小 

長井中 

沢山小 

鴨居小 

諏訪小 

池上小 

 

プール         

散水機         

 

 出典：横須賀市教育委員会生涯学習部スポーツ課『横須賀市体育・スポーツのあゆみ年表』より 

≪参考資料≫ 

 ・「横須賀市体育・スポーツのあゆみ年表」横須賀市教育委員会 2011 

昭和 45年 46年 47年 48年 49年 50年 51年 

体育館 

 市横須賀高 豊島小 

富士見小 

坂本中 

森崎小 浦郷小 

逸見小 

汐入小 

浦賀中 

市商業高 

坂本小 

久里浜中 

光洋小 

 

プール 

  不入斗中  武山小 

豊島小 

田浦中 

森崎小 

浦郷小 

光洋小 

公郷小 

衣笠小 

坂本中 

馬堀中 

散水機 

田浦中 

長井中 

田戸小 

鴨居中 

北下浦中  光洋小 

森崎小 

平作小 

 坂本小 

陽光小 

走水小 

明浜小 

浦郷小 

沢山小 

大津小 
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６ 教員研修の取組 

（１）教育研究所の研修 

ア 研修事業 

研修事業は、昭和 40年度（1965年度）の「読書会」に次いで、昭和 43年度（1968年度）

に「ゼミナール」、昭和 49年度（1974年度）には「学習会」が設けられた。各研修会の趣

旨及び運営方法、テーマ等は次のとおりである。参考までに、それぞれの開始年度の内容

も併せて記載する。 

 

（ア）ゼミナール 

趣旨：教師の自主、自発性を尊重した研修 

       日常の教育実践活動を支える最新の理論を体得する研修 

日常の教育実践活動の中に潜む問題の解決にそのまま役立つことをねらい   

とする。 

    方法：年間を通して継続的に行う  

       ３～５コース。１コース３回。午後６時から８時まで。 

    教材例：昭和 43年（1968年）のゼミナール 

      ・「テスト作成の技術」江上 芳郎 能力開発所 

      ・「学習指導の科学化」東 洋 東京大学 

      ・「子どもとのふれあい」古谷 健次 山梨大学 

 

（イ）学習会 

趣旨：教育それを支える一般教養に関する問題について、問題意識や興味を同じくする

教師が集まって一定期間継続的に行う研修 

参加者相互が研究、討議、実験、実習を通して認識・思考・技能を高め合う。 

方法：教師の自主参加、自主運営  

       毎月１回、午後６時から８時まで。 

    内容例：昭和 49年（1974年）の学習会 

      ・「教育とは何か」    

      ・「教師自作テストの研究」 

      ・「子どもの接し方」 

      ・「理科教材」 

      ・「三浦半島の植物」 

 

イ 夏季大学  

夏季研修の一部には、「一般講座」もしくは「一般教養講座」と称し、広く教育を捉えた

テーマによる研修講座が開設されていた。 

    昭和 43 年（1968 年）からは、「一般講座」の方法を改め、「夏季大学」と名称を変更し

た。当時の夏季研修の概要には、「一つのテーマを設けてそれを各方面から分析してそれぞ

れ専門の講師の方から解明してもらう方針をとった。」とある。年度ごとのテーマを記載す

る。 
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・昭和 43年（1968年）「子ども」 

     「子どもと人間関係」          宮下 正美 教育評論家 

     「子どもと性」             間宮 武 横浜国立大学 

     「子どもと文化」            菅 忠道 児童文学者 

     「子どもと非行」            島田 一男 聖心女子大学 

     「子どもと情緒」            鈴木 清 東京教育大学 

     「子どもと進路選択」          樋口 伸吾 能力開発研究所 

   ・昭和 44年（1969 年）「女教師」 

     「女教師と生涯教育」          森 隆夫 お茶の水女子大学 

     「女教師の生き方」           一番ケ瀬 康子 日本女子大学 

     「女教師と労働・福祉」         清水 新 横浜国立大学 

     「女教師とこれからの教育」       持田 栄一 東京大学 

   ・昭和 45年（1970 年）「教育工学」 

     「教育工学と学習指導」         沼野 一男 東邦大学 

     「プログラミングの方法」        中村 次郎 埼玉大学 

     「教育のシステム化」          小池 栄一 鶴川女子短期大学 

   ・昭和 46年（1971 年）「学校」 

     「学校とは」              吉田 昇 お茶の水女子大学 

     「学校とは」              村松 喬 毎日新聞論説委員 

     「学校とは」              松村 謙 東京都立教育研究所 

     「学校とは」              溝口 裕 元日本 PTA全国協議会会長 

   ・昭和 47年（1972 年）「教育」 

     「中教審答申をめぐる争点（１）・（２）」  持田 栄一 東京大学 

     「問われる教師の専門性」        市川 昭午  県立教育研究所 

     「父母の教育批判と教師論」       持田 栄一  東京大学 

   ・昭和 48年（1973 年）「教師」   

          「教師の今日的課題」          清水 嘉治 関東学院大学 

     「教師の今日的課題」          生越 忠  和光大学             

   ・昭和 49年（1974 年）「自然保護」   

     「地質学の立場からみた自然保護の可能性」（５回）生越 忠 和光大学 

   ・昭和 50年（1975 年）「これからの教育」 

     「これからの時代における教育とは」   大野 連太郎 国立教育研究所   

     「これからの教育」           野村 正七 横浜国立大学 

     「これからの教育」           伊藤 昇  津田塾大学 

 

（２）新規採用教員研修 

ア 初任者採用状況 

昭和 40年（1965年）から昭和 51年（1976年）までの横須賀市の小・中学校の初任者の

採用状況は、教諭・助教諭・講師合わせて、次項のグラフのとおりである。 
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    横須賀市教育研究所「月報」36号によると、巻頭言の中で、 

 

「教師年齢の老齢化が問題になっていますが、（中略 横須賀市の大卒の新規採用数の増加

傾向を見ると）教育界に若さと新風がもちこまれ、頼もしくもうれしい限りです。」 

 

との記述がある。 

   横須賀市の場合、右のグラフのとお

り昭和 40年（1965 年）以降、年々増加

し、昭和 42年度（1967年度）は 50人

に達した。 

   この時期から、毎年小・中合わせて

100人規模の採用が続いたため、市内の

学校は 20代の教員の割合が高くなって

いった。 

   それに伴って研修の必要性や質    

の向上が求められた。 

 

 

 

イ 新規採用教員研修 

    I期の頃の新採用研修は、「新規採用教員研修」として、年間４日間、おおむね次のよう

な内容で実施された。フィールドワーク（横須賀の地域見学）を初めて取り入れた昭和 42

年度（1967年度）の内容を記す。 

 

    第１回 ４月３日 9:00～16:30 文化会館 

      ・教職員の服務について（教職員課） 

      ・職場と人間関係・授業と子ども・学校事務について（学校教育課） 

    第２回 ５月 24日 11:00～16:30 池上小学校 

      ・授業参観（国語・社会・算数・理科・音楽・図工・体育） 

      ・学校教育関係事項 

      ・教育研究所の運営状況について 

      ・授業についての協議 

    第３回 ９月６日 14:00～17:00 教育研究所 

      ・各校の実践報告並びに協議 

    第４回 ３月１日 9:00～16:00  

      ・横須賀市内巡検 

（「横須賀の地域開発の実態」について、 

       講師 伊倉退蔵氏 横浜国立大学教授） 

 市役所中心、長浦港、追浜工業団地、 

 野島展望台、葉山カントリークラブ、 
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【初任者宿泊研修会資料】 

 長者ケ崎、大楠長井、北下浦地区、 

 森崎団地等（参加者 50名） 

                   

昭和 45年（1970年）から文部省の補助金により研修が強化され、新規採用教員の研修は、

年間 16日間実施することとなった。この年から２泊３日の宿泊研修が取り入れられた。 

   研修内容としては、服務について２日間、フィールドワークが１日、授業研究が１日、夏

季研修への参加が６日間、レポートによる協議を宿泊研修で３日間、理科センター研修（視

聴覚教育、理科基礎実験）を２日間、反省会１日の合計 16日である。 

   翌年の昭和 46年（1971年）は、上記の内容に、特殊教育施設（養護学校、ろう学校）の見

学が加えられた。  

    

ウ 新採用宿泊研修 

昭和 46年度（1971年度）の夏季研修要項には、新採用教員研修会として宿泊研修の記述

が初めて登場する。小・中指定の研修であり、８月 19 から 21 日まで３日で、神奈川県立

臨海青年の家（佐島：現在の天神島ビジターセンター）で実施された。 

    昭和 47年（1972年）は、１泊２日の日程で、同じく県立臨海青年の家で実施している。 

    昭和 48年、49 年（1973年、1974年）は、場所を県立少年自然の家三浦臨海学園に移し、

１泊２日で実施したが、翌年から宿泊研修はなくなっている。 

新採用宿泊研修が２泊３日で実施されていた昭和 46 年

（1971年）の研修は、天神島のフィールドワークを含め、初任

者同士がゆったりと協議や親睦を深められるような計画にな

っていた。 

   この年の協議のテーマは、次のとおりである。 

   ・児童・生徒指導 

   ・教育課程及び学習指導 

   ・教育相談 

   ・教育評価 

 

（３）県センターの研修 

昭和 39年度（1964 年度）に県立教育センターが開設されたことによって、研修の幅が広が

った。市主催の研修に加え、県が主催する研修や、県の各地区、全県一区のものにも参加で

きるようになったためである。 

   昭和 42年度（1967 年度）の横須賀市教育研究所『所報』には、次のような記述がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 県教育委員会指導課、県教育センターによる研修（教科研修、小学校国語・算数、中学校社

会・音楽・美術、 高等学校国語・理科・芸術・体育）（教科特別研修 技術家庭研修会 男子

向…木工、金工、製図、女子向…設計、製図、家庭工作、調理）（教科外特別研修 中高生徒指

導講座、進路指導研修会、経営研修…校長研修、教頭研修）（特殊教育研修…新採用教員研修、

内地留学…東京学芸大学） 

 以上であるが、研修の多様化に伴い、実施時期、内容、運営の在り方等については、県教育

委員会指導課の研修との関係を調整しつつ計画推進された。 
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昭和 43年度（1968 年度）に神奈川県教育委員会主催の各地区で開催された研修は、次のと

おりである。 

・教科担任制研修会（年間３回）「個を伸ばす学習指導」、「学年共同経営による指導の効率

化」等 

   ・小学校教育課程講習会 改訂学習指導要領（1968年７月告示）の趣旨の説明 

   ・県教科研修 小学校３教科…音楽・図工・家庭科 各２日 

          中学校２教科…理科・技術家庭（男）（女）各２日 

 

また、全県一区の研修には、次のようなものがあった。 

   ・校長等研修会             ・数学指導法講座・理科指導法（現代化） 

   ・生徒指導講座             ・教育経営研修（校長、教頭、指導主事） 

   ・算数・数学・理科・英語の短期研修   ・教育センター公開講座（特別講座） 

 

（４）夏季休業中の自宅研修 

  夏季休業中の自宅研修については、次のような記述がある。 

 

≪参考資料≫ 

・「研修の手びき－小・中学校初任教師のために－」神奈川県教育委員会 1970～1972 

・「神奈川県立総合教育センター創立 50周年記念誌 神奈川県立総合教育センター50年のあゆみ」

神奈川県立総合教育センター 2014.10 

・「教育研究所創立 30 周年記念誌」横須賀市教育研究所 1980.11.29 

・「教育研究所創立 50 周年記念誌（所報・特別編集号）」横須賀市教育研究所 1999.9.1 

・「教育研究所創立 65 周年記念誌（所報・特別編集号）」横須賀市教育研究所 2013.12.1 

・「教育研究所月報 36 号」横須賀市教育研究所 1967.9.25 

・「教育研究所月報 59 号」横須賀市教育研究所 1969.8.25 

・「教育研究所月報 100号 記念特集」横須賀市教育研究所 1973.1.25 

・「所報 27号～35号」横須賀市教育研究所 1966～1974 

・「教育月報 第 39号」神奈川県教育委員会 1964.6.15 

教育月報 第 39号より （神奈川県教育委員会 昭和 39年６月 15日発行） 

〈豆辞典〉教職員の研修（三） 夏休中の自宅研修 

 休業日、特に夏季休業期間中は、一般に相当日数の自己研修日が公立学校の教員に認めら

れ、自宅その他の場所でこれに従事している。これがいわゆる「夏休中の自宅研修」と呼ばれ

るものである。 

 いうまでもなく夏季休業期間は、単に児童生徒に対する授業が行われない期間であって、

教員にとっては、授業日と同様勤務を要する日であることに変わりがない。ただ、教員にとっ

て、主たる職務である教育活動が行われない日に出勤するよりも、その他適当な場所で研修

に従事した方が、本務の遂行のため有益であり、また便宜でもあると考えられる場合もある

ので、そのような場合に教特法二〇条二項の自己研修の制度の運用として、いわゆる自宅研

修がみとめられるのである。 
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７ 職員団体との関係 

（１）「横須賀市教職員組合」から「三浦半島地区教職員組合」に 

昭和 21 年（1946 年）、神奈川県教員組合横須賀支部が結成され、翌年（1947 年）、横須賀

市教職員組合が結成された。 

その後、日本教職員組合主導の賃金闘争・「60万総学習総抵抗運動」を軸とする教育闘争に

基づいて、学校ごとに教員の勤務をめぐる激しい権利闘争が展開され、各学校の職場が激し

く揺れ動き、学校によっては混乱も見られた。横須賀の教員たちの権利闘争は異常な高まり

をみせた。全国的に行われ、教育現場にも大きな影響があった。 

三無主義（遅れない、休まない、働かない）によるマイホーム型の教員の増加や学校教育

の中に潜む、前近代的なもの、不合理なもの、惰性的なものがすべて洗い出され、それによ

って教育や教員のあるべき姿が明確にされ、教育像・教師像が確立された。 

昭和 42年（1967年）９月には、アメリカから原子力水上軍艦の寄港申し入れがあり、原子

力航空母艦エンタープライズと原子力巡洋艦トラクスタンが佐世保に初入港した。 

この入港の際、反対闘争に入った三派連合全学連と警察の機動隊との間で激しい衝突があ

った。横須賀でも規模こそ違え、同様の衝突がくりかえされた。 

そして、昭和 43 年（1968年）５月 18日三浦半島地区教職員組合が結成された。 

従来の朝礼の際や卒業式で必ず歌われていた「君が代」と「日の丸」掲揚の反対が次第に

強くなっていき、朝礼や卒業式の在り方も変化していった。 

   特に、卒業式での「君が代」斉唱、「日の丸」掲揚は、これに強く反対する教職員によって

フロア方式なる形式が市内の多くの学校に取り入れられた。 

   その後、卒業式前の職員会議では管理職と組合員との間で激しい討論が繰り広げられた。 

 

（２）三教組超過勤務拒否闘争 

   昭和 46年（1971年）、教職員の教職調整額を４％とする給特法（国立及び公立の義務教育

諸学校における教育職員の給与等に関する特別措置法）が制定された。この法案実施に関し

て「教職員に一定の業務範囲を設けて超勤を命じることができる」と示されたことで、その

後横須賀では教職員の勤務時間に関して、市教育委員会と三浦半島地区教職員組合（以下、

三教組）の交渉が継続していった。そうした中で学校では警備会社による管理が進められる

ようになり、三教組の超過勤務拒否闘争の中で、「校舎のセット(機械警備の施錠手続き作業）

をしないこと、部活動は勤務時間内」の運動が進められ部活動の実施が困難になっていった

のである。この運動は警備会社の管理になっていない学校があり、運動自体が徹底しなかっ

たため、学校により程度の違いはあれ、部活動が実施しづらくなったのは確かである。 

   ある中学校では、セットを返上したため勤務時間後の校舎の使用が認められず、運動部の

子どもたちは外で更衣していた。雨が降ると大変であった。また、けがをしても校舎が閉ま

っていることもあった。いずれにしても、子どもが望む部活動が勤務時間内で出来るはずも

なかった。このように学校の教育活動に支障をきたす運動は学校に定着せず、いつとはなく

終えていったのである。 

 

（３）宿日直の廃止へ 

広島県で日直中の女性教師が暴漢に襲われるという事件が起きたことを発端に、教職員団 
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体は 1960年半ばころから宿日直廃止に向けた動きが広がり始めた。横須賀教職員組合でも全

国の動きに足並みをそろえ「教師を教育に専念させる」ことを要求して宿日直の全廃を訴え

ていた。昭和 43年（1968年）に横須賀、三浦、逗子、葉山の教職員団体が統合され、三浦半

島地区教職員組合（三教組）が結成され、この運動が引き継がれていくことになる。 

その結果、同年６月には、横須賀地区の日直全廃、宿直は月３回を限度とする軽減措置が

とられるようになった。その後、警備員制度、代行員制度が要求されていった。そして、横

須賀市、三浦市では昭和 44年（1969年）年度予算成立時に、宿日直を全廃することが確認さ

れた。逗葉地区でも日程は少しずれたが、同年に全廃が確認された。全国の動きとしては、

昭和 48年（1973年）に全廃することになった。したがって、三浦半島地区は、４年ほど早く

全国に先駆けて実施されることになったのである。 

           （「三浦半島地区教職員組合 35年のあゆみ」2003 p.16） 

 

≪参考資料≫ 

・「紀要 207集 横須賀教育史資料№18」横須賀市教育研究所 1996 

・「三教組 35年のあゆみ」三浦半島地区教職員組合 2003 
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３節 学力観と進路 

１ 「現代化」のもたらしたもの－「新幹線授業」・「落ちこぼれ」 

  スプートニク・ショック以来、西側先進国では、現代科学の成果を反映するようにカリキュ

ラム改革の動きが産み出された。これが、「教育内容の現代化」である。 

  アメリカでは、初等教育における算数教育を根本から改革し、数学的能力の向上をめざして

「新しい数学（New Math）」というカリキュラムが開発されたのがよく知られている。しかし、

このカリキュラムは教育現場に混乱をもたらした。 

  一方、我が国では、昭和 43年（1968年）の小学校学習指導要領、昭和 44年（1969年）の中

学校学習指導要領、昭和 45 年（1970 年）の高等学校学習指導要領で「内容の精選」とともに

「教育内容の現代化」が重視された。 

  例えば、現代化を反映した指導内容が数多く導入された中学校の数学教育には、次のような

課題があった。 

  当初から、数学の歴史を考えず、現代数学の立場から見て、基礎的・一般的と考えられるこ

とをそのまま義務教育に導入することは問題があると、数学者からかなりの批判があった。 

  また、十分な準備がない中で、全国一斉に指導しなければならない教員も、実践を重ねるう

ちに、現代化の必要性が揺らいできた。 

  さらに、現代化に対する指導内容が増えた上に、上学年や高等学校から移動してきた内容が

あったこと、削除・軽減された内容が少なかったため、授業は理解や習熟が不十分なまま進行

した。その結果、授業についていけない子どもを表わすことば、「落ちこぼれ」を産み、大きな

社会問題となった。 

  長崎榮三は、この「現代化」について次のように述べている。 

 

現代化は、科学者・数学者主導で現代科学や現代数学の内容や方法によって学校の教科内

容を「現代化」し、特に、中等学校と大学の橋渡しを図ったものであった。そして、それは当

然、大学進学（アカデミック）志向で、内容は生徒を軽視したものであった。その後、結局は

小中高校の理数教育についていけない児童・生徒が目立ち、わが国では「新幹線授業」、「落

ちこぼれ」の言葉が生まれ、世界は日本を含めて、「現代化」から現代化以前の「基礎に帰れ」

へと代わっていってしまった。 

（長崎 2015 p.97 ｰ 98） 

 

≪参考資料≫ 

 ・「科学技術リテラシーに関する課題研究報告」長崎榮三  

科学技術振興機構科学コミュニケーションセンター 2015 

 

２ 進学と就職 

（１）進学と就職率の変化 

 1960年～1970年代は高度経済成長期にあり、昭和 43年（1968年）には国民総生産（GNP）

がアメリカに次いで世界２位の位置を占めるようになった。国民所得倍増計画も夢でなくな

り、「一億総中流」と言われるようになった。 
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 労働人口は都市部に集中し、学校数も不足するようになり増設が急務となった。併せて、

高校進学率も上昇してきており、いっそう学校不足に拍車がかかったといってよい。 

 また、全国では、以前から高校全入運動が始まっていた。昭和 37年（1962年）４月、「高

校全員入学全国協議会」が結成され、労働組合、母親運動を含む全国民的運動に発展してい

った。以下、結成大会の運動方針である。 

 

高校全入全協運動方針 

ア 進学希望者を全員入学させるための施設・設備を大幅にふやす。 

イ 高等学校の格差をなくすため、人事行政の差別行政をやめさせ、小学区制・男女共学・

総合制を確立する。（高校三原則） 

ウ 働く青少年が高校に進学できるよう、就業時間内有給通学制を獲得する。 

エ 定時制高校の施設・設備を充実し、卒業期の差別をなくす。 

オ 奨学金を大幅に増やし授業料を値下げし、入学金、寄付金を全廃する。 

 

 以上のような社会状況下にあって、横須賀市教育研究所は、昭和 42 年（1967 年）３月に

『紀要 10 集 中学３年生就職者の意識に関する調査』（以下、『就職者意識調査』）、昭和 43

年（1968年）３月に『紀要 12集 中学３年生進学者の意識に関する調査』（以下、『進学者意

識調査』）を発表している。この２冊の紀要を中心に中学生の進路状況をみてみよう。 

 

（２）進学者の意識 

ア 進路状況 

所得倍増計画にともなうハイタレント・マンパワー、学歴偏重社会の傾向は、実際にど

のように中学校の進路に影響していたのだろうか。そのために、まず、昭和 40年代の横須

賀の高等学校進学率の上昇について見ていきたい。 

  

昭和 42年（1967 年）、横須賀市において中学校卒業者の進学率は 81.5%、就職率は 15.5%

だった。その後、【表１】のように昭和 49 年（1974 年）にはそれぞれ 93.9%、4.6%になっ

ている。つまり、高校は「準義務教育」の段階に入っている。   

親も子どもも、「高校進学は当然のことであると思いこんでいる」という状況になってい

ったのである。この数値は、神奈川県の高等学校進学率とほぼ同様な上昇傾向といえる。 

【表１】 昭和 40年代の横須賀・県の進路状況 

  進学 ％ 就職 ％  進学 ％ 就職 ％ 

市 県 市 県 市 県 市 県 

昭和 42年 81.5 84.8 15.5 14.5 昭和 47年 92.5 93.7 5.8 5.5 

昭和 43年 85.7 87.1 11.6 12.7 昭和 48年 93.5 94.4 4.9 4.9 

昭和 44年 87.8 88.9 10.3 10.5 昭和 49年 93.9 95.0 4.6 4.3 

昭和 45年 90.5 91.1 7.3 8.3 昭和 50年 93.3 94.3 3.1 4.1 

昭和 46年 92.5 92.9 6.0 6.5 昭和 51年 92.8 93.5 3.6 4.2 
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しかしながら、神奈川県は大きな問題をかかえていた。【表１】にみるように昭和 50 年

（1975年）以降、進学率が落ち込んでいる。何を意味するか。中学の卒業生が毎年増え続

けているのに、高校の数が不足するという現象が起きていたのである。そのため、後に述

べる「高校 100校計画」が急務となったのである。 

 

イ 進学者の希望の強さ 

「高校は“準義務教育”の段階」となったとき、進学者はどのくらいの思いの強さで高

等学校進学を希望していたのだろうか。 

 

【表２】 進学に対する希望度 

                     （被検者数 807人 単位:人、%） 

 実数 ％ 

1.高校進学を心から強く希望していた 420 52.1 

2.高校進学はしたかったが、そんなに強い希望でもなかった 365 45.2 

3.本当は高校進学はいやで、就職や家事につきたかった 18 2.2 

4.無回答 4 0.5 

 

【表２】は、昭和 43年（1968年）に実施された『進学者意識調査』において、高等学校

進学者で全日制に進学した者に限って 1,215人を調査対象として抽出した。「あなたは、高

校進学をどの程度まで望んでいましたか」という問いに対して 807 人から回答があった。

半数以上が「高校進学を心から強く希望」しているが、反面、「高校進学はしたかったが、

そんなに強い希望でもなかった」というものが 45.2%もある点が目を引く。本人の希望とい

うよりも保護者の希望が優先していたということなのだろうか。 

    このことに対して、『進学者意識調査』の筆者は、 

 

  中卒者の高校進学は一般化して、何か特別の事情にあるものだけが進学をしないのだ

という風潮さえ見受けられる。このような情況を背景にして、子どもも父母も、その多

くは高校進学は“当然のこと”であり、“既定の事実”であると見なしている。中学校を

卒業すれば高校へ進学するのはあたりまえのことであると思い込んでいる。生徒にとっ

ては、あたりまえのことに対しては望むも望まないもないのであるから、高校進学を「強

く希望していたか」それとも「そんなに強い希望でもなかった」と二者択一の回答を迫

られると、とまどいを感ずるにちがいない。 

「高校進学はしたかったが、そんなに強い希望でもなかった」という反応の中には、

高校進学は当然のことと思い込んでいる者の反応が、かなり含まれていることが考えら

れる。したがって、「そんなに強い希望でもなかった」という反応 45.2％は、そのまます

べて、高校進学に対して積極的でないとか、消極的であるとかということにはならない。 

 

と分析している。 
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  ウ 進学者の大学進学希望 

  高学歴を得るための進学、つまり高等学校進学者の大学進学希望についてはどのような

状況だったのだろうか。 

 【表３】は、『進学者意識調査』における大学進

学希望者の割合である。普通科において公立が男子

29.2%、女子 9.7%、私立が男子 16.1%、女子 4.1%に

対し、職業科では公立男子 3.2%、女子 3.0%、私立

男子 6.3%、女子０%ということで、大学進学を考え

るのであれば、とりあえず普通科への進学をすると

いう傾向があらわれている。 

    また、公立進学者のほうが私立進学者よりも大学

進学希望が多いことがわかる。このことは、それぞれの教育の質がその選択基準になった

のではなく、一部の私立を除き、単純に、経済的負担の少ない公立高等学校に人気が集中

しているということである。 

 

  横須賀市の場合、公立高校は私立高校に比べ、経費がかからないこと、大学進学率が

高いこと、学校施設が充実していること、世間的な評価が高いことなどの理由から、進

学するなら私立よりも公立というのが支配的である。そのため、私立高校進学者は、公

立学校を志望したが不幸にして不合格になった者、進学指導の過程で最初から公立高校

進学をあきらめた者によって、ほとんどが占められている。 

 

  という記述もある。ただし、この記述の後半部分、つまり、私立高校進学者は、公立学

校の不合格者、または公立高校進学をあきらめた者ということが事実であるのならば、私

立高校進学者の中には潜在的な大学進学希望者がいるということにもなる。 

 

  エ 進学の理由 

学歴さえあればなんとかなる時代にあって、高等学校は「準義務教育化」した状態にな

った。その際、昭和 42年(1967年）の中学生はどのような理由で進学を希望したのだろう

か。 

  【表４】が高等学校進学の理由である。 

学歴社会であることを顕著にあらわしている回答は、「最低高校を出ていないと就職が不

利だから」10.0%、「最低高校を出ていないと出世のさまたげになるから」2.0%、「最低高校

出ていないと世間体が悪いから」1.9%、「親や兄、姉などが学歴がないため、何かにつけて

苦労しているから」1.2%、もしくは「最低高校を出ていないと結婚の条件が悪いから」0.2%

ということになろう。いずれも、決して多い数値とは言えない。しかし、高校は「準義務

教育」という感覚が広まっていたことを考えるのであれば、「高校生活になんとなくあこが

れていたから」13.3%や、「とくに理由がない、たゞなんとなく」7.4%も学歴社会という背

景を背負っていると言うこともできる。 

 

 

【表３】 大学進学を考えて 

高校進学をしたもの（単位：%) 

普通科 職業科 普通科 職業科

男 29.2% 3.2% 16.1% 6.3%

女 9.7% 3.0% 4.1% 0.0%

公立 私立
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                             （単位：人、％）  

 

（３）就職者の意識 

「新時代の要請に対応する技術教育に関する意見」において「中学校卒業者の約半数は直

ちに社会に出て職業に就き、これら就職者の半数近くは産業界に入ってその多くは一般技能

工員となる」と記述された中学卒業直後に就職した就職者は、どのような理由、意識で就職

を決意したのだろうか。 

 

ア 就職の理由 

                              【表５】 就職の理由           

（単位:人、％） 

  男(448人) 女(388 人) 計(836人) 

実数    % 実数    % 実数    % 

1. 一日も早く社会に出て、社会のために役立ち

たいと思ったから。 

13     2.9 18     4.6 31     3.7 

2. 早く社会に出て、実社会のことをいろいろと

学びたかったから。 

52    11.6 51    13.2 103   12.3 

3. どうせ就職するなら、早いほうがよいと  

思ったから。 

30     6.7 13     3.4 43    5.2 

順位 理             由 実数 ％ 

1 もっと広い知識や高い教養を身につけたいから 289 35.8 

2 高校生活になんとなくあこがれていたから 107 13.3 

3 大学に進学したいから 91 11.3 

4 最低高校を出ていないと就職が不利だから 81 10 

5 もっと勉強したいから 78 9.7 

6 とくに理由がない、たゞなんとなく 60 7.4 

7 親、兄、姉が強くすすめたから 20 2.5 

8 最低高校を出ていないと出世の妨げになるから 16 2 

9 最低高校を出ていないと世間体が悪いから 15 1.9 

10 親や兄、姉などが学歴がないため、何かにつけて苦労している

から 

9 1.2 

11 最低高校を出ていないと結婚の条件が悪いから 2 0.2 

12 先生がすすめたから 1 0.1 

13 友だちが進学するから 0 0 

 その他 38 4.7 

【表４】 高等学校進学の理由 
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4. 実力や才能よりも、学歴が重んじられる社会

のあり方に不満を感じたから。 

18     4.0 13     3.4 31    3.7 

5. 親や先生は進学をすすめたが、家計の手助け

をしたいと思ったから。 

14     3.1 9      2.3 23    2.8 

6. 早くお金を手に入れて、ほしいものを買った

り遊びの費用にまわしたかったから。 

19     4.2 23     5.9 42    5.0 

7. 勉強ぎらいで、進学は気が進まなかったから。 110   24.5 72    18.6 182   21.8 

8. 進学したかったが、勉強ができないのであき

らめたから。 

136   30.3 101   26.1 237   28.3 

9. 進学したかったが、家の経済事情が許さなか

ったから。 

39     8.7 63    16.3 102   12.2 

10. 進学したかったが、兄や姉などが進学して 

いなかったりなどして、家のものに気がねを

したから。 

2      0.5 4      1.0 6     0.7 

11. その他  15     3.4 21     5.4 36     4.3 

   

【表５】は『就職者意識調査』における就職者の就職理由である。また、【表６】は、就

職の理由を、就職に対して「積極的である」「あいまいである」「仕方なしである」という

視点から大別したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ところで、【表５】の「その他」の 36名のうちの一部の自由記述を見てみたい。そこに

は【表６】の「不本意型」の子どもの声が記述されている。※原文のまま 

 

「早く社会に出ておかねをとり、父母をらくにしてやりたかった」（女） 

    「父母とも死んだ。これからさき自分ひとりで生活しなければならない」（女） 

「進学したかったが、両親がいないので親せきにみてもらっているので自由にいかなか

った」（女） 

    「先生は生徒をバカにして就職者を無視したりするので、しゃくにさわって就職にきめ

た」（男） 

【表６】 就職に対する指向            (単位：人、％） 

 
男(448人) 

実数   ％ 

女(388人) 

実数  % 

計(836 人) 

実数  % 

積極型  

あいまい型 

不本意型 

151 

115 

182 

33.67 

25.6 

40.59 

13.2 

78 

178 

34.06 

20.12 

45.92 

283 

192 

361 

33.85 

22.97 

43.18 

出典：横須賀市教育研究所「紀要第 10 集 中学３年生就職者の意識に関する調査」1967 年 
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経済的理由や家庭環境により進学を諦めた、また、教師の指導に対する反発として就職

を決定した生徒の姿がある。もちろん、学業成績により進学を断念したという生徒もいた

はずである。進路指導にあっては、このような辛い境遇や教師の指導への非難は避けられ

ないものなのかもしれない。 

 

（４）高校 100校計画 

  ア 高校 100校新設計画の経緯 

神奈川県では、元より中学校卒業者に対する公立高等学校、特に普通科公立校の数が極

端に少なく、1970年代からの公立中学校卒業者の急増と高校進学率の上昇に対処できなか

った。そこで、「15の春を泣かせるな」をスローガンに高校 100校新設計画が策定され、高

校への進学機会の確保を図ることになった。 

   以下に、神奈川県のより詳しい取組経緯を、「教育月報」からみることができる。 

  

県立高校建設計画 ―10 年間で 100 校 ― 

県立高校の建設は、県が当面する大きな問題となっている。 

昨年スタートした新総合計画は、現在の幼稚園児が高校生となる昭和 60 年までに、100 校以上

の高校新設を打ちだした。このうちすでに、昨年は旭高校など３校、本年度は清ヶ丘、市ヶ尾、

瀬谷、川崎北、藤沢西、麻溝台高校の６校を開校した。 

現在県内には公私あわせて 160 校（全日制）の高校があり、約 17 万人の生徒が在学している。 

しかし、既に実質的には義務教育に近い進学率に加えて、著しい人口増に伴う中学校卒業者の

急増により高校進学者は増える一方で、現状のままではとうてい対処できない。 

中学校卒業者の伸びは、昭和 48 年は、57,000 人であるが、これが昭和 55 年には 94,000 人、

昭和 60 年には 120,000 人と、現在の約２倍になることはほぼ確実。 

私立高校の増設がもはや期待できないとすれば、これらの生徒を受け入れるためには公立（県

立）高校を増設しなければならないわけである。新総合計画ではじきだされた数字では、55 年ま

でに 60 校、60 年までにさらに 40 校加えて、100 校の新設を必要としている（この結果公立学校

の収容率は、55 年で 66％、60 年で 75％となる）。 

こうした状況と、社会的要請に対処するために、高校の増設は何をおいても、まず成し遂げな

ければならないことである。 

しかし、計画の実施に当たってはさまざまな問題をかかえている。 

まず最大の難問が用地の取得。地価の高騰に加えて、市街化の進行に伴い、１万坪のまとまっ

た土地の取得が困難なこと、交通の利便や適正な配置の問題、更に開校までに３年かかるので３

年前に取得しなければならないが、総需要抑制により先行取得が困難なことなど。 

用地対策は、行政組織の総力をあげて取り組んでいるが、具体的には次の○アから○オの施策を推

進し万全を期している。 

○ア市町村に対する協力の要請、○イ土地開発公社の協力要請、○ウ住宅公社等の大規模開発事業に

対する用地確保の要請、○エ利用可能な国有地の確保、○オ用地の早期確保のため民間デベロッパー

の利用。 

次が建設費の問題である。１校あたり用地購入に 12～15 億円、校舎建設に 13～15 億円、合計
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25～30 億円の多大な費用を要する。しかし、これはあくまでも現在の額で、将来はもっと増額の

可能性があり、県財政の圧迫要因の１つにもなりかねない。ちなみに、昭和 49 年度予算について

みれば、教育委員会関係予算の総額は 1,189 億円。このうち高校建設関係予算は、147 億円、約

12％を占めている。しかし、教育委員会関係予算の大部分は教職員等の人件費（80.71％）である

から、高校建設関係予算の占める割合は非常に大きいものといえる。 

100 校計画は、明治から今日に到るまでの高校建設が 73 校であったのに対して、それを上回る

校数をわずか 10 年間でつくりあげなければならないという、県行政にとって非常な困難を伴う、

しかも緊急を要する大事業である。このため、100 校計画は着々と進められており、既に来年度

開校予定の一部として、横浜北部方面、鎌倉湘南方面、県央方面に、開校までに校舎を完成すべ

くその建設工事の準備を進めている。          

（神奈川県教育委員会「教育月報」158号） 

 

  イ 昭和 47年（1972 年）現在の公立高校（普通科） 

 

計  ５校   ７校   ５校    ７校   ６校   ５校   ６校   ５校   ７校 

 

  ウ 100校新設の問題点 

その後、藤沢工業以外は全て普通科高校として新設されたため、専門学科との数の上で

のバランスを著しく欠くことになった。結果として、普通科高校の授業についていくだけ

の意欲、学力が伴っていない者までが入学することになり、多くの教育困難校が生まれる

ことになった。また、新設校の多くは、将来的な養護施設などへの転用を見据えて簡素な

設備しか持たず、「学校としての魅力」に欠けている傾向もあった。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「紀要第 10集 中学３年生就職者の意識に関する調査」横須賀市教育研究所 1967 

 ・「紀要第 12集 中学３年生進学者の意識に関する調査」横須賀市教育研究所 1968 

 ・「教育月報 158号」神奈川県教育委員会 1974 

横浜北部
学区

横浜中部
学区

横浜南部
学区

川崎学区
横須賀三
浦学区

鎌倉湘南
学区

平塚秦野
学区

県西学区 県央学区

横浜翠嵐 光陵
横浜緑ヶ
丘

多摩 横須賀 湘南 平塚江南 小田原 厚木

鶴見 希望ヶ丘 市立南 川崎 追浜 鎌倉 大磯
小田原城
内

大和

川和 横浜平沼 市立金沢 新城
横須賀大
津

茅ヶ崎北
陵

秦野 西湘 厚木東

港北 柏陽 横浜立野 生田 逗子 茅ヶ崎 高浜 山北 相模原

市立東 市立桜丘 横浜日野 市立橘
市立横須
賀

藤沢 大秦野
吉田島農
林

上溝

市立戸塚 市立川崎 三崎 伊勢原 津久井
松陽 市立高津 座間
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３ 高校選抜制度 

（１）高校入試選抜神奈川方式 アチーブメント・テスト（以下、ア・テスト） 

戦後、新制高校になって受験生の選考は何らかの方法でなされてきたわけであるが、入試

選抜の方法が「神奈川方式」と呼ばれるようになったのは、昭和 43 年（1968 年）からであ

る。 

 

  ＜ア・テストの推移＞ 

年 度 ア・テストの推移 高校選抜関係事項 

昭和 22年 

（1947年） 

 新制中学校発足 

昭和 25年 ア・テストを初めて２教科で実施（国、

数）。公立中学校全生徒対象。新制中学校

の学習問題、卒業生の進路の問題に対処

するため 

無試験入学実施。中学校からの報告書

（指導要録・身体検査票）で選抜。全県

19学区（横浜１学区） 

昭和 27年 国、社、数、理の４教科実施 高校から中学へ、合否判定が困難な生

徒のア・テスト結果について、問い合

わせできるようになる 

昭和 28年 英語を除く８教科で実施（選択教科であ

ったため）。問題作成を県教育委員会単

独から中学校長会の協力で実施となる。

また、ア・テストの監督・採点が互換方

式となる 

中学校から高校に提出する選抜資料に

ア・テストの結果を記入。 

昭和 29年 各教科 50 分のテストから技能教科が 30

分となる。作問は１・２年が中学校長会、

３年は県教育委員会となる 

 

昭和 30年  ア・テストが高校選抜の資料として位

置づけられる。報告書（成績）とア・テ

ストの比率は８：２ 

昭和 32年  戦後初の学力検査（入試）の実施。 

検査会場は中学校、監督は中・高校の

教員、採点は高校の教員。成績・ 

「ア・テスト」・学力検査の比率を対等

にすることになる。 

昭和 33年  学力検査（入試）会場が中学校から高

校に変更される。 

昭和 34年 長い間懸案だった英語が加わり９教科

で実施 

英語は選抜資料としては使用せず。 

昭和 43年 

 

 【選抜の神奈川方式が確立】 
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昭和 43年 

 

 

 

・選抜資料の「報告書」を「調査書」に

改称する。 

・学習の記録（a）は、全学年各５段階

評定（計 135点） 

・学習検査（ア・テスト）の結果（b）

は、中３のみで 10 段階評価で記入。   

※ア・テストは全学年で実施していた。 

・第１次選考は、「Ｄ＝a（調査書）＋

0,6×b（ア・テスト）＋0,6×c(入試)」

の合計点で定員の 85％を判定。残り

15％を高校独自で選抜（第２次選考） 

昭和 44年  ・学習の記録（中１，２年は５段階、

３年は 10段階評定）は、計 180点 

・ア・テストの結果は、２年のみ資料

とする。（10段階評定）            

※３年実施せず。 

昭和 45年  ア・テストの結果は、１，２年を選抜

資料とする。（各 10段階評定 180点） 

昭和 48年 ア・テストは２年生のみ実施 高校選抜の調査書、ア・テスト、入試

の比率が 50％、25％、25％に 

昭和 60年 

 

 高校選抜の調査書、ア・テスト、入試

の比率が 50％、20％、30％となる 

平成８年  高校選抜の調査書、ア・テスト、入試

の比率が 50％、10％、40％となる 

平成９年 ア・テストの実施が終了となる 高校選抜の調査書、入試の比率が

60％、40％となる 

（参考：神奈川県の教育十五年、戦後横須賀教育史） 

 

   昭和 25年度(1950年度)に初めてア・テストが実施された。目的は、戦後の混乱期に新制中

学が発足し、諸条件が整備されない中で、中学校の学習問題、卒業生の進路問題に対処する

ためであった。 

   このテストの性格は、当初、県教育委員会で、「指導要録に記載しない」決定がなされたこ

とや、神奈川県教育概要に「本県において実施されるアチーブメント・テストは他の都道府

県において行われる選抜のためのテストと異なり、県を母集団として標準化することを目的

としたものである」と述べられている通り、教育目標達成のための指導計画、学習指導、評

価方法の改善、教師の反省のために実施されるようになったものである。 

   ア・テストの結果処理についても、この考え方に基づき、実施年度により多少の違いがあ

るが、平均値、標準偏差、小問の通過率、難易度、各教科担当指導主事の見解等をまとめ報 

告書として授業改善に活かせるよう配慮されてきた。 
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   ア・テストの作問については、各教科の教育目標がどの程度達成できたかを調査できるよ

う、県教委・市町村の指導主事、教科担当教師により一年間かけて作成した。問題の客観性、

信頼性、妥当性等は特に配慮されていたようである。 

   一方、高校選抜の資料としては、昭和 27 年（1952年）高校から中学へのア・テストについ

ての問い合わせが可能になり、昭和 28年（1953年）は中学から高校への報告書にその結果を

記入することになった。さらに、昭和 30年（1955年）には、高校選抜の資料として位置付け

られ、昭和 43年（1968年）には、神奈川方式が確立する。このような経過でア・テストは高

校選抜の資料としての性格を強めていったのである。 

 

（２）選抜方式の改革 

選抜方式の改革は、社会情勢や保護者の要望で変化するのは仕方ないが、どんな方法にも

問題はある。しかし、その時の改革は、その時の意味がある。 

「学習の記録」について、昭和 43年（1968年）～昭和 44年（1969年）では、全学年分の成

績が入試資料に使われていた。これは、中学１年の時から受験競争にかかわらせる危惧があ

るので、昭和 48年（1973年）には、中１関係（学習の記録、ア・テスト）は、選抜資料から

除外することになった。 

あえて２年の「学習の記録」を資料とするのは、「中だるみ」といわれる学年に、やはり日

頃の授業を大切にし、集中して学習しようとする態度をもたせる意図をもっている。そうい

う側面と、第３学年のみの資料だけでは、中１，２年生は、「３年生になってから勉強すれば

いい」という意識をできるだけ持たせないという意図を読み取ることができる。 

その時の入試選抜制度が全ての生徒、保護者に

理解されるかというと、難しい問題もある。学力

の「学校間格差」である。障壁になっているのが、

２，３年の学習の記録の評定が「相対評価」であ

るということである。例えば、Ａ校では、テスト

80点を取ったら評定「５」が付くが、学力が高い

Ｂ校では同じ 80 点であっても、評定が「４」か

「３」になってしまうことが起こり得る。つまり、

「学習の記録」の点数が学力の高いＢ校の生徒よ

りも、学力の低いＡ校の生徒の方が高くなる、という現象が起きる。したがってＢ校の生徒

は、ア・テストと入試を頑張って逆転するしかないのである。更に学力の高い学校では、偏

差値のかなり高い高校への希望を断念せざるを得ない生徒も多数出てきており、社会問題に

もなっている。 

また、神奈川方式の選考の方程式で、中学校の成績（ａ＋ｂ）の比率が全体の 75％を占め、

あとの 25％が入試の成績の比率である。高校としては、「高校の教育課程に耐えられる学力」

をみるには 100％入試の比率がほしいところであろう。しかし、「受験一発勝負」では、中学

校での日常の授業がおろそかになり、特に受験科目にはない４教科の授業に影響を及ぼしか

ねない。そういう懸念は解消されている。ただ、高校にとっては、入試の比率を 25％から更

に上げたい希望はもっている。 

【合格発表風景】 
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また、入試日程にも課題を残している。公立の入試が２月に終わるわけであるが、その前

には志望校の最終確認のための三者面談、願書の記入方法の指導、願書提出の確認、志願変

更の確認などで何時間か授業がつぶれ、また、卒業式が３月 10日前後なので、公立入試が終

わると授業をつぶして卒業式の練習に入ってしまう。その間、卒業制作、お別れ遠足、学級

文集づくりなどで更に授業がつぶれてしまう。中３の特に３学期は、可能な限り教育課程が

正常に実施できるよう選抜日程の繰り下げと短縮化が課題となっている。 

もう一つ検討を要することは、他県から引っ越してきた生徒、海外帰国生徒でア・テスト

を受けていない受験生には厳しい神奈川方式である。第１次選考で定員の 85％が決まり、彼

らは残り 15％の第２次選考の狭い枠の中で判定されることであろう。 

この「神奈川方式」でまず重要視されたのはア・テストであり、中学校では対策授業を始

め、ア・テスト当日も各校に監査委員が赴き、受検や採点が厳正に行われるように連絡しあ

った。そして、３年の進路指導主任は受験希望者数の情報を得て、不合格者を出さぬようそ

の調整を中学校主導で行うことができた。しかし、それは「輪切り」ではないかという批判

や、生徒や保護者にとっては「受験したいのに学校が受験させてくれない」という不満にな

って表れ、次第に入学者選抜制度の見直しが叫ばれるようになっていった。 

 

（３）進路面談でのトラブル・抗議・質問など 

   生徒にとって高校進学は人生の大きな節目である。子ども、保護者共に過敏になっている

時期に、納得できる学校からの指導助言が求められる。以下、保護者からのよくある質問等

である。 

ア 希望する学校をなぜ受験させてくれないのか。 

   イ 面談の際、先生から絶望的なことを宣言されたが、なぜそう言い切れるのか。 

   ウ 入れる高校（併願）を確保したら、希望の高校を受けさせてほしい。 

   エ ダメでも、初めから就職や定時制をすすめないで。    

   オ 「そんなことをすると内申書に書くよ！」と言われたが、本当にそんな欄があるのか。 

   カ 市内の中学校の先生たちが集まって、調整をしているというのは本当か。 

   キ 他県からの転校生で、ア・テストを受けていないので心配。 

   ク この学校からＡ高校を受験する人の中で、うちの子はその中の何番か。 

   ケ 塾では合格ラインと言われたが。 

   コ Ｃ高校に知り合いがいるので受験させてほしい。    

   サ 上の子（兄）の時、「先生は絶対受かりっこない」と言ったけど、受験したら合格した。

今度だって…。  

   シ ひとつ上の近所の子は、このくらいの成績で○○高校に合格したのに…。 

   ス 浪人しても再挑戦したいが…。 

   セ 落ちてもいいから受験させてほしい。（可能性がほとんどなくても） 

 

（４）生徒の声 

生徒たちは、個々様々な思いで受験体験をしてきたわけであるが、ア・テスト受検や高校

入試にどう臨んだかがよくわかる出版物から抜粋したい。 
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ア ア・テストについて；「頭をすっきりさせてア・テストを」 

    本年は三月十二、十三日に県下いっせいにアチーブメントテストが行なわれる。これか

らテストを受ける一・二年生に対してのアドバイスを先生方や先輩にお願いした。まずあ

る先生は、「特別な計画などを立てなくても、ふだん勉強を着実にやっていれば問題ない」

とおっしゃっていた。先生方にしてみれば、「今さらジタバタしてもしょうがない」と言い

たいところらしい。次に先輩から一言、「十分睡眠をとり、テスト前には頭をすっきりさせ

ておく。最後に、満点を取ろうなどと考えず、一問一問着実に解いていくこと。十の力が

十出せるよう、不注意なミスをしないよう。理解できているのに、解答らんを間違えるな

んて最低である。名前を忘れる人が必ずクラスに何人かはいるので落ち着いてとのこと。 

※原文まま 

   （出典：横須賀市立馬堀中学校広報委員会「若人 第 17号」昭和 45年３月 10日） 

   

イ 受験について 

    ２学期も終わりに近づくと、受験戦争という言葉がよく聞かれる。いったい、この言葉

は何を示し、どういうことを言うのであろうか。今、わたしたちの目の前に立ち迫った最

大の問題、わたしたちは、これをのりこえなければならない。 

「受験」この言葉は、わたしたちを、不安、心配、恐怖などに平気でおとしいれること

ができる恐ろしい言葉ではないだろうか。 

わたしたち 15歳は、こう考える。現在のわたしたちにはどうすることもできない。今の

体制に反発してみたところで無意味なことは目に見えている。ただ一生懸命がむしゃらに

勉強して、なるべく大学の進学のよい、しかもレベルの高い高校へ入る。それが大部分の

人達の考えなのかもしれない。 

神奈川県の高校の入試方式は、１年、２年、３年の成績、プラス高校側のテストだそう

です。今はもう前者の二つはきまってしまったのだ。今からやってみても、おそいような

気がする。しかし、少しでもよい高校に入ろうと、たいていの人は勉強時間をのばすよう

になってきた。それでも先生から、一段下の高校に入る方がいいぞ、などと言われる人が

いる。あと二カ月近くで、第一の「運命のわかれ道」に達するのだ。日ごとに不安な気持

が増している。そして、先生方も、生徒達も神経質になりすぎている。それでいて、誰も

顔にはださない。こんな時、自分の気持ちを話せる人がいたら……と何度も思う。 

十五歳のわたしたちの心理は、非常に微妙である。父兄や先生方をはじめ、大人たちは

これをどう考えているのだろうか。大人たちの勝手に決めた川の中を、ただ流されるだけ

で、それでいいのだろうか。 

だからといって、今のわたしたちはどうすることもできない。それならば、同じ川を流

れるのでも、ただ流れるのではなく、自分自身の強い意志をもって、自らの力で泳いでい

ってはどうだろうか。 

（出典：横須賀市立馬堀中学校「若人」24期卒業記念 昭和 46年３月 10日） 

 

≪参考資料≫ 

・「神奈川県の教育十五年」神奈川県教育委員会 1965 
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・「戦後横須賀教育史」横須賀市教育研究所 1969 

・「若人 17号」横須賀市立馬堀中学校広報委員会 1970 

 ・「『若人』24期卒業記念」横須賀市立馬堀中学校 1971 

 

４ 業者テストの見直し通達 

（１）業者テストの現状 

生徒が高校進学のために、自分の学力がどこまで到達しているか。テストの得点合計から

照らして自分が志望する高校の受験生の中で相対的にどの位置にいるのか。それを知るため

に業者テスト（以下、模擬テスト）は受検のたびに毎回データを出してくれる。業者は、か

なり広域の受検生のデータをもっているからである。何回かの模擬テストの結果を生徒、保

護者が志望校を決定する判断材料にするときに、どれほどの信憑性があるかどうかについて

は不確実な部分はある。 

   都道府県それぞれ独自の高校入試選抜方式をもっている。入試の点数がウエイトの高い地

域があり、日頃の学校の成績（内申）を重くみる地域もある。また、本人の体調によって受

験当日の入試問題の解答結果にも影響してくるであろう。しかし、模擬テストは日頃の学習

の励みになるし、志望校での自分の相対的な位置も知りたい。保護者も子どもと同じような

心理がはたらく。したがって、生徒・保護者のニーズがあるため、業者に学校という場を貸

して、そのニーズに応えてきたわけである。 

  地域によってはかなり以前から模擬テストは実施されていた。 

   そんな長きに渡って行われてきた“業者テスト”に国から待ったがかかったのである。文

部省の通達を見てみたい。 

 

（２）学校における業者テストの取扱い等について 

 

文初職第三九六号 

 昭和五一年九月七日 

 各都道府県教育委員会あて 

  文部省初等中等教育局長通達 

           

学校における業者テストの取扱い等について 

 

   いわゆる業者テストの実情については、さきに貴委員会の協力を得て調査したところであ

りますが、それによると、その実施状況や指摘されている問題点は地域によって様々である

とみられます。貴委員会におかれては、今後更に管下の中学校における詳細な実態の把握に

努めるとともに、左記の事項に留意の上、学校関係者の意見を十分聴取して、地域の実情に

応じて適切な措置が講じられるよう御配慮願います。 

   なお、先般実施した業者テストに関する調査の結果を添付しましたので参考に供してくだ

さい。 

   おって、学校における補助教材の取扱い等についても、昭和三九年三月七日付け文初職第

一二七号初等中等教育局長通達の趣旨の徹底方併せて御配慮願います。 
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記 

 

   一 学習の評価は、学校の指導計画に基づき教師自らが適切に行うべきものであり、また、

進路の選択に関する指導は、この評価とともに教師が行う観察、調査、相談等を通じて

的確に把握した個々の生徒の能力・適性、進路希望等を基にして行うべきものであるの

で、安易に業者テストに依存することがあってはならないこと。 

   二 業者テストを授業時間中に行うことは、学校があらかじめ作成する指導計画に基づく

教育活動に支障を来す等のおそれもあり、望ましくないものであること。 

   三 教師が金品等の報酬を得て業者テストの費用の徴収に携わる等の行為は、社会の疑惑

を招くおそれがあるので自粛すること。 

 

昭和 51年（1976 年）８月、文部省職業教育課は、全国の都道府県教育委員会に対して“業

者テストに関する調査”を行っている。以下、概要である。 

 

（３）業者テストに関する調査の概要 

○ 調査事項は、昭和 50年度（1975年度）における業者テストへの各学校や生徒の参加状

況やテストの結果得られる資料の利用状況及びこの問題についての各都道府県教育委員

会のこれまでの指導や今後の対策等についてである。 

   ○ 47都道府県の回答を集計して得た数値からは、大体の傾向をうかがい知るにとどまる。 

特に、校内テストについては、約６割の都道府県で県下の全域又は特定の地域で行われ

ている。なお、校外会場テストのみ行われているというものが数県ある。 

・「校内テスト」…中学校の正規の授業時間中に行われる業者テストをいう。 

・「自校会場テスト」…自校の生徒のみで正規の授業時間外に受ける業者テストをいう。 

・「校外会場テスト」…校内テスト及び自校会場テスト以外の業者テストをいう。 

 

ア ［参加回数］第１学年及び第２学年の生徒については、年間平均１～４回業者テストに

参加しているが、全く参加していないとする都道府県もそれぞれ２～３割ある。第３学年

の生徒については、年間平均６～10回参加しているとする都道府県が約半数を占め、１～

３回、４～５回がこれについでいる。 

 

  イ ［受験料］業者テストを１回受けるのに要する費用は、５教科については全部で 300 円

以上 600 円未満の業者が過半数を占め、600 円以上 900 円未満、900 円以上 1200 円未満が

これについでいる。業者テストに要する費用は、テストの都度生徒から徴収されるとして

いる都道府県が多いが、校内テストや自校会場テストについては、毎月定期的に、又は、

学期始めや学年始めにまとめて徴収されるとしているところもある。 

 

  ウ ［謝金等］校内テスト、自校会場テスト及び校外会場テストについて、教職員がテスト

の監督を行った場合、教職員がテストの費用の徴収事務に当たった場合及び会場テストの

会場に中学校を使用させた場合の三つの場合について、学校又は教職員に対して業者から

謝金等（会場の使用料等を除く。）が支払われているかどうかについては、いずれの場合も
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「全く支払われていない模様である」とする都道府県が５～７割程度あり、「一部で支払わ

れている模様である」及び「多くの場合支払われている模様である」とする都道府県は３

～４割程度ある。 

 

  エ 業者テストの結果得られる資料の利用状況 

    「偏差値」テストの結果、作成する資料の一つとして偏差値を出している業者が県下に

あるとする都道府県は七割を超えている。また、生徒個人に渡される資料にも偏差値を記

入している業者のある都道府県は過半数を示している。なお、中学校へ送付する資料の一

つとして、各高等学校別に偏差値による合否の水準の予想を行っている業者のある都道府

県は約３割となっている。 

 

  オ 「テスト結果の利用」 

（ア）高等学校進学の際志望校決定の資料とするなど進学指導の資料としている。 

（イ）生徒の各教科についての習得状況の把握や教科指導の参考資料としている。 

（ウ）誤答率の多い問題の分析等により指導上の反省資料とし、教師の指導計画や指導の改

善に役立てている。 

（エ）自校生徒と他校生徒の成績を比較する資料としている。 

 

  カ 「業者テストを利用していない学校の状況」 

   ○ 業者テストを全く利用しない中学校が県下にあるとする都道府県は約三割である。し

かし、このような県においても業者テストを全く利用しない中学校の数は極めて少ない。 

   ○ 「業者テストを利用していない主な理由」 

（ア）業者まかせの、偏差値で表わされた資料に基づく進学指導は教育的に問題がある。 

（イ）学校の指導計画が業者テストによって左右されるおそれがある。 

（ウ）進学競争の一層の過熱化を招くおそれがある。 

（エ）父母の経済的負担が大きい。 

（オ）自校で作成するテストその他の資料の妥当性を高め、これらを累積すれば、業者テス

トに頼らなくても進学指導に支障をきたさない。 

   ○ 「業者テストを利用していない学校はどうしているか」 

（ア）必要に応じて自作の模擬テストを行い、過去の実績にも照らし合せて進学指導を行う。 

（イ）個別指導を徹底するとともに、父母との進学相談を充実する。 

（ウ）進学先の高等学校との連携を密にするなど進学指導に工夫をこらしている。 

 

  キ 「通達後の各都道府県の対応」 

（ア）平素の学習指導や評価を重視し、業者テストに依存しないよう進路指導の適正化につい

て指導してきた。 

（イ）評価方法を改善するとともにその活用を図り、より適正な教育活動が行われるよう指導

してきた。 

（ウ）業者テストへの参加回数を減らし、生徒を強制的に参加させることのないよう指導して

きた。 
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（エ）正規の授業時間中に業者テストを実施しないよう指導してきた。 

（オ）学校における日常の観察、指導、評価を累積して、進学指導を適切に行い、業者テス

トにより正常な教育課程がみだされないよう指導を強化する。 

（カ）学校の進学指導の中に業者テストを組み入れない。 

（キ）業者テストへの参加回数を少なくするよう指導する。 

（ク）業者に対し、業者テストのための学校施設等の利用の許可や校内の進学指導の資料を

提供する等の便宜供与をしないよう指導する。 

（ケ）教師が受験料の徴収事務やテストの監督、テストの問題作成等に関与し、業者テスト

に係る諸経費について社会の疑惑を招くことのないよう指導する。 

（コ）保護者の経済的負担が過重にならないように指導する。 

（サ）高校に学校間格差がみられることから、進学指導について客観的な資料を得る必要が

あり、そのため業者テストを採用することはやむを得ないという意見もある。 

（シ）業者テストの実施により休日が費されることが多く、そのため生徒、父母、教師等の

負担が増加し、特に生徒の望ましい人間形成が阻害されるおそれがある。 

（ス）この種のテストは、教育関係機関(例えば、教育研修センター、校長会)で実施される

ことが望ましい。 

 

（４） 横須賀の状況 

   横須賀としては、というよりも神奈川県は、といったほうが妥当かもしれない。それは、

「入試選抜神奈川方式」が公的に確立されているからである。 

   この方式は、学力検査の比率が 25％で、選抜資料の四分の一という、そう高くないウエイ

トになっている。そのため、進路相談では模擬テストの結果に左右されることが少ないので、

学校としてはそれほど重きを置いていないといっても過言ではない。 

しかし、先にも述べたとおり、業者による模擬テストを受ける生徒は広域にわたっている

ので、データもより詳しくなり、同じ高校を志望する生徒の中での相対的な位置を知ること

ができる。そのため、結果を知ることによって勉強に力が入ってくるし、反面、志望校の高

望みを自制するデータにもなるといえる。これらの理由によって、やはり生徒、保護者の需

要は比較的多いのである。 

   したがって、模擬テスト校内実施は文部省通達後も学校によっては続けられていた。もち

ろん、授業時間を潰して模擬テストを実施するということは、横須賀市では考えられないこ

とである。当時は、土曜日まで授業があった時代で、土曜の午前中に授業が終わって、一般

生徒が下校した午後の時間帯で実施していた。 

   あくまで模擬テストは希望制である。また、文部省通達に「金品の報酬を得て」業者テス

トを行うことを自粛するという趣旨に則って、いわゆるリベートをいっさい受け取らず、む

しろテストの実施料金を可能な限り安くしてもらい、生徒に還元する方向で業者と話し合っ

ていったのである。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「学校における業者テストの取扱い等について」文部省通達 1976 
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３章 横須賀の特徴 ～学校現場から～ 

１節 横須賀市の児童生徒 

１ 不登校問題 

（１）長欠調査の変化 

“Ⅰ期以前”にみる、昭和 30 年代から昭和 40 年代にかけて、横須賀市教育研究所でまと

めた『所報』及び『紀要』による記録を概観すると、研究当初は、調査項目に「勉強ぎらい」

が設定されていたが、昭和 42年（1967年）の「長期欠席生徒についての調査と指導」（紀要

第９集）における原因による分類では、「勉強ぎらい」が「知能の欠陥」と「学業についてい

けない」の項目に変わっている。これは、“勉強ぎらい”という情緒的・抽象的な表現から、

子どもの能力をより具体的に表現したものといえる。 

また、昭和 46年（1971年）の「怠学とはいいきれない学校をいやがる子とその指導」（紀

要第 20 集）においては、調査項目の学校生活関係では、「交友」「集団への不安」「学習への

不安」「成績へのこだわり」「教師との関係」と、よりいっそう細分化されて調査されている。

これは、年々進学率が上がっていき、“受験戦争”といわれる時代にあって、勉強の悩みのみ

ならず、集団生活、交友関係、家庭の問題など、不登校の原因には多くの要素がみられはじ

めたともいえるのではないだろうか。 

さらに、不登校の子どもの一つの特徴として、「原因が分からないことが多い。むしろ理由

がつかめないところが特徴のひとつといえる。」など、新しい現象パターンがでてきたのであ

る。 

 

（２）昭和 40年代の長期欠席児童生徒 

「表１～表４」の統計は、「学校基本調査結果報告書」（神奈川県教育委員会）による。長欠

児童生徒は年度の１年間、連続・断続して 50日以上欠席した者。 

 

ア 児童生徒の長欠の実態 

 

  【表１】      横須賀市立小学校長欠児童の実態 

 昭和 44 年 昭和 45 年 昭和 46 年 昭和 47 年 昭和 48 年 

病気 69.3 71.0 63.7 66.4 74.3 

経済的理由 0.7 2.6 1.1 2.1 0 

学校ぎらい 16.3 20.6 22.3 17.8 13.1 

その他 13.7 5.8 12.9 13.7 12.6 

長欠児童数 人 153 155 179 146 183 

全市児童数 人 26,065 27,125 28,503 29,963 30,965 

出現率   ％ 0.6 0.6 0.6 0.5 0.6 

 

 

 

（％） 
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【表２】       横須賀市立中学校長欠生徒の実態 

 昭和 44 年 昭和 45 年 昭和 46 年 昭和 47 年 昭和 48 年 

病気 51.3 50.8 37.4 39.2 42.2 

経済的理由 1.8 3.3 2.4 7.2 0.9 

学校ぎらい 36.0 40.0 49.6 44.3 51.7 

その他 10.9 5.9 10.6 9.3 5.2 

長欠生徒数 人 111 120 123 97 116 

全市生徒数 人 11,692 11,457 11,775 12,237 12,794 

出現率   ％ 0.9 1.0 1.0 0.8 0.9 

（【表１・２】神奈川県教育委員会『学校基本調査結果報告書』昭和 45 年～昭和 49年まで） 

 

・ 長欠児童生徒の中で、「病気」が半数かそれ以上に多い。これは、“病気”ということで、

一括りにしているが、純粋に身体的な病気なのか、精神的な苦痛が“頭痛”“腹痛”などの

症状として身体にあらわれてきているのか、あるいは“虚言”なのか、これらを判断する

のは困難である。 

したがって、とにかく子どもが“頭が痛い”“お腹が痛い”と言えば、「病気」にカウント

してしまう方が一般的なのだろう。 

 

・ 先にも述べたが、かつて調査項目にあった「勉強ぎらい」は「学校ぎらい」として項目が

変更された。つまり、子どもが“学校に行きたくない”と言えば、「学校ぎらい」に、“勉強

したくない”と言えば「学校ぎらい」にカウントされたのだろう。 

確かに“学校ぎらい”は、勉強、交友関係、集団生活などを包摂してしまう概念である。 

 

・ 【表１】、【表２】に見るように、長欠児童生徒の出現率は中学校の方が高い。これは、や

はり中学生になると学習内容が難しくなっていき、授業についていけない子どもが増えて

いくという側面と、思春期前期という多感な時期に「交友関係がうまくつくれない」、「集

団になじめない」などの理由で長欠になってしまう事例を多くみることができる。 

   

イ 全県児童生徒長欠の実態 

  

【表３】      全県小学校児童長欠の実態 

 昭和 44 年 昭和 45 年 昭和 46 年 昭和 47 年 昭和 48 年 

長欠児童数 人 2,162 1,998 2,133 2,264 2,010 

全県児童数 人 413,859 441,233 473,237 505,057 527,435 

出現率   ％ 0.5 0.5 0.5 0.5 0.4 

   

 

（％） 
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【表４】      全県中学校生徒長欠の実態 

   昭和 44 年 昭和 45 年 昭和 46 年 昭和 47 年 昭和 48 年 

長欠生徒数 人 1,793 1,669 1,698 1,655 1,501 

全県生徒数 人 165,038 167,638 175,809 185,645 196,149 

出現率   ％ 1.1 1.0 1.0 0.9 0.8 

（【表３・４】神奈川県教育委員会『学校基本調査結果報告書』昭和 45 年～昭和 49年まで） 

 

全県の【表３】、【表４】の出現率と【表１】、【表２】横須賀の小学校、中学校の出現率を

比較すると、横須賀の小学校は若干高めではあるが、それほど違いはない。横須賀の中学

校は県とほぼ同じような傾向であるが、県は減少傾向である。 

横須賀では教育研究所を中心に、不登校等の対応については早い時期から精力的に取り

組んできた。 

 

（３）横須賀での長欠児童生徒への対応 

ア 相談体制 

（ア）教育研究所の相談業務は、年々相談件数が増え続け、昭和 39年（1964年）より３名体

制で相談業務を行うようになった。３名で全市を分担担当し、所内相談・学校訪問・家

庭訪問が実施された。 

       

「昭和 44年から５ヶ年計画で公立中学校に「生徒指導担当教員」が配置されるにおよ

んで、従来の中学生の反社会的な相談内容が次第に減少し、それにかわって非社会的

な問題に関する相談内容が増加し、中でも不登校に関する相談は増加の一途である。」

  

 

と横須賀市教育研究所『教育研究所創立 50 周年記念誌』（平成 11 年（1999 年）９月１

日）に記されている。当時の教育研究所相談室のひとりの所員（カウンセラー）は、 

    

その頃は“不登校”を「学校ぎらい」とか「登校拒否」などと表現していた。中学

校は非行問題が多かった。相談は、ほとんど登校拒否が多かった。家庭訪問もよくし

た。 

相談を受けていた生徒は卒業式に出られなかった。後日、校長室で卒業証書をもら

った。教頭先生が式次第を読み上げて、全く式と同じ形式でやってくれたのには感動

した。 

またその頃は、月１回、不登校の子どもたちをもつ先生方と教育研究所で事例研究

会をもって不登校の子どもたちの対応の仕方などを話し合ったのは大変有意義だった。 

 

と回想している。 
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（イ）横須賀市教育研究所相談室の広報には、当時の時代の特徴がよく表わされている一文

がある。 

 

最近、はっきりとした理由がないのに、学校を休む子どもが増加しているようです。

あしたは、かならず登校すると親や先生に約束し、夜には、時間割や持ち物を念入り

に点検していたのに翌朝になると、なんとなく出られない。理由を聞くと「頭が痛い」

「吐き気がする」「給食が食べられない」「友だちにばかにされた」などと言って欠席

する。その理由が認められなくなると、反抗や攻撃的な言動が多くなり、そのうちに

周囲の人たちから逃避するために自室や押し入れに隠れるようになる。 

     このような〝学校へいきたがらない子〟が最も多くあらわれる時期は、学年や学期

始めなど、特に５、６月ごろに集中しています。その原因・契機・行動上の特徴は、

個々の子どもにより多種多様で、複雑な問題を含んでいるため、指導法も公式的なも

のはないようです。問題発生の場合は、なるべく早く指導することが大切で、遅れま

すと問題解決は大変困難になるようです。相談室では、学校、家庭からの相談に協力

しながら、継続的な研究調査にあたっていますので、ご利用ください。 

（『研究所月報 68』（昭和 45年５月 25日）より） 

 

イ 担任の対応と悩み 

さまざまなタイプの不登校の子どもを受け持って、悩み、迷い、工夫しながら対応に苦

労をした担任の声である。 

 

    ● （下校後）校外でのОの遊び相手を児童に順番にさせ、組の様子をつかませようと

した。何度か迎えに行き、強引に連れてきた。いやがり、帰りたがるのをなだめ、ゲー

ムをしたり歌をうたったりする日が続いた。３日後の音楽の時間から普通の授業にも

どれた。抵抗なく登校できるように、児童には、仲間としてなかよくすること、学級

の目標からはずれた行動があってもがまんすること、反対に、多少でも良い行ないを

した時には全員の前でほめてやることを要請した。親には、学校での様子を残らず連

絡帳で知らせ、不安を除くようにした。（小学校担任） 

 

    ● ごく一般的な子で学校をいやがる理由がなかなかみつからず、また理由もはっきり

しないところに学校をいやがる子の特徴があります。～略～ 

     中学生ともなると自我に目覚めて精神的離乳が始まり、ひとり立ちできるまでの不

安は仲間との交わりの中で補っていくので、仲間を大事にし集団のきまりを大切にす

るのが普通ですが、この子たちは学校へ行かないことで自己主張をしているのではな

いかと思えるほどです。～略～ 

それにつけても「ひとりひとりを大切にする」という学級づくりのむずかしさを痛

感します。（中学校担任） 

             （『研究所月報 108』昭和 48年より） 
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≪参考資料≫ 

 ・「紀要第９集『長期欠席生徒についての調査と指導』」横須賀市教育研究所 1967 

 ・「紀要第 20 集『怠学とはいいきれない学校をいやがる子とその指導』」横須賀市教育研究所 

1971 

 ・「学校基本調査結果報告書」神奈川県教育委員会 1970～1974 

 ・「教育研究所創立 50周年記念誌」横須賀市教育研究所 1999 

 ・「研究所月報 68」横須賀市教育研究所 1970 

 ・「研究所月報 108」横須賀市教育研究所 1973 

 

２ 学校で荒れの兆候 

（１）シンナー流行の背景 

高度経済成長期である昭和 40年代には、科学技術が進展し、人々の生活が豊かになり教育

の大衆化が進んだ。中学生の高等学校への進学率は高まり、昭和 49 年（1974 年）には 90％

を超えている。 

   学校教育では、昭和 44年（1969年）の学習指導要領改訂で学習内容の高度化と量の拡大が

なされ、社会の知識偏重傾向や受験競争は、こうした状況についていけない子ども、いわゆ

る「落ちこぼれ」を生み、非行少年の第二のピークを迎えている。 

 

（２）シンナー乱用少年の実態 

   警察白書のシンナー乱用少年補導人員によると、昭和 46年（1971年）には４万９千人以上

が補導されておりシンナーの大変な流行状態がうかがえる。昭和 47年（1972年）に毒物及び

劇物取締法が制定され、昭和 48年（1973年）には補導人員は約１万６千人に減少したが、昭

和 53年（1978年）には約４万人となりシンナー乱用防止の困難さがうかがえる。 

   シンナーは安価で入手しやすいことから若者のあいだに急速に広まっていった。使用する

と脳に作用し多幸感、酩酊（めいてい）、幻覚などを起こし依存性も高い。一人で使用するこ

ともあるが、仲間で使用することが多く、やめられなくなり中毒になった乱用者は心身をむ

しばまれ、覚せい剤等の他の薬物使用につながることが多い。シンナー乱用少年の死亡例も

多く、昭和 48年（1973年）には全国で 58名に、昭和 53年（1978年）には 76名にもなって

いる。換気の悪い所で吸い酸欠状態での死亡例や、幻覚により仲間と空を飛べる妄想を抱き

校舎の屋上から集団で転落死した例もあった。 

   シンナーの乱用は、非行、暴力、犯罪につながることが多く、学校ではその生徒指導に大

変苦慮した。 

        シンナー乱用少年補導人員（全国）             （単位：人） 

昭和 46 年 47 年 48 年 49 年 50 年 51 年 52 年 53 年 

補導人員 49,587 36,054 16,220 21,137 35,968 37,046 32,578 39,615 

                           （【参考】昭和 54年版 警察白書） 

 

（３）横須賀の中学校でのシンナー乱用例 

   校舎の廊下に生徒がシンナーを吸った後の接着剤が入ったビニール袋が落ちていることが、

よく見かけられた。シンナーに絡んで、３年生から反社会組織にかかわっている卒業生に、
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毎週決まって万を超える額が上納されていた。３年生は仲間や学年内で賄いきれなくなると、

２年生の教室まで来て、いわゆる「カツアゲ」をしていた。学校の指導だけではとても解決

できず、警察と連携し、やっと十分ではないが解決に至った。平常時にはそう反抗的でない

生徒が仲間とシンナーを吸うと暴力的になり指導に困難を極めた。シンナーは仲間と吸うこ

とが多いが、一人で吸う生徒もおりその多くは家庭や学校等に不満を持っていた。タバコの

指導で家庭訪問した際に、母親も隠していたシンナーの吸引が、小さな妹からの話で分かっ

たこともあった。一般的にタバコがシンナーへの入り口になっていることが多かった。職員

会議中にふと外を見ると、崖から大きな岩が落ちたように見え、よく見るとシンナーで酩酊

状態の生徒だったこともあった。 

   シンナーの吸引で酩酊状態のときはそれ程でもないが、さめかかってきた時、特に暴力的

になり指導に困難を極めた。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「昭和 54年版 警察白書」警察庁 1979 

 

３ 連合生徒会の活動 

（１）主張の会 

   昭和 40 年（1965 年）から第４回までは毎年開催していた「主張大会」だったが、昭和 44

年（1969 年）の第５回より隔年開催になり、それを受けて連合生徒会は独自の「主張の会」

を立ち上げた。主張大会の午後の部で行っていたパネルディスカッションを中心に行う大会

として、土曜日の午後に中学校を会場として実施された。参加者は生徒会役員が中心だった。 

 

（２）連合生徒会機関紙「波紋」の発行 

   その年度の連合生徒会の活動を記録し、次ぎに引き継ぐために編集・発行された。創刊当

時は「ボランティア」という名称で、主張大会が隔年実施になった昭和 44年（1969年）に、

主張大会が実施されない代わりに発行されるようになった。内容は、生徒会役員としてどの

ように自分たちの学校生活をみつめ、考えてきたのか、そして、他校の良いところをどう自

校に生かしてきたのかなどであった。また、リーダース講習会・リーダースキャンプなどの

連合生徒会行事をどう作り上げてきたのかなど中心校・専門校としての苦労や参加しての良

かった点などの感想であった。 

   その後、「ボランティア」の内容が、その後の生徒会活動に一石を投じるという意味で「波

紋」と名称が変更になった。 

 

４ 体育祭・文化祭の様子 

体育祭、文化祭は、学校行事である前に、長年、地域の大きな“祭り”の一つであったといっ

てよい。学校としても１年間の中で、PTA・地域と一体となって取り組む、最も大きな行事でも

ある。 

   もちろん主役は生徒である。これらの行事は、「知・徳・体」のバランスのとれた総合的学習

の場といっても過言ではないだろう。各教科・領域の成果を行事に生かしながら、活動を通し

て更に意欲的にものごとに取り組んでいく力を育む効果を期待できるものである。 
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  したがって、各校とも長年相当の力を入れて取り組んできた大きな行事であるといってよい。 

 

（１）学習指導要領の規定 

   昭和 44年（1969 年）に告知された中学校学習指導要領で「学校行事」はどう規定されてい

るだろうか。以下に抜粋する。 

  第４章 特別活動、 第２ 内容 

   Ｃ 学校行事 

    １ 学校行事の内容は、次のとおりとする。 

    （１）儀式的行事  

    （２）学芸的行事  

    （３）体育的行事  

    （４）修学旅行的行事  

    （５）保健・安全的行事  

    （６）勤労・生産的行事 

    ２ 学校行事の（１）から（６）までは，適宜行なうものとし，その内容の取り扱いに

当たっては，次の事項に配慮する必要がある。 

    （２）学芸的行事においては，平素の学習活動の成果を総合的に生かすようにし，さら

にその後の向上への意欲をつちかうような活動にすること。 

    （３）体育的行事においては，心身の健全な発達に資し，公正に行動し，進んで規則を

守り，互いに協力して責任を果たすような活動にすること。 

 

（２）体育祭 

ア 指導目標（ねらい） 

上記の学習指導要領の「２」内容の取扱い（３）体育的行事の中で、「体」の育成のみな

らず、「心」との調和的発達を期するものであることが強調されている。 

    では、各学校は具体的にどう体育祭のねらいを設定しているのであろうか。最大公約数

的なねらいを例示してみたい。 

    指導目標 

   （１）体育的行事を通して、運動に親しみ、健やかな心身を育む。 

   （２）学級の団結を深め、一人ひとりが活躍できる場を設定し、達成感を味わうことがで

きるようにする。 

   （３）学年を越えたカラーの取り組みを通して、リーダー層の育成・一人ひとりの役割と

責任の意義について学ばせる。 

   （４）学校生活の一環で、日頃の保健体育授業・体育的活動の発表の場として活動させる。 

例示の「指導目標」は、標準的で明確である。 

 

イ 種目の特徴（例示） 

    ここでは陸上競技的種目は除く。 
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【四重の塔】（研究所所蔵写真） 

    ・障害物競走 ・買い物、借り物競走 ・棒とり、棒倒し ・東海道五十三次 

    ・ムカデ競走 ・騎馬戦 ・綱引き ・組立て体操、ピラミッド、三重塔 

    ・ダンス ・仮装行列 ・応援合戦など。 

 

以上、標準的な例示である。 

学校によっては様々なバリエーションがあり、呼称も各校の

工夫がある。「棒倒し」は、棒を倒すまでやると多くのけが人が

出るということで、走るスピードを落とさせたり、旗取りで勝

負を決するように改善されてきた。「騎馬戦」は、相手の馬を潰

すことが目的にならないように注意させ、学校によっては、帽

子を取るか鉢巻を取るかで勝負を決している。「ピラミッド」

は、大小様々で、体育教師が日常の体育授業から判断して、生

徒の力量がどの程度まであるかによってその大小が決まるよ

うである。また、「三重の塔」も、ピラミッドと同じで、生徒の

力量によって三重の塔が四重の塔になったりするが、運動能力

の高い生徒を選抜して、一つだけ四重の塔を作るという工夫も

されている。これらピラミッドや三重、四重の塔の成功は、わ 

が子の成長を見る保護者に喜びをもたらし、地域にも感動を与えるものとして注目されて

いる。しかし、時にはけがをすることもあり、中にはまれに、「この学校は、まだ組立体操

をやってんの？」と批判する保護者もいるようである。他地域では、五重塔を伝統にして

いる学校もあると聞く。ピラミッド・塔の大小については、今後も話題となっていくであ

ろう。「仮装行列」は様々で、歴史や物語から題材をとったものが多く見うけられる。 

 

  ウ 生徒の声 

「秋晴れのよい日だった。大奮闘の結果、青は総合優勝。クラスは第２位。運動会の花

とも言われる着つけ競争、私たちのクラスでは、とっても美人のハワイのフラダンス嬢

（原文のまま）ができあがった。モデルはもちろんＮ先生。フォークダンスでは、あこ

がれの子の手をにぎることができるとひそかに期待していた人も……。みんな楽しそう

に踊っていた。」 

      （横須賀市立馬堀中学校生徒会『若人』23 期卒業記念 1970年） 

 

「今までの行事で、一番思い出に残っている体

育祭。この日は小雨の降りどうしの一日だった。

しかし、小雨の中でも競技は続けられた。私達赤

軍のデコレーションもこの小雨のためにだいな

しになってしまった。 

     それに各軍女子だけの大むかで競技。この競

技は練習の時から調子が良かったせいか、私達

赤軍は自信らしきものがあった。しかしこの日は
【ムカデ競走】（研究所所蔵写真） 
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出足からそろわなくて小雨の中をころんでばかり。とうとう赤軍は４位になってしまっ

た。多少自信があったせいか赤軍はがっかりしてしまった。しかし他の競技の成績は良

く、赤軍は優勝となった。」 

 

「体育祭の日、悪天候の中で競技は次々と進められ、ついにカラー対抗女子の百足競争

が行われる番となった。その競技を私達は最大の苦手とし、私もやる前から終わった時

のみじめさを思い不安であった。ところが練習の時にはいつも失敗し、傷だらけとなっ

てしまった私達の足は、その日に限って軽快に、グングンと他のカラーを追い抜いてい

ったのである。まさに奇蹟であった。残念ながら１位ではなかったが、私の心に「みじ

め」という気持ちは一かけらもなかった。それどころか雨でびっしょびしょになってし

まった私の顔に、勝利という微笑みまでももたせたのであった。」 

          （横須賀市立公郷中学校 『昭和 48年度卒業記念文集』1974年） 

 

（３）文化祭 

   文化祭も体育祭と並び大きな学校行事である。各教科、領域との関連を生かし、文化部の

日常の活動の発表も併せ、総合的な学習の場としての意義は大きい。 

   学校によっては、年度により文化祭の規模は様々である。大文化祭の年か小文化祭の年か

によって、文化部だけの発表の年（小文化祭）であったり、各学年・各学級を母体として全

校生徒が活動する年（大文化祭）であったりしているようで、体育祭との絡みで詳細な計画

が練られている。 

 

ア 標準的な指導目標 

 目標 

（１）本校の文化的活動を継承・発展させる。 

（２）合唱コンクールの取り組みを通して、学級・学年の団結を深め、よりよい集団作りや

協力し合うことの大切さと感性を育てる。 

（３）日常の文化部の活動や教科学習の発表の場とする。 

（４）学区の小学校や地域との交流の場とする。 

 

  イ 取組内容 

（ア）学級の取組 

①ステージ発表 

各学級は、演劇やミュージカルなどを発表す

る。その場合、自分たちでシナリオを作るか、既

製のシナリオを使うかを学級で決めていく。何も

原案がないまま学級討議に付すとまとまりにく

いので、学級内にも「文化祭実行委員会」を設置

して「原案作り、まとめ、進行」役を務めるので

ある。普通、この中には学級代表として生徒会に出ている文化（文体）委員が含まれる。 

【ステージ発表】（研究所所蔵写真） 
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②合唱コンクール 

学級の文化祭実行委員会が学級の自由曲選定    

のための原案を作り、討議に付し決定する。事前

に学級の仲間から希望曲を聴取しておいて原案

を作るのが一般的である。文化委員がリーダー

シップをとって練習計画を作り、進行係として

活動していくことになる。 

③壁新聞づくり 

     活動の記録として、事後に班新聞を作ること 

が多い。 

（イ）文化部発表会 

これは、文化部の日常活動の発表の場である。学校の規模によって部の種類、数はま

ちまちである。顧問の得手不得手によっても種類は異なってくるであろう。 

     ・吹奏楽部 ・コーラス部 ・科学部 ・美術部 ・書道部 ・家庭科部  

     ・手芸部  ・華道（茶道）部 ・ボランティア部など。 

  （ウ）文化講座 

     校内の教員が講師になり、中学生の関心のあるテーマで講義し、生徒の意見交流も図

る。 

  （エ）外部団体の招聘 

プロの劇団の上演を鑑賞したり、有名高校の吹奏楽部を招いたりして、より質の高い

文化にふれさせることをねらう。 

 

ウ 生徒の声 

「『平和って何だろう』今、一人の少女が首をかしげて必死で考えようとしている。先日、

私は池中文化祭の幕開け、文化講座の「時事問題」に参加した。講師は１年生担任のＳ

先生。普通の中学生には、何だか近寄りがたいようなこの講座に私たちが参加したのに

は理由がある。それは、今、世間でもめている「ラロック証言」のことについても、この

講座で触れると聞いたからであった。核の問題については、私もいささか興味をもって

いたので、友達と相談して行くことにした。 

     ところが、当日になっていざ教室へ入ってみると、いるのはほんの７～８人。私たち

４人が肩を並べて座るのには十分すぎるくらいのスペースがいくつもあった。他の講座

には、かなりの人が入っているというのに……。それでも少しずつ集まってきて、25～

26人ぐらいになっただろうか。 

     予定より５分遅れて講座が始まった。まず最初は広島に落ちた原爆のこと。なんでも

講師の先生は、江田島というところで、膚で原爆を感じた方だそうだ。とてつもない爆

風とキノコ雲。全身やけどの、体中から悪臭を放つ被爆者。……気の小さい私は、話だ

けでも顔をおおわずにはいられなかった。先生はしきりに主張された。「広島の原爆でさ

えこうなんだ」と。 

     あれから 30年。科学はどんどん進歩し、人類の文明はとどまることを知らず、 

【合唱コンクール】（研究所所蔵写真） 



第Ⅰ期 ３章 横須賀の特徴 ～学校現場から～ 

１節 横須賀市の児童生徒 

 

  76  

 

    やがては極限に達しようとしている。30年前に県を一つ破壊する力をもっているのなら、

今、この地球一つこわす力をもっているといってもおかしくない。…（略）…実際に私

たちは死と向かい合っているのだ。いつどうなるかもわからない殺人兵器が、この横須

賀に入り込んでいるかもしれないのだ。なぜ、みんなは無関心でいられるのだろうか？

オクラホマシティの入港に気づかなかった横須賀市民。 

     今度の文化講座＝時事問題の集いにしたって、そのいい例だ。定員 30名なのに半分し

か満たなかった参加人数。スライドを見て知らない国を見つめるのもいい。 

     無線で電波をとばすのもいい。みんなすばらしい体験をしたと思う。けれども、私個

人の意見としては、もう少し自分たちの身近な問題に目を向けてほしかった。それは身

近だけれど、とっても大事なことだから。 

     私たちは、この問題からけっして目をそらしてはいけないと思う。今は小さい力だけ

れど、前向きに、しっかりと見つめて、いつかはきっと本当の平和をつかみ、子孫に渡

してあげなければならないから……。」 

             （「横須賀市学校文集」No.43  横須賀市立池上中学校２年生） 

 

「私は文化部に入っています。今年の文化祭は小さくて、体育祭は大きい年です。今度

からは毎年、大きい文化祭にすればと思っていました。私が卒業した年は、文化祭は大

きいのをする年だと聞いてがっかりしました。残念でなりません。もっと思い切った文

化祭をしたかったと思います。」 

             （横須賀市立鴨居中学校生徒会機関誌「かもめ」1973） 

 

「今年は例年と変わって、ステージ発表を各クラスで行ったり、壁新聞を作ったりした。

７組では「青春」をテーマに取り、展示、ステージ共に大活躍。とくにステージでは名

演出家も出て、趣向を凝らし、コントの間に歌というような楽しいものになった。その

せいかわがクラスのステージ発表は、みんな好評だった。テレビ出演の声もかかったと

か。」 

          （横須賀市立馬堀中学校生徒会「若人」23期卒業記念 1970） 

（４）体育祭、文化祭の課題 

   生徒の意見にもあるように、大体育祭と大文化祭は隔年に行っている学校が多かったよう

だ。学校規模により時間的物理的な制約があるからである。年間授業時数を確保し、生徒の

活動に負担がかからないように計画していくのであるが、それでもなお、取り組み始めると

熱が入り、遅くまで生徒を残して仕事をさせることになりがちであった。更に授業時間を余

分にカットすることも時にはあったのである。そういう、いわば慢性的なオーバーワークは

年来の課題であったわけである。次の教員の記録からその一端を知ることができる。 

「平成元年まで、大津中では、大・小の体育祭と文化祭が隔年ごとに行われていました。 

     体育祭では、実施要項の決定が、７月上旬以降になることから、生徒の手に委ねるこ

とのできる活動分野がかなり限定されてしまうことが問題になりました。 

     しかし、体育祭担当者の努力や、教育課程検討委員会の取り組みにより、前年度の反

省の中で大枠を決定していくことで解決されていきました。 
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     文化祭は、はじめ各学級の演劇、ステージ発表、自由研究発表、主張発表、教師が講

師となって行う各種文化講座などを行っていました。そのため、33学級が９日間のうち

に学級演劇を作り上げることの困難さ、全校生徒が 1,400名もいるため、２部に分けて、

ステージ発表を行わなければならないこと、何より、小体育祭と合わせて、異なる種類

の全校行事を 20日のうちに行うことから生じる様々な不都合から、体育祭、文化祭を行

なうことの是非が論議されました。 

     まず、文化祭での各学級の出し物については、演劇にこだわらずに広い視野をもって、

新しいものを模索することを考えることにしました。」 

  「30学級をこえる規模で、２学期に体育祭、文化祭を行うことについての是非が長らく

議論されてきました。 

     隔年で大・小の体育祭、文化祭が行われていましたが、体育祭では、応援合戦のある

なしだけの違いで多くの個人種目、団体種目が行われました。文化祭では、４日間にわ

たり、学年ごとに演劇の発表、文化講座を行いました。学級数が多いため文化会館を借

りて合唱と外部団体、文化部発表の取り組みの変遷はありましたが、行事の精選が叫ば

れる中、時間を節約しつつ、有意義な活動にならないかと模索しました。」 

           （横須賀市立大津中学校 創立 20周年記念誌「時流」1996） 

 

（５）子どもたちがよく歌った曲 

   当時、よく歌われた曲は、「モルダウ」、「心さわぐ青春の歌」、「ジェリコの戦い」、「喜びの

歌」などが代表的なもので、学級会、キャンプ、お別れ遠足などのバスの中で歌われた曲は、

「小さなスナック」、「戦争を知らない子供たち」、「太陽がくれた季節」、「心の旅」、「虹と雪

のバラード」などがある。 

   「虹と雪のバラード」は、昭和 47年（1972年）２月に札幌で開催された「第 11回冬季オ

リンピック」のテーマソングで、「小さなスナック」と並び、人気のある曲であった。また、

昭和 40年代後半ごろから「心の旅」など、テンポが速く軽快な曲を学級の合唱曲として好む

ような傾向が出てきた。その後、「心の旅」は大流行となった。生徒は流行の前に、時代の雰

囲気を先取りする鋭い感覚をもっていることに感心させられる。 

   また、３年生くらいに成長すると、声に重厚さがでてきて、いっそう重みと伸びのある美

しいハーモニーをつくり出すようになってくる。文化祭に「ゴッドファーザー『愛のテーマ』」

の難しい曲を学年合唱に選んだ学校もあった。 

  次のような生徒の感想文がある…… 

「入学式の時、３年生の「よろこびの歌」に迎えられ感動。（公郷中）」 

  と、卒業文集に１年生の時の思い出を記している。また、 

    「新しい担任と森昌子『先生』とのギャップ（公郷中）」 

  という文言を卒業文集にみることができたが、『先生』も流行した曲の一つである。 

               （横須賀市立公郷中学校「昭和 48年度 卒業記念文集」1974） 
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≪参考資料≫ 

・昭和 44年告示「中学校学習指導要領」文部省 1969 

・「『若人』23期卒業記念」横須賀市立馬堀中学校 1970 

・「創立 20周年記念誌『時流』」横須賀市立大津中学校 1996 

・「昭和 48年度卒業記念文集」横須賀市立公郷中学校 1974 

・「生徒会機関紙『かもめ‘73』」横須賀市立鴨居中学校 1973 

・「横須賀市学校文集 中学校の部 №43」横須賀市教育研究所 1975 

 

５ 子どもの遊びに潜む意識 

横須賀市教育研究所は、昭和 45年（1970年）度から昭和 50年度（1975 年度）にわたり、「子

どもの遊びの傾向」について調査・研究を行った。 

昭和 47年度（1972年度）の「平日における帰宅後の生活実態調査」で、子どもたちの多くが

「戸内あそび」「なんとなくすごす」という傾向を示していることが分かった。 

昭和 48年度（1973年度）は、「子どもたちが『あそび』をどうとらえているのか」に焦点を

あて、本市の環境を三つに分け、それぞれの地域の児童・生徒にアンケート調査を行った。児

童は、４年生から６年生まで 647名（男子 330名、女子 317名）、生徒は１年生・３年生 345名

（男子 179 名、女子 166 名）である。ここでは、調査事項すべてについて言及できないので、

子どもたちがリーダー（ガキ大将・おてんば）の存在をどうとらえているかを考えたい。 

「あなたのあそび仲間には、あそびのリーダー（ガキ大将・おてんば）になる子がいますか。

それともいませんか。」という問いに対しては、全学年を通して過半数の子どもたちは、「ガキ

大将・おてんば」の存在を示している。また、全学年いずれも 20～30％前後の子どもたちが、

「わからない」と反応している。これらについて、調査者は、「これは以前ほど強烈なイメージ

を持ったものがいないためか。それとも、あらゆる場面でみんなの協力を願い、一人一人の意

見や行動をしっかりと見つめていこうとする指導の成果なのか。この調査結果をもとに、あら

ためて、ガキ大将やおてんばの存在を手放しで喜んでよいものかどうかを考えてみる必要があ

るのではないか。」と述べている。 

次に、「あなたは、あそぶときリーダー（ガキ大将・おてんば）になる子がいた方がいいと思

いますか。それともいない方がいいと思いますか。」という問いを考えたい。この問いに対し、

「いない方がいい」と答えた児童・生徒が、全学年を通して 50～60％を示し、歓迎されていな

いのが分かる。この結果について、「これは、以前ほどボス的権力者を必要としない今の子ども

たちの集まりのためだろうか。また「ガキ大将・おてんば」は悪い子と考えている者もかなり

いるのではないかと思われる。遊びの集団が小さくなっている現状の中では、一人一人がリー

ダーであり、仲間だとの考え方から、ガキ大将・おてんばが現われにくい状態にあるともいえ

るのではないだろうか。」と調査者は述べている。「いる方がいい」とその存在を願っているも

のは、ガキ大将・おてんばが「いる」という実態をやや下回っているものの、小６の 9.3％を除

いては、各学年とも 10％台を示している。調査者の次の言葉は、示唆に富む。 

「教師からも、子どもからも歓迎される現代的ガキ大将の出現は、これからの課題といえ

るのではないだろうか。」 

（紀要 38集「遊びに関する子どもの意識調査」教育研究所 1974.1） 
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≪参考資料≫ 

 ・「紀要 34集『子どもの遊びの傾向に関する研究』」教育研究所 1973.3 

 ・「紀要 38集『遊びに関する子どもの意識調査』」教育研究所 1974.1 

 ・「紀要 50集『子どもの遊びの傾向に関する調査』」教育研究所 1976.3 
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２節 横須賀市の教育研究 

１ 各研究会の取組 

  昭和 33年（1958年）の学習指導要領改訂では、これまで経験主義や生活単元学習に偏り過ぎ

だったことから、学習内容の系統性、基礎学力の充実が重視され、科学技術の振興の面から理・

数の改善・充実が重視された。また、小・中の一貫性を図ることも示された。 

  昭和 43年（1968年）の改定では、科学技術の進展、経済発展による国民生活や国際的地位の

向上等の社会情勢の進展から教育内容の現代化、高度化が重視された。そして昭和 52年（1977

年）の人間性重視の学習指導要領へと転換していくのである。 

  昭和 33年（1958年）及び昭和 43年（1968年）の学習指導要領の趣旨がどのように横須賀の

各教科研究の研究テーマに反映されているのか、「横須賀の教育―教科研究会年表―」（横須賀

市教育研究所）の昭和 40年（1965年）から昭和 51年（1976年）の研究テーマを見てみた。 

 

 
研究テ―マ 

年度 

（昭和） 

小 

 

 

 

国 

・題材のねらいに応じた効果的な指導法 

・小学校における言葉のきまりについて 

・移行指導にともなう新学習指導要領の研究 

・読むことの学習指導における指導過程について 

・移行措置にともなう新学習指導要領の研究 

・新学習指導要領の研究 

・読むこと書くこと（作文）の領域においてことばのきまりをどのようにとりいれたらよ

いか 

・国語科における読書指導をどう進めるか 

40～42 

43 

 

44 

 

45 

46 

 

47 

小 

 

 

 

 

算 

・数学的な考えを伸ばす指導はいかにするか 

・算数指導において集合の考えや関数的な考えを、実際に取り入れるにはどのようにした

らよいか 

・より進んだ数学的な考え方や処理の仕方を伸ばすにはどのようにしたらよいか「新しい

指導要領の移行措置とその研究」 

・「移行期における算数科指導計画の参考」 

・「筋道をたてて考える力」を育てるには、どのようにしたらよいか 

・算数の指導において統合的、発展的に考察したり、処理したりする能力や態度を育てる

にはどのようにしたらよいか 

・日常の事象を数理的にとらえる能力と態度を伸ばすためには、指導内容の取扱いや指導

法の上でどのような工夫が必要か 

・適切な見通しを立て、筋道を立てて考える能力や態度を伸ばす指導はどのように進めれ

ばよいか 

・数学的な用語や記号を適切に用いさせるための指導はどのように進めたらよいか 

41 43 

42 

 

44 45 

 

45 

46 

47 

 

48 49 

 

50 

 

51 
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小 

 

 

 

理 

・移行期における学習の効果を高める年間指導計画と単元の構成はどのようにしたらよ

いか 

・新教材の効果的な学習指導をどのようにすればよいか 

・生物教材における学習指導を効果的に行うには指導計画、環境の整備指導方法をどのよ

うに工夫したらよいか 

・〔物質とエネルギー〕における学習指導を効果的に行うためには、指導計画や指導方法

のうえでどのような工夫が必要か 

・「地球と宇宙」における学習指導を効果的に行うには、指導計画や指導方法のうえでど

のような工夫が必要か 

・児童自ら問題を持ち、解決していく学習過程をどのように計画し指導すればよいか 

・児童の発達段階に応じた問題解決のための指導計画と方法について  

44 45 

 

46 

47 

 

48 

 

49 

 

50 

51 

小 

 

 

 

中 

 

 

 

社 

・社会科内容の系統及び指導過程の研究 

①３年の参考単元の改定 ②中学校１年地理的分野（郷土） 

③授業研究（系統性にたっての単元構成による） 

・授業を通して教材内容と指導法の研究 

 ◦小学校は政治的内容を持つ単元を中心にして 

 ◦中学校は近代史を中心として地理的内容と歴史的内容との関連性について 

 ◦授業過程「動揺した時代の分析、中学校郷土読本改定」 

・「授業を通した教材内容と指導法の研究」小学校～移行措置を含めて、学年に応じた教

材内容の展開方法、中学校～新指導要領の再検討と指導法の考察 

・（小）新指導要領による基準カリキュラムの作成 

（中）地理分野における基本的事項の研究 

・（小）郷土学習をするための単元と資料の研究 

（中）地理的分野の基本的事項の研究 

・児童生徒の社会認識についての調査研究 

・資料作り（スライド作成） 

・児童生徒の社会認識についての調査研究 特に政治分野の基本的事項について 

・児童生徒の社会的認識を進める 

・社会科授業と視聴覚機器、資料の関係を追求する 

・（１）「児童生徒の経済に関する意識調査」のまとめと単元への活用 

（２）社会科授業における視聴覚資料の活用 

40 

 

 

44 

 

 

 

45 

 

46 

 

47 

 

48 

 

49 

50 

 

51 

 

 

中 

 

国 

 

 

 

・書写の指導・読むことの技能、態度の指導 

・効果的な作文指導 

・新学習指導要領の内容研究―特に読むことの指導について― 

・読みの基本的指導過程を確立し理解力・表現力を高める 

・現行教科書の批判を含め教材の自主編成を考える 

・読みの基本的指導過程を確立し理解力・表現力を高める。現行教科書の批判を含め教材

の自主編成を考える 

・学習意欲を高めるための指導過程はどうあるべきか 

40 

42 

44 45 

46 47 

 

 

 

48 49 
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中 

国 

・指導内容の重点化を図るとともに目標と内容にあった指導過程を工夫する 

 －各校の持つ研究テーマを副題とする－ 

50 51 

中 

 

 

 

 

数 

・数学の現代化の指導をいかに進めるか―数式と図形の検証－ 

・変換の考えを活かす図形指導について a 図形における集合 b 変換の指導 

・「変換の考えを活かした指導」 １移動と合同変換の指導と診断テスト  

２相似変換の指導内容の研究（位相の指導計画） 

・集合理論の基本内容の指導段階・変換の考えを活かした図形指導の実践面・移行指導に

ついて  

・集合、理論指導法の研究・集合の考えに基づく指導内容の整理と指導 

・新教材の指導と問題点 

・新教材のねらいとその指導 

・数学科における基本的事項をどのように指導していくか 

・内容のどこが基本的事項か 

・重点をおいて指導するところはどこか 

・内容統合を図るのはどこか 

・数学的な見方、考え方をのばす指導 ①教材の精選や指導の重点化 

②基礎的な知識と技能の習熟 ③数学の内容の改善 

40 

44 

45 

 

46 

 

47 

48 

49 

50 

 

 

 

51 

 

中 

 

 

 

理 

・科学概念を育成するにはどうしたらよいか 

・科学の基礎概念をどのように理解させたらよいか 

・科学的基礎的概念を理解させ思考力を伸ばすにはどうしたらよいか 

・エネルギー概念の指導（１）系統の研究 （２）指導法の研究 

・移行措置の研究―探求の過程を重視し、科学的方法を身につけさせるにはどうしたらよ

いか― 

・探求の過程を重視し、科学的方法を身につけさせるにはどうしたらよいか―各学年、各

単元の中でどのような素材をとりあげどう指導したらよいか― 

・探求の過程を重視した理科指導 

・理科教育における課題の解決をめざして―基本的な科学概念と自然観の育成― 

40 

41 

42 

44 

45 46 

 

47 

 

48 

49 50 

51 

本稿では、小学校中学校とも、国語、算数・数学、理科、社会を掲載した。 

各研究会とも、昭和 43年（1968年）改訂の学習指導要領の主旨、内容の研究、移行措置の研

究及び指導計画の作成について積極的に進めようとしたことがうかがえる。教科によるが、昭

和 44年（1969年）までは、昭和 33年（1958年）改訂の学習指導要領の系統的学習の考え方を

活かしたテーマ設定がみられた。 

昭和 45 年（1970 年）中学校社会の「新指導要領の再検討」、昭和 46 年（1971 年）中学校国

語の「現行教科書の批判を含め教材の自主編成を考える」については、昭和 30年代に横須賀で

は「学習指導要領、教科書への批判と教材の自主編成」運動が行われたが、この運動が昭和 40

年代まで活きていたのか興味深い。 

≪参考資料≫ 

 ・「横須賀の教育―教科研究会年表―」横須賀市教育研究所 1964～2002 
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２ 教材の精選と自主編成 

（１）「精選」と「自主編成」 

  教材の自主編成は、日本教職員組合の運動として生まれた。「教材の精選」とは意味がちが

う。教科書教材であれ、自主教材であれ、指導に当たっては、「児童生徒の実態を考慮して、

重点のおき方に適切な工夫を加え、指導の効果を高めるように努めるものとする」（学習指導

要領）ことについて、一般論としては、それを教員が日常的に教材研究の視点としてもって

いることは言うまでもない。 

 しかし、教材の在り方については、さまざまな視点が考えられる。教職員団体は、「平和、

民主主義、学問の自由」等の視点から国の政策を批判し、運動論を展開しているが、一部に

は自主教材の在り方についての研究成果をみることができ、教科書とのバランスを考慮しな

がら、効果的な授業実践を行っている。学習指導要領の目標、内容は、教師が教科等を指導

実践していくうえで自由裁量の幅を有しており、創意工夫が期待されているものである。 

 しかしながら、昭和 45年（1970年）福岡県立伝習館高等学校の３人の教諭が「偏向教育と

学習指導要領に定められた当該教科の目標及び内容を逸脱した指導を行った」旨、懲戒免職

処分となった事例がある（伝習館問題については『伝習館・自立闘争宣言』等の資料を参照

のこと）。 

 

（２）指導内容の精選・重点化 

昭和 47年（1972年）10月 27日付文部事務次官通達「小学校、中学校、高等学校の学習指

導要領の一部改正ならびに運用について（通達）」に、 

「教科書の使用に当たっては、学習指導要領に示す各教科等の目標および内容に照らし、

また、児童生徒の実態を考慮して、必要によりその記述内容の取扱いに軽重を加えたり、

内容を精選したりするなどの適切な配慮を行なうこと。また、児童生徒が使用する教科

書以外の図書その他の教材（学習帳、問題集、練習帳を含む）を使用する場合において

は、児童生徒の学習上の負担が過重にならないよう特に配慮すること。」 

とある。ここで初めて「軽重
．．

を加える」「内容を精選
．．

」の文言が出てくる。そして、小学校、

中学校の学習指導要領では、 

「各教科、道徳および特別活動の内容に関する事項の指導に当たっては、……それぞれ

目標および内容の趣旨を逸脱しない範囲内で、児童生徒の実態を考慮して、重点のおき

方に適切な工夫を加え、指導の効果を高めるように努めるものとする。」 

とあり、高等学校学習指導要領では、 

「各教科・科目および各教科以外の教育活動の内容に関する事項の指導に当たっては、

……それぞれ目標および内容の趣旨を逸脱しない範囲内で、生徒の実態を考慮して、重

点のおき方に適切な工夫を加え、指導の効果を高めるように努めるものとする。」 

とある。 

 上記のように文部省は、しきりに「目標および内容の趣旨を逸脱しない範囲内で」を強調

している。これは先の伝習館高校３教師の懲戒免職処分で大きな社会問題となり、その後も 
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裁判で紛糾するという経過があったからであろう。 

 また、「重点のおき方に適切な工夫を加え」も「精選」と相まって指導内容の重点化が強調

されている。これは昭和 44年（1969年）の中学校学習指導要領の改訂で、各学年とも総授業

時数が増えたことにも起因するといえるだろう。特に「各教科等の内容に軽重を加えたり、

精選したり」、学習が不消化にならないように「学業不振のため通常の教育課程による学習が

困難な生徒について、各教科の目標の趣旨をそこなわない範囲内で、各教科の各学年または

各分野の目標および内容に関する事項の一部を欠くことができる」としている。つまり、弾

力的運用が配慮されているといってよい。 

 この文部事務次官通達によって各教科研究会、各学校単位で「教材の精選をどう効果的に

進めるか」が盛んに叫ばれるようになった。 

 

（３）横須賀での研究 

  文部省が事務次官通達で「精選と重点化」をうたう前に、横須賀ではそれを研究課題とし

ていた。横須賀市教育研究所が発行する「研究所月報」は、毎月１回定期的に発行されてお

り、全市的視野に立って「今、考えなければならない教育課題は何か」を提示して、全市教

職員どうし教育課題を共有する場として活用されている。 

 その「精選と重点化」通達以前に、横須賀ではすでに研究課題とされていた。それは、き

め細かな授業をしていると年間指導計画を消化しきれなくなり、進度をはやめると児童生徒

が授業内容を理解するのに支障をきたすということを教員が日常的に感じていたということ

が一つの理由であり、もう一つは、教職員団体（日教組）が昭和 43 年（1968 年）に「総学

習・総抵抗」運動を展開するなかで、「自主編成」が強調されたことがその理由であったと考

えられる。 

 

 「総学習・総抵抗」運動の背景には、文部省全国中学校一斉学力調査実施（1961）、教科書

無償化による教科書検定制度の強化（1963）、「期待される人間像」の提唱にみる政治・財界

の教育への介入、教頭法制化、主任制度化についての灘尾文相発言（1967）、学習指導要領の

改訂（1968）、大学への政治権力の介入（1969）など、一連の権力による教育への介入に日教

組が危機感をいだいたと「近現代日本教育小史」（国民教育研究所編）に記されている。 

 その後、昭和 46年（1971年）１月、日教組は「私たちの自主編成－その理論と実践」にお

いて「自主編成運動の六つの基本的視点」を出している。 

 

 ① 憲法、教育基本法の精神にそったものであること 

 ② 子どもの全面発達を保障するものであること 

 ③ 科学に開かれ、系統的で精選されたものであること 

 ④ 組織的、集団的なものであること 

 ⑤ 職場闘争と一体的にすすめなければならないこと 

 ⑥ 父母、地域と結びつきを深めること 

        

   したがって「系統的で精選されたもの」とあるように、教師たちは、精選も自主編成の視

点をもって研究に取り組んでいたといえる。 
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＜教師たちの取組＞ 

『研究所月報 58』（昭和 44 年（1969 年）７月 25 日）のテーマは「教材の精選はどんな

観点から行ったらよいか」である。二人の教師の寄稿をみてみよう。 

     最近、教材の精選化が大きく叫ばれていますが、精選という事は教材の内容項目を予

定時数に合うように量的に少なくすることではないと思います。精選の視点で大切なこ

とは、①授業を生き生きとしていくためにその単元にどんなテーマを中心にすえていく

ことがよいのか、②そのことにより生徒の興味や反応が具体的に表面化してくるかどう

か、③生徒の既習知識をより高いものへと引き上げることができるか、などのことだと

思います。いわば教材を媒介に教師と生徒の目が輝くかどうかともいえましょう。 

     以上の３点を教材精選の視点として、教師の教材研究も１時間１時間を創造にみちた

営みにするためには、生徒の意識や関心をよびおこす用意が必要です。教師の提起する

教材と生徒の興味や関心とが止揚された形で、教材は常に質的転換が行われなければな

らず、昨年と同じことをくりかえした授業はけっして生徒も目をさますことにはなりま

せん。（略）教材により生徒が変わっていくうえに教師自身もまた変わっていくことこそ、

本物の授業と言えるのではないでしょうか。教材選びは教師のうれしい宿命とも言えま

しょう。  

（「子どもを変えるという視点で」中学校教師）  

  

    （略）定められた時間の中でいかに能率よく授業をすすめていくかということだけ追求

されるようになると思います。何を教えるべきなのかという批判的な立場に立つことも

できず、科学的、教育的な系統を確立していくということもおぼつかなくなります。 

     いずれにしても、教師ひとりひとりの生き方につながった問題として考えなければな

らないと思います。何を教えなければならないかということが根本の問題であって、こ

れを追求していく過程から必要な時間数も定まってくると思うのです。戦後、わたした

ちは民主教育の理念にもとづいて、教育研究の自由を与えられました。教材の精選には、

まずこの民主教育の理念に立ちかえって考えるべきだと思います。それには第一に教育

基本法に示された教育理念に立ちかえって、何を教えなければならないかをつかんでい

くことだと思うのです。もちろん、このことは一個人の力のみで解決されるものではな

く、教師集団の相互の研究と討議の中で大いに深められる必要があると思います。 

（「民主教育の理念に立ち返って」小学校教師） 

   

以上２点の主張することは、教材の量だけの問題ではなく、何を教えるかという「質」

の問題を考えることが大切だということ、また、民主教育の基本に立ち返って、知育偏重

に陥らず、全人的教育の大切さ、教師集団の高まりの大切さであるということにまとめら

れる。 

    昭和 48 年（1973 年）３月 25 日付「研究所月報 102」には、新年度を迎えるに当たり各

教職員に指導の徹底を図るため、昭和 48 年度横須賀市教育委員会「指導の重点」が掲載さ

れている。その項目の中に、「教育内容の精選については、基本的な内容をおさえ、これら

の組織・配列を有機的に関連づけて望ましい人格を形成するように努力する。」として、  
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昭和 47年（1972年）10月 27日文部省事務次官通達「小学校、中学校、高等学校の学習指

導要領の一部改正ならびに運用について」を根拠とし、その概要を解説して指導の徹底を

図っている。103 号の月報（1973.4.25）も「教材の精選」を特集テーマにしている。 

    昭和 44年（1969 年）４月、文部省は中学校学習指導要領を告示（全面改訂昭和 47年４

月より実施）し、授業時数が増えた。総授業時数は、第１学年 1155→1190、第２学年 980

→1190、第３学年 1085→1155となった。そのため、先の自主編成運動とあわせ教材の精選

に拍車がかかったのではないだろうか。 

   『研究所月報 103』の寄稿文を見てみよう。 

     「知識倍増期」のここ数年来、教材の精選が叫ばれているが、どの教科の教科書も相

変わらず大盛り教材である。理科の場合「教科書を教える」の「を」を「で」に置き換

えて指導しているが、やはり教材大量化という現象の前には授業の量的能率を目標とす

る姿勢が強く出てくる。確かに教材の中は種々の文化価値のある事項でいっぱいである

が、これらの事項は学習の素材であってそれ自身がそのまま直ちに教育的価値を示すも

のでないと思う。少なくとも子どもの学習の積み重ねやその姿勢の受けとめ方、教師の

指導の態度や方向の正しさがなければ教育的価値を示さないと考える。～略～ 

そこで勝手気ままに取捨選択するのでなく、指導目標に合わせて現代科学の線上に立

ち、科学の方法と基本的科学概念と子どもの認知構造との関連はどのようにするのかと

いう観点で教材を取り上げるべきと思う。～略～ 

要するに精選された既製品の出現を期待することなく、どの時点でも教材の内容なり

方法なりを再構成・再検討していく授業研究運動が教材の精選であると思える。 

（中学校教師） 

 

今、どの教科も指導内容があまりにも多すぎると考えるのはわたしだけではないと思

います。例を図工科にとってみると、図工という教科の性質上、教科書のはしから順に

全部の教材をやっていくのではなく、地域や学校・学年の実情に応じて選択したものを

年間に配分する必要があります。そこで造形教育研究会で作られた年間計画を参考資料

として各学年ごとに指導計画を立てて学習活動を行っています。これは教材を選ぶ際に

大変都合のよい手がかりになりますが、それをそのまま適用することができない場合も

当然出てきます。～略～ 

他教科の時間を図工科にふり変えれば、時間をかけた作品はできますが、どの教科も

ぎっしり年間計画が組まれており、予定時数の範囲内で仕上げるように児童を追いたて

てしまうことになります。また図工科には他教科と比べて受持教師個人の好み（得手不

得手）によって教材をとばしたりちぢめたりということがあるようです。児童の要求す

るもの、興味をもつものが与えられないままに省かれたりすることもないとは言えませ

ん。私たちは何をどのように児童に与えていくべきか、自分が教壇に立って子どもたち

に与えている教材が果たして十分に検討され選びぬかれたものであるのか、そうでない

とすれば、これからまず何をしなければならないかを考え、新年度がスタートしたこの

４，５月こそ、できることから一つ一つ着実に実践していく第一歩としたいものです。 

（小学校教師） 
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この月報 103 号では、「子どもが教材をどの程度理解可能なのか、を授業実践の中から検

証し、精選につなげていくこと」「研究会で年間指導計画を組織的系統的に作っていること」

「どんな子どもに育てたいか、そのためにどんな教材を選ばなくてはならないか」などの

視点が特徴的である。 

    その他、教材の自主編成に精力的に取り組み、独自にカリキュラムを編成していった横

須賀市立池上中学校国語科の実践を横須賀市立池上中学校「全教科授業研究・第３集」（19

73年）にみることができる。 

昭和 51年（1976 年）１月 25日付「研究所月報 136」での教育研究所高橋秋義所長の“教

材の精選”についての巻頭言は簡にして要を得ている。 

     教材の精選には大前提というべき基本的なことがふたつあるようです。ひとつは、教

材の精選は教師ひとりの力だけでは絶対にできないということです。よい授業も、よい

学級経営も、他の多くの教師の協力と援助があってこそ可能ですが、それ以上に、横須

賀という地域あげての教師間の強い連帯と連携が必要でしょう。もうひとつは、教師ひ

とりひとりの毎日の確かな実践の積み上げが精選の基盤だということです。ここでいう

確かな実践とは、この教材でこんな指導をしたが子どもがつまずいた、よく理解した、

発達の段階の上から無理だった、無意味な教材だったなど、「こうしたらこうだった」と

いう確信にみちたデータを持つことだということになるでしょうか。 

と締めくくっている。 

≪参考資料≫ 

・「近現代日本教育小史」国民教育研究所編 1989 

・「私たちの自主編成―その理論と実践」日本教育員組合 1971 

 ・「研究所月報 58」横須賀市教育研究所 1969 

 ・「研究所月報 102」横須賀市教育研究所 1973 

 ・「研究所月報 103」横須賀市教育研究所 1973 

 ・「研究所月報 136」横須賀市教育研究所 1976 

 

３ 読書指導・学校図書館研究 

この時期のことがら・内容を、◎文部省、市・県教委、教育一般 ○神奈川県・全国学校図書

館協議会（以下、SLA）、公共図書館 ◇横須賀市学校図書館研究会 に分け、記載する。 

・昭和 43年度（1968年度） 

研究テーマ「図書館利用・読書指導手引きの改訂をめざしての基礎的研究」小学校 

          「中学生の読みものを活用しての読書指導」中学校 

◇５月 17日 久里浜中学校に、小林先生寄贈による二階建独立図書館完成し 

落成式挙行 

◇８月 12日 出版事業施設見学会 参加者 49名 学研・日版の両社見学 

◇10月 31日 第 16回全国大会名古屋大会発表 

「必読図書による読書指導―その集団化と個別化の試み」 

丸山 克彦（鴨居小） 
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◇11月 29日 浦賀中学校研究発表会開催 市委託３年継続研究 

「学校経営の一環としての読書指導」 研究主任 堀越 臻 

 

   ・昭和 44年度（1969年度） 

     研究テーマ「『図書館利用指導・読書指導の手引き』の作成と実践」小学校 

          「『読書指導の手引き』を作成しての読書指導」中学校 

◇５月 学校図書館実態調査実施 

◎６月６日 文部省「学習指導・読書指導と学校図書館」刊行 

◇８月 21日 第 18回県大会 

発表「児童図書委員会の運営について」 水谷 晴子（浦郷小） 

  「読書指導三年計画」 堀越 臻（浦賀中） 

助言 片倉 茂（市教委）  司会 山森 芳次（豊島小） 

◇９月 「図書館利用指導と読書指導の手引き」 改訂版―小学校編発行 

○11月 全国 SLA 「何をどう読ませるか」三訂版刊行 

◇３月 24日 図書費についての諮問委員会開催 

◇３月 25日 学校教育賞受賞 「読書指導法の研究」 丸山 克彦（鴨居小） 

 

   ・昭和 45年度（1970年度） 

     研究テーマ「『図書館利用指導・読書指導の手引き』の作成と実践」小学校 

          「『読書指導の手引き』を作成しての読書指導」中学校 

○６月 14日 神奈川県学校図書館協議会 20周年誌「光年」配布 

◇11月 20日 先進校学校図書館見学 参加者 20名 小田原市立芦子小学校 

◇２月９日 第７回小教研中央大会  

発表「児童生徒図書費の公費化とその問題点」  

福本 勇（田戸小）  助言 片倉 茂（市教委） 

 

   ・昭和 46年度（1971年度） 

     研究テーマ「図書館利用指導手引きの作成とその実践」小学校 

            「学級活動の中に、学校図書館の利用指導をどう位置付けるか」中学校 

○８月 全国 SLA「学校図書館基準（試案）」発表 

◇８月 第 20回県大会   

提案「図書館利用塩津手引き作成上の諸問題」  

安達 勇七（長井小）  

助言 石渡 正（鴨居小） 福本 勇（鴨居小） 山森 芳次（豊島小） 

◇９月 「小学校図書館利用指導の手引き 付・読書指導」発行 

◇10月 「学校図書館利用指導の手引き」発刊 

◇２月２日 第８回小教研中央大会 

発表「小学校図書館利用指導の手引き 付・読書指導の手引き」

を作成して―第３次案―」 安達 勇七（長井小） 

○ 全国 SLA 実態調査「学校図書館費公費化の現状」 
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   ・昭和 47年度（1972年度） 

     研究テーマ「学校図書館利用指導の研究実践」小学校 

          「『学校図書館利用指導の手引き』作成のための資料を収集する」中学校 

○４月 全国 SLA「学校図書館運営細則」刊行 

◎５月１日 県主催の調査「学校図書館費公費化の現状」実施 

◎８月５日 文部省「中学校における学校図書館運営の手引き」刊行 

◇１月 24日 先進校視察会 川崎市立下河原小学校 

◇３月 学校図書館利用実態調査 報告書発行 

 

   ・昭和 48年度（1973年度） 

     研究テーマ「学校図書館利用指導の実践―読書ノートの編集企画―」小学校 

            「学校図書館利用の手引き作成」中学校 

◇８月 10日 第 22回県大会   

提案「利用指導の手引き―第４次改訂について」 

水谷晴子（船越小） 記録 村松 多美子（鴨居小） 

◇11月６日 「図書館利用指導の手引き―第４次改訂試案」発行 

◇11月９日 第 12回関東地区学校図書館研究大会茨城大会 

提案「本のお宿の活動を中心に、家庭や地域における読書環境の 

育成を目ざして」 古瀬 きよ子（高坂小） 

◇12月 7日 先進校視察会 参加者 30名 東京田園調布小学校・大日本印刷 

◇２月８日 第 10回小教研中央大会 

「学校図書館利用指導計画（第４次改訂）における内容精選に  

ついて」 水谷 晴子（船越小） 

○２月 26日 高坂小 PTA 県市委託「本のお宿」の研究を発表 

○３月 県 SLA 「学校図書館費公費化の現状」発行 

◇３月 「中学校 図書館利用指導手引き」 第１稿完成 

 

   ・昭和 49年度（1974年度） 

     研究テーマ「利用指導の手引き―第４次版の活用実践」……小学校 

          「生活を豊かにするための読書指導」………中学校 

○７月 17日 さいか屋の寄贈を受けて、若松町３丁目に児童図書館設置される 

◇８月 21日 第 23回県大会 

発表「気のいい火山弾の指導」 丸山 克彦（汐入小） 

司会 水谷 晴子（船越小） 福本 勇（鴨居小） 

◇２月 「小・中学校図書館利用指導の手引き―第４次改訂」発行 

 

   ・昭和 50年度（1975年度） 

     研究テーマ「利用指導の手引き―第４次改訂版を使って」小学校 

          「生活を豊かにするための読書指導」中学校 
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◇11月 7日 第 13回関東地区学校図書館研究大会大宮大会 

提案「自ら学ぶ能力育成のために」 丸山 克彦（鷹取小） 

○１月 全国 SLA機関紙「学校図書館」303号論文掲載 

「『教育』の転換『学図』の転換」 丸山 克彦（鷹取小） 

◇２月 「としょかん―小学校学校図書館利用指導」発行 

◎３月 10日 神奈川県小学校「学校図書館の利用指導計画」発行 

 

   ・昭和 51年度（1976年度） 

     研究テーマ「『解説書“としょかん”の実践検討』児童用読書ノートの企画」 

○12月 全国 SLA「図書委員会活動の現状―全国学校図書館調査」刊行 

◇２月４日 第 13回小教研中央大会 

発表「学校図書館利用指導上の問題点」 千葉 瑞雄（汐入小） 

司会 安達 勇七（長井小） 

◇２月 「学校図書館利用指導に関する研究」発行 

 

≪参考資料≫ 

・「横須賀市学校図書館研究会史（年表）」横須賀市学校図書館研究会 1989.3 

 

４ 横須賀児童詩の会 

（１）詩への取組 

「夜、犬の目は、緑のビー玉」 

この一行詩は、昭和 52年度（1977年度）版、光村図書出版株式会社国語検定教科書４年下

に掲載された横須賀市立追浜小学校児童の作品である。さらに、平成 21年（2009年）の国語

検定教科書まで、30年以上にわたる間ずっと掲載されていた作品でもある。光村図書出版の

教科書を使用していた全国の児童が、この詩を読み、学習を深めていったのである。 

     昭和 52 年度（1977 年度）版教科書では、この詩の続きに次のような文章が記述されてい

る。（単元「感じたことを詩に書こう」） 

    長い詩もあり、短い詩もあります。詩は、自由な長さで書いていいのです。長いほう

が心の動きをよく表げんできることもあり、短いほうがずばりと感じを直せつ表げんで

きることもあります。また、短い詩を書いているうちに長い詩が書けてくることもあれ

ば、長い詩をちぢめて短い詩が出来ることもあります。 

ここに挙げた６人の友達の詩は、それぞれ、言葉の使い方を工夫し、むだのない表げ

んで書かれています。 

     心に強く感じたことを、自分自身の言葉で、表げんを工夫しながら詩に書いてみまし

ょう。 

（光村図書出版国語検定教科書４年下 p.72） 
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この詩がなぜ掲載されるようになったかを知るために、横須賀市教育研究所の図書資料室

にある当時の資料から、文集「詩で育つ子」を調べてみる。 

 

   書棚一列に並んでいるこの文集は、松下利春教諭が豊島小・追浜小などで、月に１回、詩

の授業をした様子を細やかにまとめたものである。文集では、子どもの作品も多く掲載され

ていて、子どもたちもこのプリントを読みながら授業に向かっていったことが伺える。さら

に子どもたちが授業中に考えている様子や息づかいまでもが伝わってくる。また、ガリ版印

刷された文章や文字からも、松下利春教諭の詩に対するひたむきな情熱がひしと伝わってく

るのである。当時の教育の取り組みが手に取るように伝わる文集といえる。 

   また、この文集には各年度に「ピリット詩＜短詩＞を書こう」という指導内容の月がある。

昭和 47年度（1972 年度）３年生の文集では、ピリット詩について次のように書かれている。 

   

☆詩が大すきになるために。 

     ☆ぼんやりした目からのがれるために。 

        ☆新しい見方ができるように。 

  ☆感動がじょうずにつかめるように。 

        ☆詩と作文のくべつをはっきりしるために。 

  ☆一つの言葉がもつ、ねうちをしるために。 

   （一語もむだにできない、詩としての語） 

               ☆直観力がスルドクなるために。 

  ☆「これだ。」「これこそ。」と心にピリッとひびいたところだけを書こう。 

 

 この説明から、「ピリット詩」とは「一行詩」をさしていることがわかる。「ピリッ」とい

う言葉を使い、教科書の説明を分かりやすくまとめ、系統的に指導していったことも分かる。

このことによって、子どもたちは詩とは何かを理解していった。そして、指導の積み重ねを

通して、心に強く感じたことを、自分自身の言葉で、ずばりと書いていった。 

 このような指導の積み重ねから、 

「夜、犬の目は、緑のビー玉」 

という、教科書に掲載されるほどの一行詩が誕生したのであろう。 

   

（２）有志による「横須賀児童詩の会」発足 

   松下利春教諭の取組に共感を持った教員の有志によって、昭和 49年（1974年）７月に「横

須賀児童詩の会」が発足した。教員が自分の考えだけで取り組むのではなく、多くの教員仲

間と一緒になり、詩の指導について研究を進めていったのである。 

 この会では、「子どもの詩」という会報も出している。会の内容等が見えてくるので、創刊

号の中より、「児童詩の会発足に寄せて」のコーナーから二人の声を、さらに、創刊号に書か

れていた詩も一編掲載する。 

 

             大きく育て     指導主事 上村和弘 
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    「また書かせんの！」この声も 1～２ヶ月で聞かれなくなります。それにかわって、

手元に届けられた自分の、あるいは友だちの作品に、くいいるように読みかけるふんい

気が広がりはじめます。 

    ＜作品にとりかからせ、推こうさせ、印刷し、一人一人に渡す＞たいへんな仕事です

が、この張りつめた時間に苦労も吹きとびます。この学習のつみあげから、見る、考え

る、力が大きく育っています。真の喜びは、それを見た時でしょうか。 

 

             心を育てる     国語研究会副会長 井上久寿代 

    「松下先生が指導された学級の詩集を、拝見して、感動しました。子どもたちは、何

とすばらしい直観力、新鮮なことばを持っているのでしょう。私は、長い学級担任の間

に、子どものつぶやきや豊かな情感を、ひき出してやることができなかったことを悔や

みました。 

    児童詩の会に多くの先生方が集まったことをうかがい、心から喜んでいます。生きた

子どもの心を育てるためにがんばってください。 

 

   創刊号の詩 

          てんとう虫   ３年  本田義一 

     

学校の帰り 

     てんとう虫が 花にとまって             

     たいようを見ていました。 

              

     大きいてんとう虫がきました。 

     おかあさんてんとう虫が 

     むかえにきました。 

 

     ぼくも 

     早く帰ろうと思いました。 

      

      松下利春教諭が、授業だけでは打ち解けない子どもたちの気持ちを声に表わしていきたい

との願いから始めた詩の学習。毎月こつこつと進めていくうちに、横須賀市の教員の心をも

ゆり動かし、「横須賀児童詩の会」の発足への原動力となっていった。そして、昭和の時代に

始まったこの活動は、その後の時代へと続いていくのである。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「昭和 52年度版国語検定教科書４年下」光村図書出版 1977 

 ・「詩でそだつ子」横須賀市立追浜小学校 1973 

 ・「子どもの詩 創刊号」横須賀市児童詩の会 1974 

田浦小 指導 宗像キミ先生 

 

作者の心がわかるよい詩です。 

第一連、太陽を見ていました。と感

じ取った目のするどさにおどろか

されます。第三連は心のやさしさで

す。連想のいかされた詩です。詩の

構成が３年生として立派にできて

います。 
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３節 各学校の取組 

１ 校外宿泊学習 

（１）関西方面への修学旅行専用電車と新幹線 

昭和 33年（1958年）８月に文部省通達により遠足・修学旅行の教育課程における位置づけ

が明確化され学校行事と規定されたこともあり、修学旅行列車専用車両の製造が要望され、

翌 34 年（1959 年）に初の専用電車が登場し４月 20 日から「ひ

ので」・「きぼう」の運行を開始した。その後、日本国有鉄道（現

ＪＲ）では修学旅行用車両を完成させる一方で、私鉄でも近畿日

本鉄道が昭和 37 年（1962年）に全車２階建車両の修学旅行用に

20100系電車「あおぞら」を登場させている。また、専用車両を

持たなかった東武鉄道も、浅草 - 日光などにおいて、修学旅行

向け臨時列車（「たびじ」など）が多数運転されていた。当時、横須賀の中学生の修学旅行は

日光方面であった。 

   昭和 39 年（1964 年）10 月１日に東海道新幹線が開通する（東京オリンピックはこの年の

10 月 10 日）。新幹線による修学旅行が昭和 45 年（1970 年）に開始されると在来線での臨時

列車は急激に衰退していき、昭和 50年頃にはほぼ消滅した。 

  昭和 45年（1970年）以前は、横須賀における関西方面の修学旅行は、往復どちらかが夜行

列車で、「ひので号」は下り昼行・上り夜行、「きぼう号」は下り夜行・上り昼行の時刻で運転

された。出発集合は国鉄の久里浜駅、衣笠駅、横須賀駅など、各学校は最寄りの駅に集合し、

大船駅で修学旅行専用電車「ひので号」「きぼう号」に乗り換えたのである。 

   横須賀では、新幹線での関西方面の修学旅行は昭和 45年（1970年）から始まった。昭和 45

年度（1970年度）馬堀中学校「卒業記念」文集に学年教師の「６月、待ちに待った関西方面

の修学旅行、初の新幹線利用で車中は楽しかった」という文言をみることができる。また、

生徒の旅行記に、 

 

「待ちに待った修学旅行、朝早く横須賀駅に集まった私たちの心は、もう関西へと飛んで

いた。横須賀駅から小田原へ、小田原から京都へ向かう。新幹線のなかではゲームや話に

花を咲かせる人が多かった。京都駅から延暦寺へ行き、そこでお説教を聞く。ここでの印

象は、お説教より足の痛さではなかっただろうか」 

 

と記されている。また、昭和 45年（1970年）は、大阪万博の年。関西

方面は見学コースに大阪万博を入れることができた。馬堀中学校のこの

年の旅行予定は、 

 

第１日目６月２日 朝、６時に横須賀駅に集合予定。 

    小田原まで国鉄を利用して、小田原から夢の新幹線「こだま」に乗

って一路関西へ。所要時間約３時間で、近代的な京都タワーのそび

える古都京都。（略） 

   第２日目６月３日 終日、万博見学。 

【０系新幹線】 

【大阪万博 昭和 45 年】 
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いうならば、万博デーである。千里ニュータウンは内外の観覧者でにぎわうことであろ

う。迷子にならないよう、しっかりと団体行動をとれるようにしたい。（略） 

   第３日目６月４日 この日は京都発 20時 20分の「わかくさ」（臨時列車）で車中泊。 

   第４日目６月５日 眠い目をこすり早朝横須賀駅。 

一生に一度の思い出に徹夜をなんてやせがまんをしないこと。 

  

と、馬堀中学校広報委員会『若人』第 19号（昭和 45年３月 10日発行）に見ることができる。 

 

（２）修学旅行コースの開発（中部山岳方面） 

ア コース変更の経緯 

昭和 40年代の横須賀の中学校修学旅行は関西（京都・奈良方面）が主流であった。今ま

での「歴史と人間」というテーマに「自然」というテーマを織り込むことはできないか、

と横須賀市立池上中学校の教員たちは考えていた。何人かで「コース変更研究」プロジェ

クトチームを組み、中部山岳方面にコースを切り替える前に、３年ほど研究をすすめてい

た。特に長期に休みが取れる夏休みを利用して、長野方面を中心に現地踏査をし教材化の

研究をすすめていったのである。昭和 43 年（1968年）の記録には、「今年は中部山岳地域

の社会見学下見が行われる。３年来の計画の総まとめ。下見の一行は、校長をはじめ２、

３年職員、PTA代表、旅行業者も加わり総勢 40人になんなんとする画期的な研究旅行とな

った。」と記されている。 

   また、 

   

「３年生が毎年実施する修学旅行については、昭和 40年頃からその反省をもとに、慣習

的な関西旅行からの脱皮が語られ、新方向への模索が始められていた。関西旅行の問題

点としては、古都を歴訪する意義は大きいが、はたして中学生の発達段階では、連日の

神社仏閣中心の見学が妥当であるかがあげられた。この点については、実施に際して歴

史の順次性を追うコースの選定や、博物館、古墳、在来工業などの見学を折りこんで若

干の工夫をしたものの、ぬけ出すことの出来ないより大きな問題点は、商業ベースの日

程とコース、前年より決定されている実施日時と宿泊所であった。これでは学校が主体

的にとりくむ行事、創造に満ちた教育活動とはほど遠いものといわざるをえない。42年

度に入り、関西旅行からの脱皮はいよいよ具体化し、その候補地として中部山岳地方が

あげられた。」 

  

と、池上中学校『創立 20年誌』にある。 

    次期修学旅行の新コースの教材化がほぼ終わる頃、昭和 43年（1968 年）、長年実施して

きた関西方面の旅行先で生徒の死亡事故が起きた。翌年、学校はすでに教材化が終わって

いる中部山岳方面へ心機一転、コースを切り替えたのである。「もし、京都の事故が原因で

コースを変えたというなら、そんな１年で３泊４日の新コースを教材化できるわけがない。

事故は事故、コース変更はコース変更である」と、当時のコース変更研究のプロジェクト

チームの担当教師は語っている。 
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イ 修学旅行を意義あらしめるために 

    この表題は、『修学旅行のしおり』に学校長が書いた冒頭のことばである。「修学旅行は

何のためにするのか」が明快に書かれている。 

 

     ……そこで本校では今年から修学旅行の行先を京都・奈良から中部山岳地域にかえて

みることにした。それは修学旅行のねらいを次のように考え、諸君に物見遊山の修学旅

行から社会探求の修学旅行に切りかえてもらいたかったからである。 

・君たちがいままで学んできた国土の自然や産業や歴史を自分で目で確かめることは、

先にもふれたように大切なことである。しかも短い日数の中でいろいろな生活環境と

さまざまな人間生活を体験するところとして中部山岳地域はまことに好適地である。 

・人間がつくり出す社会現象には、自然条件や歴史条件などいろいろな制約がつきま

とうものである。しかし人間は自然や社会の制約にしばられるだけでなく、これを克

服して、新しい開発を試みていくものである。人がいかない奥山にダムを建設したり、

在来工業を近代工業にかえていったりすることは、自然や社会改造の一つのあらわれ

である。この事実を諸君がじかにふれるためにも中部山岳地域はまたとないよき場所

である。 

・日本の自然は美しかったが、最近の宅地、工場などの 

造成によって、山がくずされ谷が埋められ、美しい海岸

がうずめられていく。そこで君たちに大自然にふれて

もらいその雄大さや美しさを感受し、自然の力や美に

感動する人間性を回復してもらいたいのである。幸い

に中部山岳地域は日本の屋根といわれるところで自然

の宝庫である。 

     ・君たちは、いままでの社会科や理科の学習で、いろい

ろな地形について学んできたが、それを実際に調べて

みることができるのが中部山岳地域である。中部地方

は東北からのびてきた山脈と西南からのびてきた山脈

とのぶつかる地点で、日本の地質を二分する地帯で、

地形も複雑な地域である。大地溝帯あり、火山あり、断層あり、扇状地あり、段丘あ

り、盆地・高原ありでそれぞれの地形を利用して人間が生活を展開している様子をみ

ることができる。 

 

修学旅行は君たちが、おとなになってから経験する旅行のあり方をつかんでもらう

ためにも大いに役立つのである。最近のレジャーブームにのった慰安旅行が旅行のす

べてであるかのような考えを改め、旅行は一つの目的をもち、そのために計画をたて、

地図を用意し、見る場所をきめ、調査事項を確かめ、記録をまとめるものであること

を再認識しなければならない。君たちが自立的にとりくむ旅行のコースとして中部山

岳地域は最適の場所である。 

 

 

【池上中学校「修学旅行のしおり」】 
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ウ コース 

   第１日目 

    ねらい：フォッサ・マグナということばであらわされるこの地域の地体構造と、そこに

現われるさまざまな地形を理解する。 

    コース：横須賀 → 御殿場 → 山中湖 → 河口湖 → 三国峠 → 甲府 → 

韮崎 → 上諏訪 

   第２日目 

    ねらい：内陸における人々の生活や地域文化を隔海性・高距性からとらえながら、人々

が自然を利用し、改造している姿を把握させる。 

    コース：上諏訪 → 塩尻峠 → 松本 → 大町 → 黒四ダム →  

穂高（わさび田）→ 松本 → 美が原温泉 

   第３日目 

    ねらい：高距性や廊下性をいかした農業生産を通して、産業のうつりかわりをとらえさ

せる。 

    コース：美が原温泉 → 豊科 → 長野 → 上田 → 鳥井峠 → 

 田代（高原野菜） → 上州三原鬼押出し → 軽井沢 

   第４日目 

    ねらい：中央高地と関東平野との地理的なちがいを把握させ、南下するにともない社会

的な生活環境、特に都市化の問題を理解させる。 

    コース：軽井沢 → 碓氷峠 → 高崎 → 熊谷 → 東松山 → 八王子 →  

厚木 → 横須賀 

 

エ 生徒たちの感想 

 

「……そしてバスは大町から黒部第四ダムへと進んで 

ゆく。扇沢駅からトロリーバスにのりこんで、真っ暗な、

そして何の変化もない関電トンネルを約 16 分間で通り

ぬける。その関電トンネルの途中、扇沢から 2,650ｍの

ところで幅 80ｍという、バスは数分とかからずに通りす

ぎてしまうほどの破砕帯を必死の努力で、それも７か月

もかけて突破したという。「黒部の太陽」を見て、破砕帯

を突破するのが驚くほど困難な仕事だとわかったつも

りでも、いざ通りすぎてみて、「大変だったんだな」など

という感じがひとつもでてこない。やはり、実際に見な

ければ、その苦労は分からないものなのだろう。そんな

ことを考えているうちに関電トンネルの出口が見えた。 

ダムサイトにむかう途中、ついに７年の歳月をかけ、きびしい自然という悪条件のな

かでつくりあげていった黒部第四ダムがあらわれた。黒部川は、どんより緑色ににごっ

ていた。かえってそれがダムの背後にそびえ立つ山々……。雪が太陽でまぶしいほど輝

いている、そんな雪を頂にのこしている山々を美しくみせた。 

【修学旅行の様子】 

（研究所所蔵写真） 
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青と緑と白。自然がつくりだす色のなかでただ一つ、反発しているかのように、灰色

の人間がつくった色が、どっしりいすわっていた。そんな灰色のダムを見ると、これが

ほんとうに人間がつくりあげたものなのか、疑わしくさえ思えた。黒四ダムは、人間が

人間の持つあらゆる力をあわせてつくったものなんだ、と叫んでいるかのように、一つ

の像があった。それは、岩をハンマーでくだいている人。つるはしで掘っている人。そ

して明日の成功のために祈りをささげている人であったと思う。それらを千羽鶴が飾

っていた。たしかに、しおりから得た知識で想像していたよりも、はるかにうわまわっ

ていた。 

時間がすぎ、黒四をあとに、二日目の宿泊地へとむかった。修学旅行が終わってあら

ためて黒四ダムのことを考えると、それは自然のきびしさと、人間がその悪条件のなか

で耐え抜いて創りあげた力のこわさ。そして自然の力と人間の力との対比がはっきり

と黒四ダムにあらわれていたと、私は思った。」（３年） 

 

 

オ 学級・学年指導の効果をねらう 

    学校長のことばやコース説明で学習のねらいがよく理解できる。もう一つ、修学旅行で

育てたいのは、学級・学年のまとまりである。具体的にどう取り組んだか… 

 

（ア）４日間の見学場所の説明を生徒たちが担当する。全コースを６班で分担し、当日、バ

スのなかで交代にカイドをするのである。したがって、生徒たちは緊張感をもって事前

学習に励むのである。バスガイドはほとんど生徒任せで、必要に応じて助言してくれる。 

（イ）２日間はクラスごとに分宿するので、生活を通して学校生活とは違った級友のよい面

をみることができる。 

（ウ）最終日は学年で一か所に宿泊し、夜、学年演芸会をもち、クラスで取り組んだ出し物

を演じる。その準備にも生徒同士の協力とまとまりの大切さをねらっている。 

 

    次の感想は、その貴重な体験の一端をみることができる。 

 

「３年生最後の修学旅行に私たちは黒部ダムへ行った。私が驚いたのは見物そのもの

ではなく、みんなの団結力だった。一つのことに突進していくその姿は、一人ひとり

の力とファイトがまるでふだんのその人ではないように思わせた。演芸大会で優勝し

たこと、時間を守らなかったのでみんなでおしおきを受けたこと。でもそんなことは

少しも苦にならなかった。私には、みんなの知らなかった点がいっぱい見つけられた

のだ。みんなと過ごした三日間の想い出、その一つ一つを忘れぬように、あの時の団

結力を忘れぬように、私は今そっと三年間の思い出を振り返っている。」（３年） 

 

行事の教育的効果、特に宿泊を伴う行事は、日頃、学校生活ではみることのできない仲

間のよさを発見できる場ではないだろうか。また、事前指導で映画「黒部の太陽」を鑑賞

させたことは、旅行へのインセンティブをよりいっそう高めるものであったといってよい。 
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    ひとつ問題なのは、全行程がバスであること。見学場所の移動には最も効率がよいので

あるが、車酔いする生徒にはかなり過酷のようで「一日中バスばっかりでまいった」と感

想にあった。また、３泊でないと行程を消化できないというルートの長さ、そして見学地

と見学地との距離が長いことなどが課題となった。 

 

（３）林間学校 ～執筆者の体験から～ 

  昭和 42年（1967年）、５年生の担任になった。５年生には夏休みに入るとすぐ林間学校が実

施された。船越小学校では２泊３日で箱根林間学校を行っていた。 

 １泊目は、蛇骨川上流の千条の滝を見学、高さ３ｍ、幅 12ｍあまりの小さな滝だが、暑い夏

には憩いの場だ。次は箱根火山カルデラ内の中央火口丘で、箱根で２番目に高い標高 1357m の

駒ヶ岳へ、山頂から見る富士山の全容、山頂から延びる裾の雄大さに心を奪われた。そして、

江戸時代に造られ現在も灌漑用水として使われている深良用水を見学して元箱根の旅館に到着。

当時の林間学校では、児童一人当り２合の米を持参し、旅館に到着するとすぐに大きな米びつ

にあけた。土産購入用のお金は預かる。 

  その後、入浴、夕食、大広間でのキャンドルサービス、各班の出し物は面白かった。児童は

各部屋に戻り就寝準備をするが、ここからが一番大変。児童にとっては、最も楽しい時間だ。

枕投げや隣の部屋にもぐりこんで大騒ぎ。何度注意してもすぐに騒ぎ、いたちごっこだ。何回

も注意するが一向に収まらない。最後は一緒に寝ることにした。 

  ２日目は旅館をスタートし、大涌谷、冠ケ岳、箱根山の最高峰 1438m の神山に登り、姥子か

ら桃源台まで歩く。眼下に芦ノ湖、相模湾や房総半島も富士山の雄姿も素晴らしい。疲れも吹

き飛んだ。暑い中児童は一人の脱落者もなく全員踏破。 

  旅館に戻ると、すぐに入浴、そして楽しい夕食の時間だ。夕食後の自由時間や買い物の時間

が過ぎると、昨夜とは打って変わって全員が眠そうな顔。「今夜はずっと起きていていいよ。寝

てはいけない」との冗談に「えっ、早く寝たい」の声。一日の疲れがどっと出たのか、全員が午

後９時半には就寝。昨晩とは大違い。 

  ３日目は、箱根恩賜公園、仙石原、箱根旧街道、石畳、畑宿で箱根細工の工房を見学して学

校に帰った。 

  ２泊３日の林間学校はこの年だけで、翌年からは１泊２日の林間学校になった。 

 

≪参考資料≫ 

・「若人 第 19号」横須賀市立馬堀中学校広報委員会 1970 

・「二十年誌」横須賀市立池上中学校 1970 

・「修学旅行 しおり」横須賀市立池上中学校 1969 

 

２ 学校における人材育成 

（１）職員室のストーブを囲んで 

この頃校舎は木造で、職員室には真ん中にだるまストーブがあり、教員はそれを囲んで温

まりながらよく教育談義をした。新人教員はそういう話題の中からヒントをもらって悩みが

解決されたり、目指すべき理想の教育を学んだりした。謄写版（ガリ版）印刷の時代であり、
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ガリ切りの名人やガラス入れ、机の補修、図書の製本などの特殊技能を持った人や、宴会等

でも個性豊かな芸を持っていた人がいて、職員室の中は常に会話と笑いがあった。 

 

（２）中間・期末テスト後の職員間でのコミュニケーション 

テストの採点は家に持ち帰って行えた。したがってテストの午後は、教員にとって採点の 

時間でもあったが、余暇の時間でもあった。その時間を利用して行ったレクリエーションに

よる教員同士の交流は、学年を越えて広がり、体育祭、終業式、卒業式などの行事後の打ち

上げでも、職員全員でさまざまな感想や評価を交換しあった。新人は、それらのコミュニケ

ーションの中から達成感を得ることができ、また、さらに成長したいという目標や意欲を得

ることができたのではないか。「初任者研修」は年に一回のレポートを提出するだけであった

が、新人は、日々の教育活動の中で先輩教師の後姿による研修を重ねていたような時代であ

った。 

 

（３）校内での日常的な研修の積み重ね 

昭和 46 年度（1971 年度）から小学校は学習指導要領が変わることにより教育委員会や教

育研究所、各研究会などが中心となり、新学習指導要領についての説明や、授業改善につい

ての研修会が何回も開かれた。教師も新しい教育についての関心が高く、これからの学校教

育にどう取り組んでいけばよいかと日常会話の中でも話すことが多かった。夜間や休日を利

用して、教員同士で学習会を行ったグループもあった。 

 

この期では、研修について特に記しておきたいことがある。 

それは、校内研究会のように計画された研究会や研修会だけでなく、校内でも日常的に指

導が行われていたことである。先輩教師が、経験が浅い教師に、授業のイロハを指導してい

た。当時の教師からその様子を聞いたので、以下にまとめてみた。 

 

 図工の時間に絵の具を使って絵を描いていると、学年の年長の教師が教室にそっと入り、

子どもには気づかれないようにして、パレットへの絵の具の出し方を指導してくれた。筆の

洗い方についても 

「水入れの場所に番号を付けておきなさい。始めは１の部屋で洗います。筆を雑巾でよくふ

いて次は２の部屋でもう一度洗います。３の部屋の水は絵の具を溶かす時に使います」 

と具体的に教えてくれた。 

   早速子どもたちに教えると、絵の具の色がすんでいることに気づき、 

「先生の言うことを聞いたら、絵がうまくなった」 

   と喜んで話した子どももいた。このころから、絵だけでなく、教師の話を真剣に聞くよう

になったと思う。 

   また、こんな話もある。学年会をやるために若い教師のクラスに来た先輩が、３年の教室

に貼ってある絵を見ながら、 

 「ここのクラスの子どもたちの絵は、２年生と３か月の作品ですね」 

とつぶやいた。若い教師は、そういう言い方もあるのかと感心して聞いていた。 
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 翌週は先輩の教室で学年会が開かれた。教室に一歩入ると、生き生きとした絵画が目に入

り自分のクラスの作品とは違うことを感じた。少しして、先週の「２年生と３か月」という

つぶやきが思い出され、はっとした。先輩が言いたかったことは、３年生の指導がまだされ

てないということではなかったか、私の指導ができていなかったということではないか。子

どもたちが、自分の気持ちを表現するにはどうしたらよいか、もっと教材研究をしていかな

ければいけないと思うことができた。 

  先輩にもそのことを話すと、 

  「よく気付きましたね。あなたは素晴らしい教師だわ。私が分かることは何でも教えますよ。」

と喜んでくれた。それからは、具体的な指導をその都度行ってくれた。 

 

この他にも、 

・給食の食べ方「三角食べ」 

・安全指導「クラス全員で教室移動するときの廊下の歩き方」 

・教科書の読み方「十こ」は「じゅっこ」ではなく「じっこ」と読む 

・体育の授業で使う器具（跳び箱・マット・ハードル・鉄棒など）の扱い方や指導法など放

課後などに実技を交えて指導 

・自家用車を持っている教員が中心となり、一緒に行きたい教員を募り、土曜日の午後に

社会科や理科などの教材研究に出かけた。「水源地」「地層」「採集」「地図の見方」「川の

しくみ」「山歩きのしかた」「海の生物」等を実際の場所で指導してくれた。 

・遠足やキャンプの下見の重要性や見落としてはいけないポイントなども具体的に指導し

てくれた。 

 

   各教員の話の中に出てくる言葉からひしと伝わることがある。 

   経験が浅い教員は、先輩を信頼し尊敬の気持ちを持って接していたことである。一方経験

豊かな教員は、若い教員に今まで培ってきたことを伝えると、すぐに実行に移してくれ、そ

れなりの効果も出てくることにうれしさを感じたり、その吸収する力や柔軟性に驚いたりし

ながら、若い教員と一緒に教育を行っていくことに喜びを感じていたことである。 

   お互いに相手を信じ認めあっていた教員集団が、子どもたちを教育していたのである。こ

の雰囲気の中で行われる教育活動は、子どもたちの心も温かく包み、豊かに育んでいったと

思う。子どもたちも教員を信頼していったのではないかと推察する。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「退中懇文集第 20 号『響』創刊 20周年記念誌」退職中学校校長懇親会 2006 

 

３ 視聴覚機器の活用 

   

「まずさわって。」 

 「新しく入った視聴覚機器に怖がらないでいいですよ。さわってください。」 

 「そうすれば使い方が自然に分かってきますよ。」 
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【浦賀小 委託研究発表会】 

上の言葉は、視聴覚機器が次々に導入されて戸惑いをみせている教員たちに、まずは使って

もらおうと必死になっている、視聴覚担当者がよく話してくれた言葉である。 

 黒板にチョークで字や絵を書く教育が中心の時代が長く続いた教育界では、OHP（オーバーヘ

ッドプロジェクタ）などの教育機器が次々に導入されても、機器に関心が高い教員は一握り。

教師が進んで授業で使うまでにはなかなか大変だった。 

このような中でも、新しい時代に適した教育を進めていくには、まず教員自身が自信を持っ

て機器を使いこなしていく必要がある。教育研究所では、視聴覚機器の扱い方や指導技術の研

修会を頻繁に行った。さらに校内では、教育研究所での研修を受けた教員や視聴覚担当が指導

者となり、研修会を開いたり、疑問点などをその都度答えたりするなどきめ細やかに地道に対

応していった。        

  

 このような取組とともに、何よりも教員の心を揺さぶ

ったのは、視聴覚機器を使って授業を進めていくときの、

児童生徒の目の輝きである。新しい指導法に子どもたち

が吸いつけられたように学習に取り組む様子に接し、教

員自身も指導の意識が変わっていった。教師一人一人が

視聴覚機器をさわり、使用法を伝授し、指導法を研究し

て授業に活用するようになってきたのである。 

 

 この期の視聴覚教育の現状は、昭和 50年（1975年）発行の『紀要第 46 集 横須賀市公立小・

中学校における視聴覚教育の設備と放送教育に関する実態調査』を参考にする。研究紀要の前

書きには、この時代の視聴覚教育についての有様が分かりやすく記されている。 

      

本教育研究所の一部門として視聴覚ライブラリーが運営され、学校関係者から広く利用され

て、貸出利用数も年々増加していることは喜ばしいことである。 

  前回この実態調査を実施したのは５年前の昭和 45年であった。以来県市で教育設備近代化整

備５か年計画が発足し、昭和 49年一応の終了をみたのであるが、県市の多額な予算の投入によ

り、学校テレビ放送に関する機器が大幅に整備されてきた。また、この５年間には毎年視聴覚

教育の研究委託発表や自主研究発表があり、なお放送視聴の共同研究等により、テレビやＯＨ

Ｐの利用研究が進展した。 

本研究所においてもフィルムの保有量の増加と県のビデオパッケージの保存貸出し等のサー

ビスを行ってきており、視聴覚の研修にも力を入れている。  ―略― 

        昭和 50年   横須賀市教育研究所長  高橋 秋義 

 

 この当時、視聴覚教育教具はどのくらいあったのかという具体的な調査がされており、紀要

第 46集に記されている。 
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    学校で使用していた視聴覚機器 

   （昭和 50年５月１日現在 小学校 37校・中学校 16校  単位：校） 

光学機器関係 
小 学 校 中 学 校 

０台 １台 ２台 ３台 ０台 １台 ２台 ３台 

実物投影機 19 校 18 校 0 校 0 校 9 校 7 校 0 校 0 校 

ＯＨＰ（250、170 とも） 1 13 10 13 ０ 5 3 8 

ＴＰ作業機  

(1)乾式(含トラペンアップ) 

(2)乾式 

30 6 0 1 16 0 0 0 

31 6 0 0 15 1 0 0 

 上記の表から、各学校にある視聴覚機器の保有台数の状況が見えてきた。次に、新しい機器

の使用の様子についても、紀要の中に記されている。 

 

本市全体からみると、年々視聴覚機器が増加してきて、有効に活用されている。この傾

向は大いに喜んでよいことである。 

   ～略～学校には、視聴覚教室が期待される。最低限、一つの独立した教室があって、暗

幕が引け、映写機やスライドが常置されている。欲を言えば、それらをプラスして、TV・

VTR・TVカメラ……OHPやオーディオ機器等がそろっていたら、使う教師も、授業を受ける

児童生徒も楽しくやっていけるだろう。１週１～２回まわってくる視聴覚教室利用日には、

何をしようと考えることは、即視聴覚教具利用であるし、効果的な教材選択にも連なるこ

とになるであろう。教師の「やる気」は案外完備された環境から

生まれてくる場合もありうると思う。 

   また、職員室や放送室に散らばって保管されている機器をで

きるだけ整理して使いやすい工夫をしたり、２～３台を組み合

わせてシステム化をはかったり、視聴覚教育の発展のために考

えていきたいと思う。視聴覚教室や準備室ができて、AV（オーデ

ィオ・ビジュアル）機器類が整備されてくると想像以上に視聴覚

教育の前進が見られると考えている。 

 

≪参考資料≫ 

・「紀要 46集『横須賀市公立小・中学校における視聴覚教育の設備と放送教育に関する実態調査』」

横須賀市教育研究所 1975 

【マスターT/P製作機】 



第Ⅰ期 ３章 横須賀の特徴 ～学校現場から～ 

３節 各学校の取組 

 

  103  

 

４ 学校事務機器の変遷 

（１）謄写版 

昭和 40年代まで、学校での印刷は謄写版であった。専用

のヤスリ版を使い、ろう原紙に鉄筆で字を切って（書いて）

いくのである。字と線は使用するヤスリ版が違い、鉄筆も字、

線、塗りつぶしによって先端の形も違ってくる。用途に応じ

てヤスリ版を換えたり、鉄筆を換えたりするのである。気を

付けないと、その用途を間違えると原紙が切れてしまって苦

労することがしばしばある。 

 でき上がったろう原紙を謄写版にセットし、その上から

専用インクを万遍なく塗った手押しローラーを転がして、

原紙の下に積み重ねてある用紙に謄写していくのである。ガ

リ切りは時間もかかるが、ローラーをろう原紙の上を行き来させて、１枚刷り終わるとめく

るという工程を目的の枚数の印刷が終わるまで繰り返すのである。インク乗りが悪くなると、

その都度手を休めてインクの補充をしていくのである。 

 この工程を何度も繰り返しながら作業をしてくのであるが、「学級だよ

り」なら 45枚程度で印刷すればいいのだが、「テスト問題」の印刷になる

と、その３倍、４倍は印刷しなければならない。更に、全校生徒に配布す

る文書になると、学校規模にもよるが、500枚～1000枚という大変な規模

になる。職場の教職員もそれぞれ自分の印刷物をかかえており、学級担任

としての印刷物、教科担任としての印刷物などが常時あり、印刷機の順番

待ちにかなりの時間がかかることは日常茶飯事であった。 

 定期テストの時期になると、深夜まで印刷している教員もい

た。また、毎日「学級だより」を出している担任がいて、そのガ

リ切りの労力はかなりのものであったのではないだろうか。 

 また一方、生徒たちも「ガリ切り」に苦労した時代であった。

特に、生徒会役員にとって、全校生徒への広報活動等に関する印

刷物づくりは日常的な作業となっていた。生徒会室のある学校

は、専用の謄写版があり顧問の教師から教わりながらガリ切りを

やり、ローラーを転がしながら１枚１枚手刷り印刷をしたもので

ある。 

   また、学級文集、卒業文集など自作の場合、多量のガリ切りが必要となり、ひとりでも多

くの「ガリ切り担当者」が欲しいので初めての生徒も多く、慣れない作業のため鉄筆の筆圧

も一定せず、印刷すると読みにくい字も多くあった。 

   

（２）輪転機の時代へ 

   この謄写版印刷は、昭和 50年代の始め頃までは使われていた。ただし、その頃になると印

刷は輪転機(手動式から自動式へ)で、楽に印刷ができるようになった。いつしかろう原紙は

姿を消して、ボールペン原紙が使われるようになったが、「細かい字を書くにはガリ版がいい。」

という教員もいた。その後すぐに、黒のボールペンや濃い鉛筆で原稿を書いたものを、ドラ

【鉄筆】 

【孔版の字体】 

【謄写版】 
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ム式スキャナで転写して印刷機にかけるという、「ファックス」と言っていたが、現在のファ

ックス(ファクシミリ)とはちがう、謄写ファックスが導入された。左側のドラムに黒い原紙

を、右側に手書きの原稿（ファックス原稿用紙）をセットし、その原稿の白い部分と黒い色

のところとの濃淡の差を調整してから、ドラムを回転させて転写するというものだった。こ

れらの印刷機器も、昭和 50年代後半からの、コピー、ワープロそしてコンピュータの普及に

つれて完全に姿を消してしまった。 

 輪転機について、時代を表わす一教師の声を聞くことができる。 

 

「ガリ版刷りの、今なら見にくい読みにくいと、生徒・保護者からの苦情が殺到しそう

なテスト用紙や資料プリント。風邪の高熱でも自宅の寝床でテスト問題の原紙を切り、

休日出勤して輪転機をまわした所、原紙の裏表を間違って印刷してしまい泣きたくなっ

た初任の頃が、一挙に思い出される。」 

（出典：退職中学校校長懇親会文集『＜響＞創刊 20 周年記念誌』） 

  

（３）電卓の登場 

 教員が校務において「計算する」業務は、各家庭から集金する諸費の計算である。学級担

任としては、学級費、児童生徒会費、教材費、給食費、ＰＴＡ会費などの集金があった。集金

の前には「集金袋」を児童生徒個々に配った。合計が合わないと大変であった。 

また、教科担任としては、担当する学級のテストの平均点をだす作業が日常的にあった。 

そのための必需品は「そろばん」である。職員室にそろばんの有

段者が何人かいたものである。理数系の教員の中には、「計算尺」を

巧みに操っていたものもあった。そこで、いよいよ「電卓」の登場と

なる。 

 昭和 47年（1972年）にカシオは 12,800円という当時の相場の３

分の１の低価格でカシオミニを発売した。シャープは、昭和 48年 

（1973 年）に EL-805 という機種をだした。これは、単３電池１本で

なんと 100 時間も使用することを可能にした。価格は 26,800 円とカ

シオミニに比べると高かったが、電池寿命を考慮するとこの価格差は

消費者にとって納得できるものであった。この EL-805 も人気商品と

なった。 

   こうした激しい開発競争が続く中、カシオミニは爆発的なヒットと

なった。販売台数は、発売後 10か月で 100万台、３年で 600万台と爆

発的な売り上げを記録した。かつて会社に１台、職場に１台しかなか

った電卓はカシオミニの登場により一人が１台を持つ時代に突入した。こうした電卓のおか

げで担任のみならず、職場の事務処理は大変効率がよくなったのである。 

 

≪参考資料≫ 

 ・「退中懇文集第 20 号『響』創刊 20周年記念誌」退職中学校校長懇親会 2006 

 

【カシオミニ】 

【シャープ EL-805】 
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５ 学校研究 

（１）理科研究 

昭和 43年（1968 年）学習指導要領改訂が告示され昭和 46年度から実施され、今までの知

識注入型から問題解決の過程を通して科術的思考力や処理能力、科学の手法を養うことが重

要とされた。 

北下浦小学校は、昭和 44 年度（1969 年度）～49 年度（1974 年度）の６年間理科研究を  

行った。 

昭和 44年度     「科学的な見方・考え方を伸ばす理科指導」 

               ―問題解決学習の方法― 

昭和 45年度～46年度 「科学的な見方・考え方を伸ばす理科指導」 

               ―問題解決における課題と問題の成立条件― 

    昭和 47年度～49年度 「科学的な見方・考え方を伸ばす理科指導」 

               ―評価― 

昭和 46年度（1971年度）には市委託を受け、昭和 46年（1971年）12月１日に研究発表会

を開催した。 

 

（２）船越小学校 横須賀市教育委員会委託研究 

「体力の向上を図る体育指導」～いろいろな動きができる子～ 

   横須賀市の小学校児童スポーツテストの記録と船越小学校児童の記録を比べてみるとどの

種目も芳しくない。また、昭和 44年（1969年）から始まった、小学校児童水泳記録大会、小

学校児童陸上競技記録大会の参加記録等も同様であった。 

   船越小学校は、運動場が狭く、直線距離が 50ｍしか取れない。また、日常の児童の生活を

見ても身体活動が少ないように感じられた。 

   そこで、数回の職員会議を経て、上記のような研究テーマで、横須賀市教育委員会に研究

委託の申請をし、３年目に研究発表することにした。 

   効果的な体育指導を実施するため、校内授業研究の推進計画の立案、研究の進め方、まと

めと資料作成、校内授業研究を中心に、市の教育課程研究会や教職員組合の教育研究集会、

小学校体育研究会の主任による研究授業等積極的に取り組み、研究協議を重ねた。 

   狭い運動場だけでは効果的な指導はできないと考え、屋上にもポートボールコートを作り、

体育の時間はもちろん、休み時間も使用できるように工夫した。もちろん教師が必ず立ち会

ったことは言うまでもない。 

   小学校体育研究会の主任による研究授業「陸上競技の障害走」では忘れられない工夫があ

る。当時学校には、ストップウォッチが１個しかなく、児童の 50メートル走の記録と障害走

の記録を比較するにはどうしたらよいか。いろいろ考えた末、メトロノームのビートをワイ

ヤレスマイクで拾い、記録者はそのビート数を拾って記録した。具体的な記録の差がはっき

り分かり、児童も積極的に取り組んだ。 

   更に、持久走記録カード作成だ。持久走大会に向けて、低中高学年ごとにトラックを一周

するとスタンプを押す。体育の時間はもちろん、朝、中休み、放課後どの学年も持久走大会

に向かって黙々と走った。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1968%E5%B9%B4


第Ⅰ期 ３章 横須賀の特徴 ～学校現場から～ 

３節 各学校の取組 

 

  106  

 

   そして、昭和 49 年（1974年）２月、市内の大勢の先生方の参加の中、３年間の研究の成果

を発表した。 

 

ア 鷹取山３㎞持久走大会の実施 

    日ごろの練習の成果を試す持久走大会を学年ごとに実施した。５年生、６年生の高学年

は約３㎞の鷹取山ハイキングコースの山道を走る。 

    大会当日は、南郷公園に集まり、準備運動の後、鷹取山のハイキングコースを走る。コ

ースの要所要所に職員を配置。例年、若手の男子教員が先頭を走ることが決まっていた。 

 

     持久走大会    H．T． 

   ２月 10日は持久走大会があるので、一週間前から練習した。練習の時，ぼくは汗を出

すため、ジャンパーを３枚着て走った。 

   ２月 10日の午後から持久走大会が始まった。南郷公園から追浜方面を通って学校に戻

るのだ。ぼくたちの出発するのは１時 30 分。みんな「一緒に走ろう。一緒に走ろう」と

言っている。でも中には、「これは孤独の戦いだ」などと言っている友だちもいた。 

   走り始めると、かけよう、かけようと思ってもすぐみんな歩いてしまう。途中で転び

そうになったり、走ったり、歩いたり、ぼくもその一人だったが、後半からは自分でも

驚くほど走ることが出来た。それはあとで気付いた。途中、大場先生が道案内をしてく

れた。ぼくのタイムは 19分。練習のときよりずいぶん速くなっているので、それもまた

びっくりしてしまった。ぼくにとっては素晴らしい記録だ。練習の成果かな。それにし

ても約３キロメートルはとてもきびしい。途中で足が痛くなったのが、しゃくだった。 

 

イ 鉄製遊具「雲梯（うんてい）」の制作・設置  

    狭い運動場で児童の体力の向上を図るには、固定施設の設置が必要であると考えたが、

購入には多額の金額がかかる。そこで自作の鉄製の雲梯を造り、設置することにした。体

育用具のカタログを参考に、設計図を作成し、運動場の設置場所、大きさ、金額、作成し

てくれる鉄工所等について研究推進委員会で検討し、職員会議に図った。 

  そして三春町にある鉄工所に作成を依頼した。ここはある職員の知り合いだったからだ。

溶接等は専門家にお願いしたが経費削減のため、鉄棒の運搬や片付け、できあがった雲梯

のペンキ塗り等若手教員ができるだけ手伝いをした。 

  依頼して半月くらいで完成。トラックを借りて学校まで運び、コンクリートの基礎工事、

設置も教員が行った。 

  完成し、設置された雲梯は、朝礼で児童に紹介。安全な使い方も説明した。体育の時間

は勿論、休み時間に児童が喜々として使っている姿を見ることはとてもうれしかった。 

  

ウ 研究授業 「跳び箱」 

何回も実施した研究授業の中で印象に残っている「跳び箱」の授業。以下は授業後の児

童の作文である。 
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思 い 出      H．S． 

４年生の時の７月５日の体育の時間だった。その日は教育委員会の先生方が見に  

来ていた。 

   今日は、跳び箱をやることになっていた、私は跳び箱が跳べないのでどうしようかと

心配していた。 

   先生の合図の笛で一人ひとり開脚跳び越しをしていった。先生が笛を吹き、「みんな跳

び箱の周りに集まれ」と言った。そして先生は「みんな上手に跳べるようになったが、

まだ、３・４人跳べない人がいるが、もう跳び越せる感じだ」と跳び箱の上に立って言

っている。先生が言った３・４人の中に私は入っている。先生はつきっきりで、私に教

えてくれた。 

   次はみんなの見ている前で一人ひとり跳んで

いくことになった。そしてだんだん順番が回っ

てきて、もう少しで私の番だと思うと胸がドキ

ドキしてきた。ついに、私の番だ。先生は「がん

ばれよ。きっと跳べるぞ。自信をもって」と言っ

た。クラスのみんなも「がんばれ！」と応援して

くれた。 

   私は跳び箱に向かって思い切り走って行き、

踏切版を踏み切った瞬間、体がふわっと空中に上

がり足がマットに着いた。クラスのみんなが拍手してくれた。私はうれしくてたまらな

かった。 

   そして、帰宅して先生に書いてもらった手紙を母に見せた。母は読んでくれた。それ

には「先生が教師になってこれほどうれしい思いをしたのは初めてです」と書いてあっ

た。私は、一生懸命やれば何でもできるということがよく分かった。 

 

エ 運動会での鼓笛パレードと服装 

船越小学校では６年生になると、全員が鼓笛隊の服装をそろえた。えんじ色のベレー帽・

ネクタイ・ハイソックスは学校で購入。紺のカーディガンと白いＹシャツ、男子は紺のズ

ボン、女子は紺のスカートを各家庭で用意した。 

運動会での鼓笛パレードや鼓笛の演奏で校外に行く時、日光修学旅行の際等にも着用し

た。修学旅行先では「どこの私立小学校？」と尋ねられたこともあり、児童は自慢してい

た。 

鼓 笛 隊   Y．T． 

鼓笛は私にとって忘れられない思い出だ。５年生なってすぐ、鼓笛の練習を始めた。

去年の６年生に基礎を教えてもらい、その後先生方に教えていただきレパートリーもし

だいに増え、引継ぎの頃には 30曲近くの演奏ができるようになった。 

     しかし、引継ぎの時、初めて舞台に立った時は、ドキドキして手がふるえてしまった。 

エンジのベレー帽、ネクタイ、ハイソックス、紺のカーディガン、スカートそして白の

ワイシャツ、みんなおそろいの洋服を着ての演奏だ。 

【船越小学校鼓笛隊】 
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   一番印象に残っているのは入学式の時の演奏だ。小さい１年生とその両親が私たちの

演奏を聴いているからだ。朝礼の時、パレードの時、南郷公園の桜まつり、鎌倉女学院

や横須賀市文化会館にも行って演奏した。  

   また、運動会のために雨の降る中でも、砂ぼこりの中でも練習した。演奏するだけで

なく行進しながらなのでよけいむずかしい。何回も何回も校庭を歩き、足はぼうのよう

になることもしばしばあった。そしていよいよ運動会、旗手を先頭に「希望の虹」を高

らかに演奏しながら行進の幕は切って落とされた。緊張と不安の入り混じった複雑な心

境の鼓笛パレード。何だか一歩一歩に力が入る。私は一生懸命アコーディオンをひいた。

みんなの大きな拍手の音。無事に演奏が終わった。 

   引継ぎの時は５年生も立派に演奏してくれた。私たちも負けずに演奏した。笛のきれ

いな音、何だかうっとりした気持ちで演奏は終わった。つらかったこと、楽しかったこ

とは心の中にいつまでも残っていると思う。 

     そして、船越小学校の鼓笛隊がもっともっと立派になることを願っている。              

 

（３）「表現を生む図画工作科」 

   ＜汐入小学校：若命勇次郎校長 杉本賢司研究主任  

研究期間：昭和 41年度（1966年度）～ 昭和 42年度（1967年度）＞ 

昭和 41年（1966 年）４月、学校研究を図画工作科とし、研究テーマを「『横須賀市図画工

作科指導の参考』を主体にして学年の系統を実践を通して組みたてる」とした。 

翌年、研究テーマを「図画工作科の学習指導を通して、その系統を求める」ことにした。

６月 14日には、神奈川県小学校図画工作教育研究大会が開かれ、同校で公開授業を行い、文

化会館で分科会を開いた。 

また、11月 29日には公開授業（１・２・３校時）、研究発表、分科会、全体会を実施した。 

 

ア 研究主題について 

２つの面から考え、紀要では次のように述べている。 

・「見る 考える 表現する図画工作」 

     見ること、考えることが根底にあって表現ができる 

    「見る」ということはどういうことだろうか 

    自然の生態や現象を見る。ただばくぜんと眺めるのではなく、印象を深く心に刻みつけ

る。感動を体で感じ、透徹する眼で自然の生態、現象、事物などを見つめる。そこには

驚きもあり、発見もある。 

「考える」といっても、目的をもたずに考えることはできない。色々な条件のもとで

広く知る限り知識・経験をもとに想像し、目的にむかって前進することである。 

こうした「見る」「考える」ことから表現が生まれてくると考える。自分が見、自分が

考えたことを自分が形にあらわす、いわゆる「表現する」ことであり、また「創造的表

現力」につながるものと考える。 

「見る」こと、「考える」こと、「表現する」ことについても指導なしには、もっている

力をのばすことは考えられない。指導によって理解もし、眼を開かれもし、発見もする

であろう。 



第Ⅰ期 ３章 横須賀の特徴 ～学校現場から～ 

３節 各学校の取組 

 

  109  

 

 

・系統を求めて 

     「どこ」で「なに」を「どのていど」指導するか 

    「どこ」を題材とし、「なに」は指導すべきことがら、「どのていど」は一つのめやすと考

える。題材のもつ目標も指導なしには達成されない。しかし、その指導にも指導の発展

段階としてのめやすがあるはずである。能力に個人差はあるにしても、「めやす」と「め

やすのつながり」の中に発展段階的なかかわりあいがなくては、創造的表現力をのばす

ことについての効果は望めない。心理的社会的発達や、生理機能の発達と年令における

造形感覚の発達を合わせて考え、この段階を求めなくては一貫した教育とはなりえない

と考える。～略～ 

（「指導の系統を求めて－見る 考える 表現する図画工作」  

横須賀市立汐入小学校 1967） 

以下、研究紀要から抜粋して研究内容を記す。 

 

 イ 研究のあゆみ 

本校のあゆみは、学年の段階がわからない、題材を聞いただけではわからない、授業を

どうしたらよいかわからない、指導がわからない、どんな技法があるかわからない、評価

がわからない等、多くの課題があることを知ることから始まる。 

    自分自身がわからないと、当然、授業の手だてがわからない。そこで、まず指導者が実

技研究をしたり、授業研究をしたりして学習する。 

    そして、研究授業を通して、授業について話し合う。例えば、「題材をどうとらえ、どう

理解するか」「どう子どもに与えたら、興味や欲求をおこすか」「どこでどう指導し、どこ

で励ましたらよいか」「作品に対して、どこを認め、どこをほめるのか」等を考えている。 

    最後に、うまい作品ができることが目標でなく、どこかに考えがあらわれ、追求のあと

がみられ、観察の眼がゆきとどき、誠実に完成していることに留意する。 

 

 ウ カリキュラムの考えと「見る・考える・表現する図画工作」の構造 

「横須賀のカリキュラム」を分析し、その中にどう組みたてられているか読みとり、系

統的な表にまとめ、カリキュラムを作成した。授業を通して、子どもの製作過程を観察し、

話し合い、作品から読みとり、その反省の上にたって、３クラス（当時の１学年の学級数）

が同一題材を３方向の角度から追求することにした。これによって学年の段階を探ること

にした。 
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           を                 で表現させるか 

カリキュラム 

どのように どんなもの な  に 

       

・広い経験 

 

 

 

 

 

・興 味 

・感 動 

・欲 求 

・生活経験 

指 

導 

者 

な  に 

見たり 

よんだり 

ためしたり 

       

・どのような 

 

 

 

 

 

・自然発生的→計画的 

・想像の広がり 

・観 察 

・思 考 

       

・適切な 

 

 

 

 

 

・興 味 

・用途の広がり 

・理 解 

発 想 

想 像 

観 察 

表現形式 

技 法 

どのように 

の深まり 

材料の性質 

用 具 

工 具 

どんなもの 

実践検討 

題 材 

ねらい 

留意点 

技術・技法 

が適切か 

学年の発達段階は 

適切か 

時間数はどうか 

１年    103時間 

２年～６年  70時間 

系統表 

 

 

えをかく・版画をつくる・彫塑 デザイン つくる 

・生活経験の表現 

・想像 

・物語 

・観察の深まり 

・人物の表現 

・技術・技法 

・平面構成 

・生活のデザイン 

 飾る 

 知らせる 

 使う 

・色の要素 

・発想と思考 

・立体の構成 

・作品の活用 

・図の理解 

・機構の工夫 

・技術・技法 

カリキュラム 

の表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔「指導の系統を求めて－見る 考える 表現する図画工作」横須賀市立汐入小学校 1967）〕 
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以下は 11月 29日に公開された授業のある学級の学習指導案である。 

 

１年２組 

  

１ 題  材 くらしのえほん（えをかく） 

２ 題材目標 

・自分の生活（見たこと 聞いたこと したこと）をかき、説明文をかいて絵本をつ

くらせる。 

３ 指導計画 

     ・水えのぐで生活を絵にかき文をかかせる（２時間） 

４ 展  開 

 

 学習活動 指導事項と発問 指導上の留意点 

導 

 

 

入 

・絵本について話し合う 

 

・生活経験を話し合う 

 

 

 

 

・絵本にかく絵を考える 

・どんな絵本があるだろう

か。 

・どんなことがあったか。 

 

 

 

 

 

・絵本は、絵があり文がある

ていどに理解すればよい。 

・子どもたちに、見たこと、

聞いたこと、したことをどん

どん言わせる。 

・遊びや生活経験を話し合う

時、良いとか悪いとか批判せ

ず、自由な気持ちで話し合わ

せたい。 

 

展   

 

 

開 

・水えのぐでかく 

 

 

 

 

 

 

・文を入れる 

・自分とまわりのようすを

かこう。 

 

 

 

 

 

・どこへ文を入れようか。 

・字をていねいにかこう。 

・絵本的な型にはまらず、子

ども自身の発見からかかせ

る。 

・人の動作をくふうさせる。 

・絵は紙面に空白があっても

よく、すみずみまでぬらせな

くてもよい。 

・文は配置を考えてかくよう

にさせる。 

ま

と

め 

・出来た作品を見る 

（各自） 

・生活画や文がよくかけた

か。 

・あと始末をさせる。 

準

備 

水彩えのぐ、画用紙、サインペン、鉛筆 

 

室内、室外、家庭、学校

などであったことを発

表させる。 

生活の中のひとこまを

かくようにさせる。 

絵と文の広さは自由に

させる。 
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昭和 43年（1968 年）、引き続き、学校研究を図画工作科とし、研究課題に「発想」を取

り上げ、３年間のまとめをしている。研究の焦点、「発想」について、次のように述べてい

る。（「図画工作研究のまとめ－発想について」 横須賀市立汐入小学校 1969.1.29） 

 

外的な刺激によって起った心の感動が意識的に想像活動をよびおこし、積極的に創造

化発展していく活動を発想と考える。 

     わたしたちは視覚的な刺激、聴覚的な刺激、身体全体で感じる触覚的刺激などによっ

て心の中に激しく振幅の大きい変動が起る。この激しい心の変動を感動と考える。感動

の中には喜び、楽しさ、淋しさ、おどろき、なげき、怒りなどさまざまな心の起伏があ

る。こうした情緒的な感動を、感動のままにとどめず表現へ結びつけようとする心の働

きが起ったときを造形活動の発想の起点と考えたい。このようになにかの経験から感動

が生じたり、または経験が刺激されたことによって感動がよびさまされたりすることを、

経験の再生とよぶことにする。 

     経験の再生は、さらに広げられて、連想したり、分析したり、取捨選択や改造したり、

組み合わせたりなどして意識的に構成し、「新しいイメージ」を生み出して表現へ到達す

る。このようないわゆる創造的想像までの過程を発想と考えたいと思う。 

 

 経験の再生 ― 経験の広がり （再生的想像)― 意欲の高まり （創造的想像） 

 

という過程がそれである。こうした過程を経たものを造形的表現へとイメージを定着さ

せることが図画工作科における表現活動である。 

 

また、「発想を促すには」、「発想を豊かにするとは」ということも示されている。 

本研究は、表現の基盤は「見る」、「考える」であり、ここから表現が生まれてくると考

え、実践を通して示した貴重な研究である。 

 

（４）「子どもたちの体力づくりをめざして」 

   ＜高坂小学校：斎藤茂、秋元康男、水谷秀夫校長   

研究期間：昭和 41年度（1966年度）～ 昭和 45年度（1970年度）＞ 

５年間にわたり研究を続け、多くの成果をあげた研究である。 

    研究の基本的な考えは、子どもの家庭生活など、子どもの生活全般を体力的にとらえ、

その中心に体育科の学習をおき、研究の目標に迫ろうとしている。各年度の目標と研究内

容は、次のとおりである。 

 

ア 昭和 41年度（1966年度） 

「『体力づくりのための授業研究』を実践する」ことを目標に、全学級の授業研究の実施、

組織づくり、運動能力の実態ならびに児童・父兄の体育に対する関心調査等を実施。 

イ 昭和 42年度（1967年度） 

「子どもたちの体力を高めるための学習指導をめざして」を今年度の研究の核にし、  

授業の分析研究と指導法研究、体育年間計画の検討等を行う。 
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＜鉄棒運動に親しむ子どもたち＞ 

ウ 昭和 43年度（1968年度） 

「『徒手体操と器械運動を通しての体力づくり』たしかな授業をめざして」を今年度の 

研究の中心におくとともに、器械運動指導段階表作成に着手、施設用具の工夫、学習カー

ドの作成等を実践。 

 エ 昭和 44年度（1969年度） 

    「『動きづくり』『力づくり』『仲間づくり』意欲のある授業をめざして」を掲げ、学習指

導要領改訂に伴い、年間計画の作成、各領域・各教科の体力要素、分析、体操セット作成

等を実施。 

 オ 昭和 45年度（1970年度） 

    「『動きづくり』『力づくり』『仲間づくり』主体性のある授業をめざして」を求めて、各

領域の特性をふまえた学習の展開、一人一研究、教材の実践記録の作成、業間体育の定着

化等を図る。 

 

多くの人が高坂小学校の研究に着目したことの１つに、自由時間の遊びを組織化し、２校

時終了後の 15分間に展開された「業間体育」がある。体育科の学習の場を離れた１つの体力

づくりの場としての、１つの考え方である。 

 高坂小学校の研究を支えた力の１つに地域

の人々の力があったことが挙げられる。 

 学校教育が地域に根づき、発表するために

は、教職員、PTA、地域の力が融合し、大きな

力になることである。高坂小学校の研究はこ

の典型といえる。 

 

 

 

（５）「読解指導を拓く」 

   ＜諏訪小学校：八田羽栄治校長 斎藤勝美研究主任  

研究期間：昭和 42年度（1967年度）～ 44年度（1969年度）＞ 

昭和 42年度（1967年度）、学校研究として国語科を取り上げた。子どもたちの国語科の

学習を見て、「正しく読みとれない」、「読みとろうとする意欲が低い」ということから、こ

の研究は始まった。 

最初、読解技能が高まることと問題意識をもって読むことの関係を、授業を通して考え

合った。何かを読みとろうとする問題意識が中核となって読みとる技能が高まり、そして

読書生活や自主的学習の習慣態度もそれを中核として育っていくというのが、研究のまと

めであった。 

翌年は、読解指導過程の中での「書くこと」の効果を究明した。問題をもって読む姿勢

にするために、自分の読みとりの問題を書かせたり、正しく読む力をつけるために文章の

内容を書かせたりした。そして、基本的指導過程（読む）に「書くこと」を位置づけた表を

作り、読解技能の学年別段階と「書くこと」の関係を示し、授業を中心に中間発表を行い、

次の３点が指摘された。 

【体育授業の様子】 
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・ 「書くこと」と、主体的に読むことを追求すること 

・ 書く方法の学年段階や、文種・教材による書く方法のちがいを究明すること 

・ 文法の力をつけること 

 

昭和 44年度（1969年度）は、「文書を正しく読みとる力をつけるためにはどのようにし

たらよいか－主体的な読みの追求－」をテーマとし、11月 26日に研究発表を行った。 

    研究テーマに迫るために、６つの観点から研究を進めた。 

（１．読みとるということ ２．文学的文章の主体的な読み ３．説明的文章の主体的な読

み ４．「書くこと」の方法の効果 ５．読書指導との関係 ６．読むことにおける文法の

位置づけ） 

以下、研究紀要から一部を抜粋して研究内容を記す。（「文章を正しく読みとる力をつけ

るにはどうしたらよいか－主体的な読みの追求－」 横須賀市立諏訪小学校 1969．11．

26） 

 

ア 主体的な読みの追求 

１ 読みとるということ 

正しく読みとるということは、書き手の文脈の論理を、文法的に正確に再構成し、読

み手自身が確認することである。 

読み手は、対象を正確につかむ作業をするとき、同時に、読みとったものを自己に対

決させ、自己のものとして消化しようとする。読み手の主体性において整理される読み、

それが主体的な読みである。これをまとめてみよう。 

 

          ○ア 叙述に即して正しくつかむ。 

      ○イ 読みとったものを変容し、自分のものとして整理する。 

 

     この○アと○イは、大別して、○アは説明的文章、○イは文学的文章といえそうだが、論説文

や解説文などは○イに入る。 

 

２ 文学的文章の主体的な読み 

文学的文章を読むとき、情景を想像したり、推測したりする。また、人物の行動や気

もちの動きから何かを感じたり考えたりする。主題に感動したりする。 

読み手の感情・思想は、読みすすみながら、変化しつつ定着する。これは○イの読みで

ある。主体的な読みは○イの状態をさす。そのためには、○アの内容（主題・構想・叙述）を

正しくとらえているということが前提となる。 

 

３ 説明的文章の主体的な読み 

説明的文章の読みは、書かれている事実をそのとおり理解する○アの読みが究極の目的

である。しかし、それは、同時に、そこに書かれたことが、自分自身の知的生活の広が

り、深まりという点で咀しゃくされる。自分のものとして整理される。 

正しく読みとる 
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自分のものとして整理する。 
正しく読みとる 

（主体的に） 

 

書き手の叙述の中に、自分の経験や知識を投入するときの姿勢や、正しく受けとるた

めの念押しをする態度に主体的な読みのはたらきを見出したい。 

これらをまとめて、前述の表にもどすと、次のようにいえると思う。 

 

        ○ア 叙述に即して正しくつかむ 

○イ 読みとったものを変容し 

 

４ 「書くこと」の方法の効果 

正しく読みとるために、「書く」方法は、どのように役立つか。特に「主体的な読み」

へのはたらきとしてどう効果があるかを、授業を通して実践し、指導課程の中に位置づ

けたのが、改訂版、第一表「読解指導課程における『書くこと』」の一覧表である。（読解

力の中に文字鑑賞力を含む） 

わたしたちは、この表の中で「書くこと」の意義をつぎの二つに考えている。 

１．書くことによって、読みとったことを自身にはっきりさせることができる。正

しく読みとる方法がわかり、自分で読みすすめる力がつく。 

２．問題意識をもって姿勢がつくられ、自分自身の感じ方考え方を深めることがで

きる。 

 

  【第一表 読書指導課程における「書くこと」】（一部抜粋） 

指導過程 書くこと 学年段階 具 体 的 な 内 容 

（１） 

教材を調べる 

○第一次の  

 問題を書く 

１→ 一．思ったことを自由に書かせる場合と、教師

の指導意図により書かせる場合がある。 

二．問題としては、次のような内容が考えられ

る。 

 物語文 

 ①感動したところ（おもしろかったところ） 

 ②登場人物や、すじや場面について感じた 

  こと、考えたこと。 

 ③作者がいおうとしていること。（主題） 

 ④表現 

 ⑤文やことばについて考えたこと。 

説明文 

 ①題名をみて考えたこと 

 ②前から知っていたこと、新しく知ったこ

と、くわしく知りたいこと。 

 ③作者がいおうとしていること。（要旨） 

 ④文章の組み立て。 

 ⑤文やことばについて考えたこと。 

 ⑥わからないところ、わからないことば。 
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三．問題は、各自がノートに書いている場合と、

教師がまとめてプリントして渡す場合があ

る。 

○第一次の 

 感想を書く 

１→ 一．自由に書く場合と、ある問題にしぼって書

く場合がある。 

二．書かれてあることや表現についての自分の

読みかたや考えかたを書く。 

（２） 

文意の想定 

○主題や意図

 を想定して

 書く 

４→ 一．個人の感想、個人の理解の程度をもとにし

て学級の傾向をまとめたり、学級の問題点と

してしぼったりする。 

二．そのために、各自の文意をノートにはっき

り整理しておく。 

（３） 

各段落の精査 

○自注する 

 ・プリントに 

 ・教科書に 

 ・書き写した

  文章に 

１→ 一．ことば・文・文章についての自分の読みと

りを書きこむ。 

二．ことばや記号で書きこむ。 

三．子どもが自由に書きこむ場合と、教師の指

導意図によって書きこむ場合がある。 

○問題を書く １→ 一．読みとったこと、または書かれてあること

について書く。 

二．問題の書き方は、問題提示の形でもよいし、

質問形式でもよい。 

三．答えは用意されている場合とされていない

場合がある。 

○感想を書く １→ 一．自由に書く場合と、ある問題にしぼって書

く場合がある。 

二．書かれてあることや表現についての自分の

読みかたや考えかたを書く。 

○補い書きを 

 する 

１→ 物語文 

一．さし絵に文を書く。 

二．会話をいれる。 

三．ようすや気持ちをくわしく書く。 

四．つづき話を書く。 

説明文 

一．本文を読みぬいて、詳述したりまとめて書

いたりする。 

 ○ぬき書きを 

 する 

１→ 一．必要な文や文章をノートに書き出す。 

二．羅列的にならべたり項目的にならべたりす

る。 

三．傍線をひいてからぬいてもいい。 
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○書いてまと

 める 

・文章に書い

 てまとめる 

・図や表にま

 とめる 

３→ 一．箇条書きにしたり、書きぬいたものを関連

づけて要約文にしたりする。 

二．いろいろな記号（ → □ （ ）など）を

使って、わかりやすい図や表にあらわす。 

（４） 

文意の確認 

○確認できた 

 ことを書く 

１→ 一．精査の段階を通して自分自身でまとめたも

の（わかったこと、主題、要旨など）を書く。 

二．文章を読み、確かめながら書く。 

○感想を書く １→ 一．学習して理解したことがらをいれたり、す

ぐれた文章表現についてふれたりする。 

二．第一次や第三次で書いた感想と比較しなが

ら書く。 

○補い書きを 

 する 

１→ 一．つづき話（物語文）や紹介文（説明文）を

書く。 

（５） 

技能、文型、語

句、文字の練習 

 

（６） 

学習のまとめ、

目標による評価 

 

発 展  

 

５ 読書指導と読解指導との関係 

国語科における読書指導を次のように考えて指導している。 

 

                                     

     

                     

                     

 

                     

 

   ・自由な意思で選択し ・自力で ・自分の読みの速さで 

 研究一年目は、問題意識を育てることを中核にして、発展的に読書させることが読

みの方向であるとおさえた。二年目は、読解指導過程の「書くこと」の中で、読書と

しての読みの姿勢をさせる問題について考えた。 

 本年度（３年目）は、二年目の問題をさらに追求するとともに、読書指導と読解指

導との関係を考えてみた。文種も、文学的教材に限定した。 

教科書以外 

教科書に関係――教科書教材の扱い―― 

―教科書の発展の扱い― 

 ・読解教材の第一次、第四次を 

  読書的に扱う 

 ・読書指導単元教材 

 ・読解教材を読書教材として扱う 

・補充教材（読解教材の発展） 

・読書指導単元の扱い 
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 読書指導と読解指導とは、どこがちがい、指導上どこに問題があるのだろうか。 

 文学的文章の読書指導は、人間の感じ方、考え方、生き方を、そこから得たかどう

かを問題にするが、読解指導では、内容を正しく読みとったか、読みとる技能がつい

たかどうかを問題にする。読解指導では、読むことによって価値を得るという姿勢で

はいっても、その具体的な読みの過程に読みの抵抗があったり、読む技能をつける目

的があったりして、価値を得ることが手段となってしまう。ここに、読書指導が、読

解指導とは別にとり出される理由がある。 

読書指導の目標は、①読書の知識態度習慣②読書の技能③読書の本質にふれた人間

形成としての読みの指導である。文学的文章の読書指導では、特に、この③の読みを

大事にする。 

      わたしたちは、文学的文章の読書による人間形成を、つぎのような段階でおさえた。 

     （一）どういう読みとりをすればいいのかをわからせる。 

      ① 読書の姿勢 

       ○ア 書いてあることについて、自分自身としての受けとめ方をする。 

         読解技能のあるなしが、受けとめるための材料を豊かにしたり、貧弱にした

りする。 

       ○イ 読んでいく過程で、そこにあることば・文・文章にふれるたびに感じたもの

や、文脈のニュアンスがかもし出す世界にひかれたものを意識する。 

         部分的な叙述のおもしろさや、文章のもつ印象的なものにふれた感動。自分

の経験や考え方と共鳴したり反発したりするおもしろさ。 

       ○ウ 自分自身の見方、考え方、感じ方に照らして読み、そこから何かを受け、人

間的に変革する。 

 

        この○ア○イ○ウは総合されて出てくるが、○ウが究極のねらいであること、そのため

には○イが重要であること、○ウを指向した○ア○イを大事にしたいこと、○イも○アの上に

立つことを理解させたい。 

        また、個性に応じた読みとりの大事さも教えたい。 

      ② 感動の質 

        結局、主題に沿った深い読みとりが、深い人間性の変革につながることを教え

たい。 

     （二）読み浸り、理解し、感動することを身につけさせる。 

     （三）読みとったことと人間の成長とを意識させる。 

 

６ 読むことにおける文法の位置づけ 

知識情報を知るために読む場合も、楽しむために読む場合も、そこに何が書いてある

かを正しくつかむことから出発する。語と語、文と文、文章と文章の関係をしっかりと

おさえて読む力が、正しく読みとらせる。 

ことばのきまりは、実際には、文章の中に生きたはたらきとして存在している。読解

学習の中で子どもたちが、まず気づくことを大事にしたい。問題意識をもって読む姿勢

は、ことばに対して鋭くなり、その法則性を発見する。生きた場でのことばのきまりの
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発見、そして、理解、一般化が、常に有機的に関連されるところに、自力読みの意識が

育つ。 

特別にとりたてて学習する「ことばの練習」「ことばのきまり」のところでは、法則性

に気づいたものを定着させ、一般化させる。 

 

イ 残された問題 

１．「主体的な読みの追求」として、いちばん大事だと考えた読むこと自体を問題とした。

そのため、態度、習慣については、特に細かい計画をもたなかった。しかし、あらゆる

角度からの追求を、できればしたかった。 

２．教科書教材を、読書指導、読解指導と分けた立場で、もっと深く分析しなければなら

なかった。 

３．説明的文章の読書、「ことばのきまり」を自由に使った読解など、手つけずの面が残っ

た。 

     

本研究は「読みとること」自体を追求し、読解指導に「書くこと」を導入して、子どもが自

らの読みを正していく学習を市内で最初に示した貴重な研究である。 

 

（６）「『集合・関数』を大切にした学習」 

＜明浜小学校：惣田優校長 斉藤和男研究主任  

研究期間：昭和 42年度（1967年度）～ 昭和 44年度(1969年度)＞ 

ア 研究の経過 

昭和 42年度（1967年度）研究主題を決めるにあたり、「本校の児童に欠けているものは

何か」ということで討議を重ねると「思考力が劣る」が主流の意見だったので、「思考力を

高めるにはどうしたらよいか」をテーマに定め算数研究を行うことにした。 

授業の様子を探っていくと、教師は子ども理解よりも結論を押し付けていくことが見ら

れることがあることに気付いた。そこで、授業の中に「考える」場面と「教える」場面を設

定することを考え、日々の授業に取り組むこととなった。 

『全国研究所連盟編 算数、数学科と思考力の形成、その指導Ⅱ』を資料とし、輪読会・

討議会、理論研究を進めながら授業研究へと発展していった。 

 

昭和 43年度（1968年度）も「算数授業に於いて思考力を高めるにはどのようにしたらよ

いか」のテーマで授業研究を中心に理論研究も併行して行った。 

教育の世界では当時、「現代化」がクローズアップされ始め、校内でも算数科研究部員を

中心に「集合」についての研究が自然と進められるようになり、「集合の話を中心とする輪

読会」「集合の考えを取り入れた授業」「関数的考えを取り入れた授業」などが試みられる

ようになってきた。 

  

昭和 44 年度（1969 年度）は、研究主題を「集合、関数等の考え方をとり入れた授業研

究」と定めた。これは、算数研究の現代化のために、集合・関数確率等の概念を小学校に
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取り入れることになった新学習指導要領が、昭和 43年（1968年）7 月に文部省から発表さ

れたからである。 

前年度から集合・関数の話が出始めていたので、昭和 44年度（1969 年度）から研究主題

を「集合、関数の考え方をとり入れた授業研究」に変更することに踏み切ることにし、横

須賀市の研究委託も受けた。 

 

校内には「集合の考えとは」「関数の考えとは」と言っても何か判然としない様子が見ら

れた。さらに、現行教科書では、どこにその題材があるのか、学習系統はどのようになっ

ているのだろうかなどと暗中模索の感があった。 

そこで、まず研究の方向として、 

・現代数学の考え方（集合、関数）を身に付けること。 

・それを取り入れた授業研究を進めること。 

この二点に焦点を合わせた研究を進めることになった。また、教師自身の研修として次

のようなことを取り上げた。 

・前年度サークルで取り上げた「集合の話」（山岸雄策著）の輪読会を、全教員で実施す

る（木曜の研修日）。 

・「一次関数」（菊地乙夫著）を夏休み前半中に読み終え、中学１年、２年の教科書（学校

図書）の関数教材群について、ゼミナール形式を取りながら研修を行う。 

・10 月 31 日埼玉大学菊地兵一先生を招き、関数指導について具体的問題を取り上げな

がら講演会を開き、関数指導について示唆を受ける。 

・集合、関数の系統的な研究を進めるために各種の問題を取りだし、討議をし、指導主

事の助言を受ける。 

以上のことを、全教員で取り組んだ。 

    ６月以降、毎月１回授業研究を行い、指導主事の助言指導を受けた。そのために学年が

中心となって事前研究を行い、まず教材研究をし、学習指導案を共同で考えるという方法

をとった。これは授業の質を高めることにつながった。 

 

イ 特殊学級の授業研究 

・心身障害児の各々が抱えている条件に合わせて、カリキュラムを分化し、それぞれの

児童の受容力に合わせて内容を加減し方法を工夫する。 

・生活単元の中に学習内容をおりこんで、数量的指導を効果的にするよう年間カリキュ

ラムを作成する。 

 

ウ 研究の概要 

（ア）研究主題  

    ・集合、関数の考え方をとり入れた授業研究 

    ・特殊学級における算数科学習指導計画の作成 
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（イ）研究の目的 

・教師自身が現代数学（特に集合、関数）の考え方を身に付け、学習指導要領移行に対

処する。 

・現在の教科書、移行措置資料（いずれも学校図書発行）の、どの教材のどこに集合、関

数の考え方が取り入れられているか、また、どのように指導したらよいかを追究する。 

・特殊学級における算数的授業を計画的に実施し、授業の一貫性をもたせるための指導

計画を作成する。 

 

（ウ）研究の方法 

・新学習指導要領、現行の教科書とその指導書（学校図書発行）、途中 小学校指導書算

数編（文部省発行）、移行措置資料（学校図書発行）を入手し、それらを中心として学

年単位、必要に応じて学年部、全教員、指導主事の先生を交えて研究討議した。 

・特殊学級においては「かずの木」（上、下）とその指導書（文部省発行）、雑誌「精神

薄弱児研究」（日本文化科学社発行）を参考にするとともに、児童の実態を考慮に入れ

て計画した。 

 

（エ）研究内容 

・集合の考え方を取り入れた教材の見方と扱い方 

・関数の考え方を取り入れた教材の見方と扱い方 

・集合、関数の考え方を取り入れた授業の実践記録 

・特別支援学級における算数科学習指導計画表を四つに分ける。 

 

（オ）実践記録 

４年生を抽出 

   単元名「ふえる へる」 単元研究(３) 

① 本時目標 

・自然数と奇数の集合に分ける。 

・奇数の集合の任意の２数の和は偶数の集合に含まれる。 

・偶数の集合の任意の２数の和は偶数の集合に含まれる。 

・奇数の集合の任意の１数と偶数の集合の任意の１数の和は奇数の集合に含まれると

いうことを理解させる。 

・集合を表わすのに適当な記号や名称がつけられる。 

    ② 指導計画 

１時限（本時） 

③ 集合分野 

無限集合 部分集合（群論の初歩） 

④ 指導過程  

（１ , ２ , ３ , ４ , ５ , …………） 

○ア 自然数を２つの集まりに分ける。 
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 Ｔ 自然数を２つの集まりに分けましょう。いろいろな分け方がありますがきょう

は１から始めて２とびの数の集まりを作りましょう。 

      １から２とびの次の数はいくつですか。 

 Ｃ ３ 

      Ｔ ３の後をつづけましょう。 

      Ｃ ５，７，９ 

      Ｔ まだまだつづくがきりがないね。大きい数はないだろうか。 

        （大きい数といってもばく然すぎてすぐでてこなかった。） 

      Ｃ １０００１，１０００３，………… 

       （大きい数と言ったためか、１００の位を予想していたら、いっきに 

１００００，１０００００の位の数がでた） 

      Ｔ それよりも小さな数はないだろうな。 

 Ｃ １０１，１０３ 

      Ｔ ではもっと大きい数はないだろうか。 

Ｃ １００１，１００３，………… 

      Ｔ その後もかぎりなくつづくね。さっきＴ君がいった１０００１，１０００３と

いうようにまだまだつづきますか。 

      Ｃ 数は無限だからかぎりなくつづきます。 

      Ｔ こんどは２からはじめて２とびの数はいくつでしょう。 

      Ｃ ４ 

      Ｔ つづけてください。 

       Ｃ ６，８，１０……１００，……１０００ 

      Ｔ この後はどうなりますか。 

      Ｃ かぎりなくつづきます。 

      Ｔ そうですね。 

       （前者にくらべて割によくできた。） 

      Ｔ １からはじめて２とびの数の集まりと言うと長くて言いにくいので（あ）の集

合といいます。そして｛ ｝この記号をつかって表わします。では２からはじ

めて２とびの数の集まりを（い）とします。この後をどう言ったらよいですか。 

 Ｃ （い）の集合 

 Ｔ ｛ ｝ 

        （自然数を２つに分類するとき１からはじめて２とびの数の集まりを作るより

も２で割って１あまる数の集まりと２で割って割り切れる数の集まりを作っ

た方が児童にとってよくわかったのではないかと思う。） 

      Ｔ （あ）の集合の２数の和をもとめましょう。 

         １＋３＝ 

      Ｃ ４ 

○イ （あ）の集合の２数の和をもとめる。 

 



第Ⅰ期 ３章 横須賀の特徴 ～学校現場から～ 

３節 各学校の取組 

 

  123  

 

      Ｔ （あ）の集合の２数の和をもとめる式を作ってみましょう。 

      Ｃ ３＋５＝８ 

      Ｔ 他に。 

      Ｃ ５＋７＝１２ 

      Ｃ ３＋７＝１０ 

      Ｃ ９＋３＝１２ 

      Ｔ いろいろな式を作ることができますね。答えはそれぞれどの集合の中にありま

すか。 

      Ｃ （い）の場合 

      Ｔ なぜでしょう。この図を見ながらわけを考えましょう。   

            ３   ＋   ７    ＝    １０ 

 □       □ □ □      □ □ □ □ □ 

 □ □     □ □ □ □      □ □ □ □ □ 

                 磁気指導盤 

      Ｔ ２数を２列にならべるとどうなりますか。 

       Ｃ どちらも１こずつ半ぱになります。 

      Ｔ この半ぱを２つ合わせると２列にならびますか。 

       Ｃ ２列にならびます。だから答えの方も２列にならびます。 

Ｔ 他の式で説明してください。 

        ５   ＋   ７    ＝    １２ 

       □ □     □ □ □     □ □ □ □ □ □ 

            □ □ □   □ □ □ □    □ □ □ □ □ □ 

      Ｃ ５も７も２列にならべるとどちらも１こずつあまるのであまりをあわせると 

２列にならぶので答えも２列にならびます。 

Ｔ （い）の集合の２数の和をもとめる式を作りましょう。 

Ｃ ２＋６＝ ８ 

Ｃ ２＋８＝１０ 

Ｃ ６＋４＝１０ 

Ｃ ６＋８＝１４ 

Ｔ いろいろな場合がありますね。 

       答えはどちらの集合の中にありますか。 

Ｃ （あ）の場合 

          （集合ということばになれぬためか、式を作る場合でも聞きなれぬこと

ばがハンデになったのか、すらすらと作れない児童が多かった。） 

Ｔ 図を見ながらわけを考えましょう。 

            ２   ＋   ４    ＝    ６ 

      □        □ □         □ □ □  

        □             □ □       □ □ □ 

○ウ （い）の集合の２数の和をもとめる。 
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○オ （い）の集合の中から１つ数をとり（あ）の集合の中からもう１つ数をとり

和をもとめる。 

 

Ｔ ２数をそれぞれ２列にならべるとどちらも２列にならびます。答えも２列にな

らべると、２列にならびますね。他の式で説明してください。 

             ６   ＋   ８    ＝     １４  

       □ □ □   □ □ □ □    □ □ □ □ □ □ □ 

            □ □ □   □ □ □ □     □ □ □ □ □ □ □ 

Ｃ ６も８も２列にならぶので答えも２列にならびます。 

Ｔ そうですね。きちんと６も８も２列にならびますね。 

 

Ｔ （あ）の集合の中から１つ数をとり（い）の集合の中からもう１つ数をとり和

をもとめましょう。１＋２＝ 

      Ｃ ３ 

      Ｔ 上のような式を作ってください。 

      Ｃ １＋４＝ ５ 

      Ｃ ５＋８＝１３ 

      Ｃ ３＋６＝ ９ 

Ｃ ７＋８＝１５ 

      Ｔ いろいろな式がありますね。答はそれぞれどちらの集合にありますか。 

      Ｃ （あ）の集合。 

      Ｔ 図を見ながらわけを考えましょう。 

             ３   ＋   ６    ＝    ９ 

       □       □ □ □      □ □ □ □  

            □ □      □ □ □       □ □ □ □ □  

      Ｔ ３を２列にならべると、どうなりますか。 

      Ｃ １こ半ぱになります。 

      Ｔ ６を２列にならべるとどうなりますか。 

Ｃ ２列にならびます。 

Ｔ 答を２列にならべるとどうなるでしょうか。 

Ｃ １こ半ぱになるから（あ）の集合です。 

Ｔ 他の式で説明してください。 

             ３   ＋   ４    ＝    ７ 

       □        □ □       □ □ □  

            □ □      □ □        □ □ □ □  

Ｃ ３は１こ半ぱがあるけれど４は２列にならぶので答を２列にならべると １個

の半ぱになるわけで（あ）の集合です。 

 

 

 

○エ （あ）の集合の中から１つ数をとり（い）の集合のなかからもう１つ数をとり

和をもとめる。 
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Ｔ （い）の集合から１つ数をとり（あ）の集合からもう１つ数をもとめましょう。

２＋５＝ 

      Ｃ ７ 

Ｔ （い）の集合の１つの数と（あ）の集合の１つの数の和をもとめる式を作りま

しょう。 

Ｃ ４＋３＝ ７ 

      Ｃ ６＋７＝１３ 

      Ｃ ８＋９＝１７ 

      Ｔ いろいろな式がありますね。ではわけを図で説明してください。 

       ８   ＋   ７    ＝     １５  

          □ □ □ □   □ □ □      □ □ □ □ □ □ □ 

          □ □ □ □   □ □ □ □     □ □ □ □ □ □ □ □ 

      Ｃ ８は２列にならべるときちんと２列にならびますが、７は２列にならべると１

この半ぱになるので答えも２列にならべると１この半ぱになるので（あ）

の集合です。 

      Ｔ そうですね。 

 

      Ｔ （あ）の集合を何という集合であるか知っている人。 

Ｃ き数の集合。 

          （０は取り扱わないことにした。） 

      Ｔ では（い）の集合は何と言うでしょうか。 

      Ｃ ぐう数の集合。 

 

 

 

 

      Ｔ たして８になる数の組み合わせにはどんな数があるか。 

      Ｃ ２＋６＝８………………① 

      Ｃ ３＋５＝８………………② 

      Ｔ 二つの場合がありますね。ことばの式で書くとどうなりますか。 

      Ｃ ①は（ぐう数）＋（ぐう数）＝（ぐう数）です。 

      Ｃ ②は（き数）＋（き数）＝（ぐう数）です。 

      Ｔ たして７になる数の組み合わせは？ 

      Ｃ ２＋５＝７………………③ 

      Ｃ ３＋４＝７………………④ 

      Ｔ ことばの式で書くと。 

○カ （あ）の集合の中の数を奇数 

  （い）の集合の中の数を偶数 

 

○キ （奇数）＋（奇数）＝（偶数） 

  （偶数）＋（偶数）＝（偶数）    であることを知らせる。 

  （奇数）＋（偶数）＝（奇数） 
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      Ｃ ③は、（ぐう数）＋（き数）＝（き数）です。 

      Ｃ ④は、（き数）＋（ぐう数）＝（き数）です。 

Ｔ きょうは、新しいことばや、記号がでてきましたね。集合の記号をまちがえな

いようにしましょう。 

 

（授業の時は、被加数、加数、和ともに具体物を置いて指導していったが、下

記のように被加数、加数の具体物を和の方へ移動していく方が児童の理解を深

めるのではないかと反省。） 

 

        被加数      加数          和 

   ３   ＋   ７    ＝     １０  

   □         □ □ □       □ □ □ □ □  

          □ □      □ □ □ □      □ □ □ □ □  

   

                                

 

⑤ 評価と考察 

＜直後のテストの結果と考察＞ 

〔問１〕１，２，３，４，５，６，……………… 

○ア 上の数を２でわりきれる数とそうではない数の２つの集まりに分けなさい。 

○イ それぞれの集まりに集合の記号をつけなさい。 

○ウ それぞれの集合に名前をつけなさい。 

       （ねらい） 

        自然数を二つに分類し名づける。 

        集合の用語、記号が使えるか調査した。 

（結果）調査人員 計 45名 

        ○イの結果 

        正答 76％ 

        誤答の大部分は（ ）,〔 〕などが多かった。 

○ウの結果 

          奇数、偶数などは日常使っていることばなので名前をつけることはよくで

き 78％であるが、集合と書けないのは、１時間扱いのため集合ということば

を理解できなかったためと思う。 

 

⑥ まとめ 

        整数の性質（構造）についての学習は初めてであったので児童は興味を持った

が集合の用語、記号の指導について徹底を欠いたようであった。 

その結果が集合の記号を（ ）,〔 〕などと書き日常用いている小カッコ,中

カッコ,大カッコなどと同様にどれを用いてもよいと思ったのであろう。 
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また日常つかっている奇数、偶数について（奇数）＋（偶数）,（偶数）＋（偶

数）,（奇数）＋（偶数）などの集合の問にある数のもつ構造のおもしろさを感じ

たようである。 

 

エ 研究を振り返って 

    研究の振り返りは、昭和 45年(1970年)２月 18日（水）に発行された研究冊子『集合・

関数の考え方をとり入れた授業研究 横須賀市立明浜小学校』の「あとがき」に次のよう

に述べられている。 

 

昭和 42 年(1967 年)より算数の授業研究を主題に取り上げてより３年目、集合、関数を

テーマにしぼってよりは 1 年に満たない月日であった。その中で、それぞれがもつ力を互

いに出しあい、他を補い、互いに助けながら研究をすすめた。そして、ようやく、この小

冊子をまとめ、ここに発表の機会をもつ運びとなった。 

    時代の要請に添うべく、算数教育の現代化に少しでも近づきたいと念願したが、どこま

でその目的に近づき得たか、今それを評価することはできない。しかし、これは、全職員

一丸となって、子どもたちを見つめながら作り上げた集録であることに間違いない。それ

は、みんなでふみしめ、このように歩いたという足あとでもある。 

    われわれ自身が基礎的な数学の力を完全に身につけているわけではない。だから、遺漏

過誤も随分とあるだろう。改めたほうがよい箇所も多分にあるだろう。 

謙虚な態度で多くの先生方のご指導やご意見を伺いたい気持である。そして、次への前

進の糧とさせていただきたいと思っている。（以下略） 

   

次の学習指導要領に「集合・関数」の考え方が取り入れられると発表されたことから、

校内研究３年目の研究主題を「集合・関数の考え方をとり入れた授業研究」に変え、研究

を進めていった。 

市内で最初に「集合・関数」に取り組んだ貴重な研究と言える。 

 

≪参考資料≫ 
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 ・「創立 80周年記念誌」横須賀市立船越小学校 1967 
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横須賀市立諏訪小学校 1969 
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